
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ૈ౾教育メディア学会 ़ 26回 ૙次ऻ会 

発表集録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ૈਈ： 2019૙11月2ૈ（ੈ）⒊ 3ૈ（ૈ） 
 会場： ઍ੕௼൛ऻ学・ઍ੕キャンパス 
  ઍ੕県ઍ੕市山城া西ள౗示 180 

 



ೖຌگ育メディア学会୊ 26回೧࣏୉会の開࠷とؖわって 
ૈ౾教育メディア学会 会৉ 小೸ ො喜ഘ 

 
 ऻ会企画委員৉の稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ学）先生、௡委員৉の౻ਲ൲೩（ਗ਼౮ऻ学）先生、ऻ

会実行委員৉のඏ向ॕ（ઍ੕௼൛ऻ学）先生、そして関係者の皆ഫのご尽උのおかげで、ここ

にૈ౾教育メディア学会़ 26 回૙次ऻ会をઍ੕௼൛ऻ学で開催できましたこと、まずもってお
ඥを申し上げます。 

 ౾学会は，「視ী覚教育研究協議会」「ీ送教育研究協議会」そして「ૈ౾視ী覚教育学会」

「ૈ౾ీ送教育学会」をその前身として，1998 ૙から，現在のಾ称「ૈ౾教育メディア学会」
としてదんで参りました。時हは，ః成からඝොにకわり、国をあげたऻきなイベントとして，

2回೜のਗ਼京オリンピックをെ૙迎えます。偶然にも 1回೜のਗ਼京オリンピックの開催の૙であ
った 1964 ૙に「ૈ౾視ী覚教育学会」がଷ足しました。「ీ送教育」との関わりで言えば，
2019૙は NHK教育テレビがీ送されて，今૙で 60૙にあたります。 

 ૈ౾教育メディア学会としてదみ出して 20 ૙を経てきたこともあり，「ථ史とそのේ൛を振
りచり，成果のまとめ，次へのਦౠを」考えることが重വとなると思います。この間，学会と

してどのようなదみをしてきたか。学会の前史から何を引き継ぎ，時हやメディア環境のక化

のঘで，何に取り組んできたのか。学会としてどのような研究ঀ見が঑積され，社会貢献を果

たしてきたのか。学会としての強み（存在意義）はどこにあるのか。次の時हの研究に向けて，

我々は今どのようにదみ出しているのか，何を೜指すのか。そして，この先 10૙後，20૙後の
学会の活੼に向けてのヴィジョンをよりೀらかにできたらと思っています。 

 上記のことと関わって、౾ऻ会では、企画 1「オープニングトーク・教育メディア研究のこれ
から」、企画 2「教育メディアにとってのః成時ह」、企画 3「新たなメディアがつくるඝො時
हの学校・ঁ域・௼化」、の３つが組まれていること、とてもありがたく感じております。 

 そして、学会は，基౾ਘには，そこに参加する 1 人 1 人が，ある思いや考えを持って参加さ
れ，そこで学び合い，ঀ見を঑積していく場と考えています。そのため，会員が学会活੼をড়

じて，ಠ足でき，所属意識やアイデンティティを感じてもらうことがऻ切と考えております。 

 このਮに関しても、౾ऻ会では、課ा研究において、課ा研究 1「教師のセルフスタディ」、
課ा研究 2「メディア・リテラシー教育における教育メディアの可૧性」、課ा研究 3「情ష活
യ૧උの育成とメディアの活യ」、課ा研究 4「१究におけるメディア活യ」と、教育メディア
のમതೌ、教育メディアのుృೌ（教育メディアを活യした実践、授業௰析やそこで生じてい

る学びの姿をકみ取るための教育メディアの活യほか）を考えるテーマが組まれています。 

 また一୔研究ଷணの時間も十௰に確డいただき、それをড়じて、それぞれ研究ঀ見を学会と

して共ഋできるように工஽していただきました。౾ऻ会をড়じて、ඝොに૊った教育メディア

研究の出ଷਮを঍くことができればと考えております。 

 皆ഫ、何卒よろしくお願いいたします。 
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୉会ೖఖ 
11月 1日䠄金䠅 

 
14:30⒊17:30 ൛事会 （ઍ੕駅前シビックセンター会議室） 
 

11月 2日䠄土䠅 

 
  9:30⒊ 受஻ （9号館1階） 
10:00⒊11:30 〈ऻ会企画 1〉 オープニングトーク：教育メディア研究のこれから 
11:30⒊12:30 ঝ食 
12:30⒊13:20 総会 （9603教室） 
13:30⒊15:30 一୔研究ଷண 
15:45⒊17:00 〈ऻ会企画 2〉 教育メディアにとってのః成時ह 
17:30⒊19:00 懇親会 （学生食੾ 2階） 
 

11月 3日䠄日䠅 

 
  9:30⒊11:30 課ा研究ଷண 
11:30⒊12:30 ঝ食 
12:30⒊14:30 一୔研究ଷண 
15:00⒊16:30 〈ऻ会企画 3〉 新たなメディアがつくるඝො時हの学校・ঁ域・௼化 
 ఈ会 

留意事項 
 

x 会場へのアクセスには公共交ড়機関をごൖയください。 

x 学મの学生食੾，コンビニエンスストアの営業はੈഩૈのみとなります。 

x 懇親会終൷後は事前ਾෙ者の皆ഫをഃ先してバスにてઍ੕駅まで送迎します。 

x その他、੤ૈऻ会情షはऻ会開催校サイトでご案મしています。 

https://sites.google.com/view/jaems2019/ 

x スケジュール੧のଷண情షは Webでも確૑できます。 

https://jaems2019.web.app/ 

 
 

ଷண情ష ऻ会情ష 
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会৖಼案಼ 
 
受஻ 1階 
クローク 2階 
 
［一୔研究］ 7階, 6階 
A1 9704教室 
B1・B2 9703教室 
C1・C2 9702教室 
D1・D2 9701教室 
E1・E2 9602教室 
F1・F2 9601教室 
 
［課ा研究］ 7階, 6階 
K1 9702教室 
K2 9701教室 
K3 9602教室 
K4 9601教室 
 
［ऻ会企画］ 6階 
S1・S2・S3 9603教室 
 
［総会］ 9603教室 
 
事ಳ局 8階 

 
 

೧࣏୉会ࣆແۃ 
ૈ౾教育メディア学会 ़ 26回૙次ऻ会 実行委員会事ಳ局 
 ઍ੕௼൛ऻ学 人間生活学௚ 児઄学科 ඏ向ॕ研究室（9号館 4階）મ 
ਲ਼ෝ： 088-602-8320 メールアドレス： jaems.taikai2019@gmail.com 
○૙次ऻ会委員会 委員৉：稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ学），௡委員৉：౻ਲ൲೩（ਗ਼౮ऻ学）  
○ऻ会実行委員会 委員৉：ඏ向ॕ（ઍ੕௼൛ऻ学） 
○学会事ಳ局 事ಳ局৉：永ਲ঄子（ఀ庫教育ऻ学），௡事ಳ局৉：भ山ഓ（ೄ೧教育ऻ学），

  事ಳ局న佐：অ尻අః（ਗ਼京ऻ学） 

 

【S1】［総会］【S2】【S3】 9ߺ館 6階 

96019602

9603
1号館

䝷ウ䞁ジ

䝷ウ䞁ジ

EV

EV

EV

EV

【E1】【E2】【K3】 【F1】【F2】【K4】 

1号館

97019702

97039704

䝷ウ䞁ジ

䝷ウ䞁ジ

EV

EV

EV

EV

館ߺ9 7階 【A1】 【B1】【B2】 

【D1】【D2】【K2】 【C1】【C2】【K1】 
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プログラム 
䠷Day1䠹 11月 2日（土䠅 
 

【S1】 ऻ会企画１ 11月2  ૈ 10:00⒊11:30 9603教室 

オープニングトーク：گ育メディアڂݜのこれから 
ਾॷ者： 
 小೸ො喜ഘ（બඅ教育ऻ学）・অ尻අః（ਗ਼京ऻ学ऻ学院）・ 勝見慶子（ఀ庫教育ऻ学ऻ学院） 

 

ঝ食 11月2  ૈ 11:30⒊12:30 ラウンジ੧ 

 

総会 11月2  ૈ 12:30⒊13:20 9603教室 

 

一ൢڂݜプログラム 11݆2ೖ 13:30〜15:30 

 

◎各会場にはプロジェクターもしくはऻ型テレビが準୿されています。PC準୿はありません。 
各ଷண者にて準୿のਈよろしくお願いします。 
◎ 1件あたり 30௰（ଷண 20௰＋質疑 8௰＋交ह時間੧ 2௰を೜安） 

 
【A1】 一ൢڂݜᶙ−１ 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9704گ  ࣪

司会： ঘ川一史（ీ送ऻ学） 

A1-1 新学習指੿വඊにत応した小学校国語科における映像メディアの൛解・ண現に
関わる੬ॕ೜ஞの開ଷの試み 

 ঘ川一史（ీ送ऻ学）， 佐੯幸江（金ै星ඃऻ学），山貝ො義（光村図書） 

A1-2 ક書素材としてのマンガのൖയにतする小学校教師の意識やपੇ 

 ऻ久డ紀一෉（ਗ਼౮ऻ学ऻ学院・੕根県雲઺市൥೚次小学校），ොਲഓ一（ਗ਼౮ऻ学ऻ学院）， 

 窪俊一（ਗ਼౮ऻ学ऻ学院），౻ਲ൲೩（ਗ਼౮ऻ学ऻ学院） 

A1-3 メディア・インフラを異化するためのワークショップ実践：検索エンジンのメデ
ィア・リテラシー育成 

 宇ਲ川ત史（ਗ਼京ऻ学），神ढ़説子（ਗ਼京ऻ学），水越伸（ਗ਼京ऻ学），駒ढ़真ஆ（実践女子ऻ学） 

A1-4 岩૲映画『科学教育映画ढ系』の思想 

 吉岡ഋ௼（൥正ऻ学） 
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【B1】 一ൢڂݜᶙ−2 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9703گ  ࣪

司会： 山౾අ太（ਗ਼京ऻ学） 

B1-1 フィリピン村ൌ௚における ICTを活യした教師の教育ుృを拡঵する介૊に関する
実践事ඟ研究 

 山౾අ太（ਗ਼京ऻ学） 

B1-2 The Effect of Task-Based Learning (TBL) with the Application of Multimedia 
on Undergraduates’ Motivation in Learning English 

 Kurita Rumiko（Josai University），Chia Su Aie（Josai Junior College） 

B1-3 ૈ系 3世のర国コミュニティ参加によるキャリア形成への影響 

 宇ੂ宮ऻ輝（関西ऻ学） 

B1-4 メッセージカードをയいた児઄の主ढ性を促す国際交൪学習のు൨ 

 ਽ᤅ菜月（関西ऻ学ऻ学院総合情ష学研究科），久డਲ賢一（関西ऻ学） 

 
 

【C1】 一ൢڂݜᶙ−3 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9702گ  ࣪

司会： 石井౉生（関西ऻ学初੧௚） 

C1-1 個人യタブレット८ಘの活യにतする教員と児઄の意識 

 石井౉生（関西ऻ学初੧௚），ঘ川一史（ీ送ऻ学） 

C1-2 英ॣ語学習におけるモバイルアプリケーションデザインとそのத価 

 真௠克ೀ（બඅ教育ऻ学ऻ学院専೧職学位課ਈ） 

C1-3 豪州の ICT Literacyৄ査のుృのక遷に関する研究 

 小೸ො喜ഘ（બඅ教育ऻ学） 

C1-4 公൥小・ঘ学校における“人ಾ外字”஺使യ実現の研究 

 ৉஀幸஍（株式会社教育システム） 
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【D1】 一ൢڂݜᶙ−4 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9701گ  ࣪

司会： ೚村ೀ憲（京ੂ教育ऻ学௓属 ਜ਼山小学校・関西ऻ学ऻ学院） 

D1-1 情ష活യ૧උを育成する教材「情ష学習支援ツール」をയいた教員研修を行った
ことによる効果 

 ೚村ೀ憲（京ੂ教育ऻ学௓属ਜ਼山小学校・関西ऻ学ऻ学院），黒上晴஽（関西ऻ学総合情ష学௚） 

D1-2 ઋಾでの学級મ SNSで生じた現象から考察する児઄にஒവな SNSに関するリテラ
シー 

 山口ᒬ希（ీ送ऻ学），ঘ川一史（ీ送ऻ学） 

D1-3 「情ష活യ૧උのढ系ணඟ」に基づいた情ష活യ૧උのチェックリストの開ଷ 

 村上ഁ਻（ਗ਼京学芸ऻ学），೮ᎆଘ孝（埼玉県児玉郡ஆൠা൥松久小学校），高橋純（ਗ਼京学芸ऻ学） 

D1-4 専೧教育における BYOD化された情షリテラシー教育およびେਬ授業੿૊の試み：
観光教育での実践ඟ 

 ঘ串孝志（ො歌山ऻ学観光学௚），ऻ井ਲかおり（ො歌山ऻ学ऻ学院観光学研究科ଘ士後期課ਈ） 

 

 

【E1】 一ൢڂݜᶙ−5 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9602گ  ࣪

司会： 高橋暁子（ઍ੕ऻ学） 

E1-1 ऻ学୏上級 ID専೧家ഺ成講座の設計のための授業コンサルテーションの試行 

 高橋暁子（ઍ੕ऻ学），এ岡઒永（ೀ石工業高੧専೧学校），市川尚（岩手県൥ऻ学）， 

 根౾淳子（ೀ治学院ऻ学），ට೚克ೀ（熊౾ऻ学） 

E1-2 ऻ学୏上級 ID専೧家ഺ成講座:授業改善支援のための質೤の開ଷ 

 এ岡઒永（ೀ石工業高੧専೧学校），高橋暁子（ઍ੕ऻ学），市川尚（岩手県൥ऻ学）， 

 根౾淳子（ೀ治学院ऻ学），ට೚克ೀ（熊౾ऻ学） 

E1-3 アクティブ・ラーニング型授業を受講した学生の学びに向かうඋを促進するവ因 

 科ᐣ（関西ऻ学ऻ学院），久డਲ賢一（関西ऻ学） 

E1-4 自ൣਘ学習を支援するपੇの育成の試み ™ த価ਘ思考をढ験する FDワークショップ
による事ඟ ™ 

 高ඏഅஆ（サイバーऻ学） 
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【F1】 一ൢڂݜᶙ−6 11݆2ೖ（ౖ） 13:30〜15:30 9601گ  ࣪

司会： 佐੯幸江（金ै星ඃऻ学） 

F1-1 小学校国語科学習者യデジタル教科書を活യした授業モデル開ଷのための基礎ৄ査
研究  

 佐੯幸江（金ै星ඃऻ学），ঘ川一史（ీ送ऻ学） 

F1-2 ঘ学校ઇઍにおけるシンキングツールの効果検証 ⒊モラルジレンマ教材による
事ඟ研究⒊ 

 出ਲ貴ऻ（関西ऻ学），黒上晴஽（関西ऻ学） 

F1-3 児઄が思考ツールから成果௮を作成する際の操作と思考の௰析 

 অਲৎ仁（関西ऻ学），೚村ೀ憲（関西ऻ学），黒上晴஽（関西ऻ学） 

F1-4 小学校高学૙をत象とした୞組制作支援教材の検ੰ 

 浅೮ഹબ（೜ଜऻ学），西஀ਣബ（೜ଜऻ学） 

 

  

 
 

【S2】 ऻ会企画2 11月2ૈ（ੈ） 15:45⒊17:00 9603教室 

 େ࣎育メディアにとってのฑ੔گ
ਾॷ者： 
 浅井ො行（京ੂ教育ऻ学） 
 ঘ川斉史（ઍ੕県ਗ਼みよしা൥足ह小学校） 
 佐੯ො紀（常ളऻ学） 
コーディネーター： 
 ඏ向ॕ（ઍ੕௼൛ऻ学） 

 
 

懇親会 11月2ૈ（ੈ） 17:30⒊19:00 学生食੾2階 
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䠷Day2䠹 11月 3日（日䠅 
 
 

課ୌڂݜプログラム 11݆3ೖ（ೖ） 9:30〜11:30 

 

【K1】 課ा研究 1 11月 3ૈ（ૈ） 9:30⒊11:30 9702教室 
 「のセルフスタディࢥگ」
コーディネーター： ढ़ঢ়光ਣ（信州ऻ学）・೚村ೀ憲（京ੂ教育ऻ学௓属ਜ਼山小学校） 

K1-1 Tello EDUを活യしたプログラミング教育の実践 

 寺岡ഓ城（౏ঘ市൥千成小学校），浅井ො行（京ੂ教育ऻ学ऻ学院），吉ਲ公衛（深空株式会社） 

K1-2 メディアのએষや効果を१る小学校の授業実践 

 డ科一生（京ੂ教育ऻ学ऻ学院඼合教職実践研究科），浅井ො行（京ੂ教育ऻ学ऻ学院） 

K1-3 TEMをଈ介としたঘ国人教師のセルフスタディ 

 ঵暁紅（関西ऻ学ऻ学院），久డਲ賢一（関西ऻ学），൙克ਗ਼（華઺師ୗऻ学） 

 

【K2】 課ा研究 2 11月 3ૈ（ૈ） 9:30⒊11:30 9701教室 
「メディア・リテラシーگ育におけるگ育メディアの可೵੓」 

コーディネーター： 宇治橋ഒૡ（NHKీ送௼化研究所）・ঘ橋ഘ（௖蔵ऻ学） 

K2-1 メディア・リテラシー教育の実践における教育メディアの活യに関する考察 

 佐੯ො紀（常ളऻ学教育学௚），手ঢ়ො佳બ（常ളऻ学教育学௚），౻ਲ൲೩（ਗ਼౮ऻ学） 

K2-2 児઄の時制൛解のଷॕ 「ドラゴンボール」における時制ண現のక化 

 村೮井均（いわき७期ऻ学） 

K2-3 メディア・リテラシー教育യ୞組の個ఐ視ীをড়じてメディアのありుについて
考える教育実践研究 

 ঘ橋ഘ（௖蔵ऻ学），宮ᮀ誠（川崎市൥ி士見ऺ小学校），古ਲ尚ಝ（NHKエデュケーショナル） 
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【K3】 課ा研究 3 11月 3ૈ（ૈ） 9:30⒊11:30 9602教室 
「৚ๅ活༽೵ྙの育੔とメディアの活༽」 

コーディネーター： ঘ川一史（ీ送ऻ学）・稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ学） 

K3-1 小ঘ学校教員をत象とした情ష活യ૧උの૑ঀおよび指੿状況に関するৄ査 

 稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ学），ঘ川一史（ీ送ऻ学），佐੯幸江（金ै星ඃऻ学），前ਲ康ഓ（熊౾ऻ学）， 

 小ඏം紀（茨城ऻ学），ঘै研೩（ૈ౾教育情ష化振興会），਽ఙ浩ஆ（ૈ౾教育情ష化振興会） 

K3-2 情ష活യ૧උ育成におけるカリキュラムマネジメント手ృの検ੰ 

 後੯康志（新潟ऻ学），稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ），౏ਲ充崇（ො歌山ऻ），松౾章ह（ਗ਼౮学院ऻ）， 

 भ山ഓ（ೄ೧教育ऻ） 

K3-3 「情ష活യ૧උ」育成のための「ढ系ண・系੫ண」のৄ査௰析 

 ౏ਲ充崇（ො歌山ऻ学教職ऻ学院），稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ），後੯康志（新潟ऻ学）， 

 भ山ഓ（ೄ೧教育ऻ），松౾章ह（ਗ਼౮学院ऻ） 

K3-4 継続ਘな新௽記事の教育ൖയにおける児઄のకത 

 菊ঁ寛（ள松市൥ഘੳ小学校），佐੯幸江（金ै星ඃऻ学），ঘ川一史（ీ送ऻ学）， 

 河೮厚志（൛想科学工業株式会社） 

 

【K4】 課ा研究 4 11月 3ૈ（ૈ） 9:30⒊11:30 9601教室 
「୵ڂにおけるメディア活༽」 

コーディネーター： 岸ಃ貴子（ೀ治ऻ学）・三ॄ貴久子（ਗ਼京学芸ऻ学） 

K4-1 「ଈ介された行為」としての१求：ऻ学生の協੻ਘな PBLを支える環境デザイン 

 久డਲ賢一（関੤ऻ学） 

K4-2 インプロを経験した教師の総合ਘな学習の時間におけるೲ割のకത 

 三ॄ貴久子（ਗ਼京学芸ऻ学），岸ಃ貴子（ೀ治ऻ学） 

K4-3 “BYOD環境”におけるメディア経験のマッピング試案 －ঘ学校「१究」カリキュラム
のアセスメントをもとにして－ 

 山口好ො（౮海ઇ教育ऻ学଩館校），ଜ川ू（౮海ઇ教育ऻ学௓属଩館ঘ学校）， 

 郡司ৎ孝（౮海ઇ教育ऻ学௓属଩館ঘ学校） 

K4-4 Citizen self-awareness assessment in elementary schools of Japan and 
Costa Rica: Through story-based educational media 

 Mena Araya AarÕn Elí （Tsukuba University Graduate School） 

 

  

�



ঝ食 11月3ૈ（ૈ） 11:30⒊12:30 

 
 

一ൢڂݜプログラム 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 

 
 

【B2】 一ൢڂݜᶚ−2 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 9703گ  ࣪

司会： 岸ಃ貴子（ೀ治ऻ学） 

B2-1 ൭学生のキャリア教育支援としてのオンライン上での共੽実践 

 岸ಃ貴子（ೀ治ऻ学），௥ਲ樹生（ೀ治ऻ学） 

B2-2 英語プレゼンテーション੼画視ী時のૈ౾人英語学習者のট視ਮ解析 

 ੍೮ஆ晴（九州ऻ学），ᬕ੯剛史（九州工業ऻ学），山下അ子（芝浦工業ऻ学），横森ऻ఩（九州ऻ学） 

B2-3 フィリピン૪村௚の学習困ઽ児のための ICT活യ状況 

 ੯岡઒司（ૈ౾௥祉ऻ学） 

B2-4 多௼化共生教育の研究੼向とメディア活യの可૧性 

 海ઇూஆ（関西ऻ学ऻ学院），久డਲ賢一（関西ऻ学） 

 

 

【C2】 一ൢڂݜᶚ−3 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 9702گ  ࣪

司会： 西८ൣ子（畿央ऻ学） 

C2-1 ICTを活യする෕次産業と食育に関する実践 ⒊ઍ੕県ୌ೮郡上ୌা൥高志小学校を
事ඟとして⒊ 

 西८ൣ子（畿央ऻ学），௖ਲཧ宏（高志小学校），ऻ関興治（ブエナピンタ株式会社） 

C2-2 情ష系試験の合格を指向する௼系ऻ学生の学習意ഽのక化 

 ঘ੕ਇ志（城西ऻ学），栗ਲるみ子（城西ऻ学） 

C2-3 SAMRモデルの「క換」ॼ階を೜指した算数の授業デザイン 

 古౾温久（関西ऻ学初੧௚），黒上晴஽（関西ऻ学） 

 

��



 

【D2】 一ൢڂݜᶚ−4 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 9701گ  ࣪

司会： 前ਲ康ഓ（熊౾ऻ学） 

D2-1 情ష活യ૧උの向上を図るコアカリキュラムの開ଷ II 

 前ਲ康ഓ（熊౾ऻ学），ਲঘ康ః（(株)NEL&M） 

D2-2 小学校におけるプログラミング教育推進の実पについての考察 

 ढ़౾康（亀山市൥ঝ生小学校），ঘ村௖弘（બඅ教育ऻ学） 

D2-3 協੻プログラミングテーブルにおけるプログラミング言語の検ੰ 

 青೚浩幸（国際基ઐ教ऻ学） 

D2-4 「RISOよみとき新௽ワークシート」に準拠した「書くこと」の指੿事ඟの効果 

 細川ੂ司恵（金ै星ඃऻ学） 

 

 

【E2】 一ൢڂݜᶚ−5 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 9602گ  ࣪

司会： 市川尚（岩手県൥ऻ学） 

E2-1 チェックリストを活യした教材企画書の相互த価උを診ॹするシステムの開ଷ 

 市川尚（岩手県൥ऻ学），高橋暁子（ઍ੕ऻ学），এ岡઒永（ೀ石工業高੧専೧学校）， 

 根౾淳子（ೀ治学院ऻ学），ට೚克ೀ（熊౾ऻ学） 

E2-2 過疎ঁ域の行政におけるऻ学生の教育活੼の受け૊れവ因の検ੰ 

 ঘ川恭఩（関西ऻ学），山口ஆ緒ൠ（関西ऻ学），黒上晴஽（関西ऻ学） 

E2-3 海外支援活੼における三ऻ学඼携のための全ਥ球映像活യ 

 阿௚ഞऻ（ૈ౾௥祉ऻ学），佐੯慎一（ૈ౾௥祉ऻ学） 

 

��



 

【F2】 一ൢڂݜᶚ−6 11݆3ೖ（ೖ） 12:30〜14:30 9601گ  ࣪

司会： 山ਲ雅ૡ（星ኁऻ学ऻ学院） 

F2-1 高校డ健授業における協ৄ学習とインクルーシブなத価の実践 

 山ਲ雅ૡ（星ኁऻ学ऻ学院），ऻ見学（星ኁऻ学ऻ学院） 

F2-2 KWLチャートを書くことによる課ा解決の計画に及ぼす影響 

 垣෠健吾（関西ऻ学），黒上晴஽（関西ऻ学） 

F2-3 シンキングツールの組み合わせパターンの開ଷ ⒊シンキングツールをയいた
授業デザインの௰析⒊ 

 ढ़口生ద（関西ऻ学），黒上晴஽（関西ऻ学） 

F2-4 ICTを活യしたॣ元学習の実践とத価 

 植ਲ恭子（ੂ൭௼科ऻ学） 

 

  

 
 

【S3】 ऻ会企画3 11月3ૈ（ૈ） 15:00⒊16:30 9603教室 

৿たなメディアがつくるྫ࿪࣎େの学ߏ・ஏ域・ช化 
ਾॷ者： 
 山મ雅ଘ（愛஘県西条市൥神戸小学校） 
 ള山તஆ（座間市൥図書館） 
 宇治橋ഒૡ（NHKీ送௼化研究所） 
コーディネーター： 
 稲垣ছ（ਗ਼౮学院ऻ学） 
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大会企画 
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Transition of media education practice in the Heisei era 

�Z� lÁ  

Kazuyuki ASAI 
\Ò�¾ruruÕÐk�½vÌ¨®¬  

The United Graduate School of Professional Teacher Education at Kyoto University of Education 
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2000 年代の教育䝯䝕ィアを活用した授業実践 
Teaching Practice Using Educational Media from the 2000s 

中川 斉史  
Hitoshi NAKAGAWA 
東みよし町立㊊代小学校  
Ashiro-es,Pref.tokushima 

 
１．高速インターネットへの道 

2000 年代になると学校現場に急㏿に㧗㏿インタ
ーネットが普及しはじめる㸬ISDNを利用した回線
から ADSL 回線でのインターネット接続へと変わ
り㸪後半では光回線へと変化していった㸬 
特に㸪ISDN全盛期から㸪ADSLへの変㑄の㛫に
は㸪旧㒑政省・旧文㒊省による「先㐍的教⫱用ネッ

トワークモデル地域事業」㸦学校インターネット事

業㸧が大つ模に実施された㸬全国の小中㧗合わせて

1070 校が巨大イントラネットで結ばれ㸪様々な㧗
㏿インターネット回線での接続がヨされた㸬 
インターネットが㧗㏿化したことで㸪TV 会㆟シ
ステムを使った全国つ模の交流や㸪各地をつなぐ画

像掲示板などによる授業が増えた㸬さらに㸪地域の

特徴を活かしながら㸪全国とのつながりを意㆑した

授業展㛤が多くなされた㸬 
また地デジ対応などのため㸪文科省(2009)による
「スクール・ニューディール」構想が実施され㸪各

教室の大型提示⿦置や㸪実物投影機㸪PC などが一
気に整備され㸪多くの⮬治体ではそれらにより㈇担

なく機器の整備を㐍めていった㸬 
 
２．PC室での活用 

 この時代の PC教室では㸪1クラスの全ての児童
生徒数の台数が整備されるようになる㸦おおよそ 40
台㸧㸬多くの学校では当初㸪Windows98㸪ME㸪
2000,Xpとめまぐるしく変わるOSのバージョンの
㐪いによるソフトやドライバの変更の手㛫や㸪PC
の不具合による再インストールなど㸪各校の情報担

当教員の㈇担が大きく㸪それらを支援する〇品とし

て㸪一斉画㠃㌿㏦㸪操作ロック㸪環境復元㸪ファイ

ル㓄布など㸪PC 室で教師を支援するための管理ソ
フトが必㡲となった時代である㸬 
 また㸪不具合のゎ消㸪多くの台数へのインストー

ルの手㛫を少なくするため㸪シンクライアントによ

る整備を積極的に導入していった地域もある㸬 
 

３．教室での活用 

普㏻教室にもインターネット接続できる授業用

PC が普及しはじめたが㸪当時の PC は安定性に欠
け㸪インターネットを利用したコンテンツも十分で

はなかった㸬さらに㸪全ての教員が⮬信を持って PC
を操作することが少し㧗いハードとなっているこ

とから㸪教師の手元をそのまま映す実物投影機が先

に普及し始めた㸬そして㸪それらを投影するための

プロジェクタのタ置などが増えてきた㸬 
児童生徒の持っている教科書や学⩦㐨具と同じ

ものを実物投影機で映し㸪ゝ ⴥによるㄝ明や指示を

少なくし㸪授業に㞟中できるようにするなどの理由

から㸪教師の手元を大きく映す方法が定石になって

いった㸬 
ただし㸪公的予算で整備されるのは 2000年代後
半となり㸪前半の時期には教師個人が㉎入して㸪⮬

分の教室で利用するケースがまだまだ多かった㸬 
 
㸲．草の根研究の黄金期 

総合的な学⩦の時㛫の新タと相まって㸪メディア

活用やインターネット活用に㛵する実㊶研究が㸪各

学校現場で積極的に⾜われたのもこの年代である㸬

民㛫企業と大学の研究⪅㸪そして小中学校の教員が㸪

同じステージで実㊶研究を㐍めるといったスタイ

ルの研修が各地で㛤催されるようになった㸬 
それと同時に㸪全国での教員㛫の交流が増加し㸪

情報教⫱に㛵する実㊶の仲㛫が相当数増えていっ

た時期である㸬 
 また㸪企業がこれらの研修会に積極的に参加し㸪

よりよい〇品づくりへ活かすモデルも普及した㸬学

校現場と企業の㊥㞳が相当縮まったのもこの時期

である㸬 
参考文献 

㸦1㸧 文㒊科学省(2009)㸪「スクール・ニューディ
ール」構想㛵係 平成 21年度⿵正予算の概せ㸪
http://www.mext.go.jp/a_menu/shisetu/newd
eal/ seido/1279523.htm(2019-10-06参照㸧 
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2010 年代の教育䝯䝕ィアを活用した授業実践 
Teaching Practice Using Educational Media from the 2010s 

佐⸨ 和⣖  
Kazunori SATO 

常ⴥ大学 教⫱学㒊 初➼教⫱ㄢ⛬  
Department of Elementary Education, Faculty of Education, Tokoha University  

 
㸯㸬2010年代のᩍ⫱メディア 

2010 年代になると㟁子㯮板の普及が始まる㸬ま

た㸪教⫱メディアの新たな潮流としてタブレット➃

末㸪デジタル教⛉書㸪そして㸪メディアを使った学

⩦の仕⤌みとしての反㌿授業を挙げられる㸦宇治橋

2015㸧㸬本✏では㸪2010 年代のとりわけⴭ⪅が特に

取り⤌んできたタブレット➃末を活用した授業実

㊶に中心に♧す㸬 
 
㸰㸬2010年代のタブレット➃ᮎのά⏝ 

 タブレット➃末は一斉学⩦で利用されることも

あるが個別学⩦での利用も多い㸬理⛉や♫会でお互

いの⪃えを提♧しあったり㸪体⫱や㡢楽などの実技

教⛉では㸪その場で撮影した映像を再生して振り㏉

りをしたり㸦佐⸨ほか 2016㸧㸪グループでの映像作

品づくり㸦佐⸨・中橋 2014㸧をしたりなど㸪協働

的な学⩦㸦佐⸨ほか 2016㸧にも活用されている㸬

Wi-Fi 環境があれば㸪㟁子㯮板➼に各⮬の画像を㌿

㏦したり㸪クラウドに保存されたデータを参照した

りできる㸬3D㸦Shitaba, et al 2017㸧やドローン㸦岡

田ほか 2015㸧㸪AR や VR㸦瀬戸崎・佐⸨ 2017㸧な

どの新しいテクノロジーを活用した事例もある㸬 
 
㸱㸬今後の展ᮃ 

文㒊⛉学省㸦2019㸧によれば㸪タブレット➃末の

整備状況は⣙ 5.4 人に 1 台となっている㸬新潟大学

教⫱学㒊㝃属新潟小学校や武ⶶ㔝大学㝃属千代田

㧗➼学㝔などではBYOD㸦Bring Your Own Device㸧
が実施されている㸬こうしたタブレット➃末を活用

した学⩦には保ㆤ⪅への十分なㄝ明㸦佐⸨ほか

2016㸧や㸪健康㠃への指導や㓄慮も必せとなる㸦柴

田ほか 2019㸧㸬 
 

参⪃ᩥ⊩ 

㸦1㸧 文㒊⛉学省㸦2019㸧平成 30 年度学校におけ

る教⫱の情報化の実態➼に㛵するㄪ査⤖果 
㸦2㸧 佐⸨和⣖㸪深ぢ友⣖子㸪㰻⸨玲㸪森㇂直⨾㸪

堀田㱟也㸦2016㸧小学校㧗学年におけるリ

コーダーの演奏技⬟向上を目指した完全⩦

得型反㌿学⩦とホ価㸬教⫱システム情報学

会ㄅ㸪33㸦4㸧㸸181-186 
㸦3㸧 佐⸨和⣖㸪板垣⩧大㸪㰻⸨玲㸪堀田㱟也㸦2016㸧

保ㆤ⪅のタブレット➃末活用の授業に対す

るイメージと授業体㦂による意㆑の変容㸬

デジタル教⛉書学会 2016 年次大会㸸57-58 
㸦4㸧 佐⸨和⣖㸪久保田善彦㸪⯚生日出男㸪㕥木栄

幸㸦2014㸧CSCL を活用した協働学⩦にお

ける批判的思⪃力⫱成場㠃の検ウ㸬日本⛉

学教⫱学会➨ 38 回年会ㄽ文㞟㸦38㸧㸸391-
392 

㸦5㸧 佐⸨和⣖㸪中橋㞝㸦2014㸧動画共有サイト

への作品公㛤に㛵する㆟ㄽの学⩦効果㸸映

像制作実㊶で⫱まれるメディア・リテラシ

ー㸬教⫱メディア◊✲㸪21㸦1㸧㸸1-10 
㸦6㸧 Takashi SHIBATA, Kazunori SATO, 

Ryohei IKEJIRI 㸦 2017 㸧 Generating 
Questions for Inquiry-based Learning of 
History in Elementary Schools by Using 
Stereoscopic 3D Images 㸬 IEICE 
Transactions on Electronics㸪E100.C㸸1012
−1020 

㸦7㸧 柴田㝯史㸪佐⸨和⣖㸪堀田㱟也㸦2019㸧教

室でのタブレット➃末利用におけるㄢ㢟と

児❺の疲労に㛵するㄪ査㸬人㛫工学㸪印刷中 
㸦8㸧 瀬戸崎典夫㸪佐⸨和⣖㸦2017㸧平和教⫱実

㊶における全天球パノラマ VR 教材の効果

的な活用に㛵する検ウ㸬教⫱メディア◊✲㸪

23㸦2㸧㸸15-24 
㸦9㸧 岡田江奈実㸪佐⸨和⣖㸪今㔝㈗之㸦2015㸧

ドローンを活用した方位を理ゎするための

教材㛤発とホ価㸬全日本教⫱工学◊✲協㆟

会➨ 41 回全国大会ㄽ文㞟 㸸80-81 
㸦10㸧 宇治橋♸之㸦2015㸧多様化する教⫱メディ

アの現状㸬放㏦メディア◊✲㸪12 多様化す

る子どもの学⩦環境と教⫱メディア 
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令和時代の学びの䝇䝍イ䝹 

 
山内 㞞博  

愛媛県す条市立神戸小学校  
 

本シンポジウムでは、愛媛県す条市のICT環境整備と本市が取り⤌んだ㸰つの国の事
業について発⾲する。㸯つ目は、平成27年度から29年度に取り⤌んだ文㒊科学省委ク事
業「人口減少社会におけるICTの活用による教⫱の㉁の⥔持向上に係る実ド事業」にお
ける㐲㝸合同授業㸦以下、㐲㝸合同授業㸧について発⾲する。㸰つ目は、平成28年度か
ら令和元年度末まで取り⤌んでいる⥲務省「スマートスクール・プラットフォーム実ド

事業」及び文㒊科学省「次世代学校支援モデル事業」㸦以下、スマートスクール㸧につ

いて発⾲する。国の先㐍的事業に挑戦した本市のICT環境整備とICT教⫱についての取
⤌をもとに、令和時代の学校教⫱について提案する。 

キーワード㸸  ICT 環境整備、㐲㝸合同授業、実ド事業、小学校、スマートスクール  
 

㸯㸬ICT⎔境整備 

本市では、平成 22 年度に発㊊した情報化推㐍委
員会を核として、教⫱の情報化に取り⤌んできた。

平成 28年度からは市小・中学校 35校すべての普㏻
教室と特別教室に㟁子㯮板とデジタル教科書を導

入するとともに、ICT支援員を㓄⨨し、月 2〜8回
の巡回支援を⾜った。このように「人、もの、こと」

のバランスを⪃えた ICT 環境の整備を㐍めること
で、教⫱の情報化を推㐍してきた。 
また、日本教⫱工学協会の情報化ㄆ定制度を積極

的に活用している。平成 29 年度には市内全小中学
校が「学校情報化優Ⰻ校」、平成 30年度には本市が
「学校情報化先㐍地」のㄆ定を受けた。このように、

ICT環境整備だけでなく、本当に学校現場で有効活
用できる整備を目指し取り⤌んできた。 

 

㸰㸬㐲㝸合同授業 

本事業では、Web会㆟システムを活用して、⮫場
感あるバーチャルクラスルームを構築し、学校の壁

を㉸えた㐲㝸合同授業に取り⤌んだ。す条市モデル

として、「学びの⮫場感」「授業の㉁」「教師の成㛗」

を三本柱として、日常的な活用を⾜い、年㛫 100時
㛫程度の実㊶を⾜っている。 
 「⧅がり」をテーマに⾜われた本事業では、教師・

子どもともに、他⪅と協働して取り⤌む力が向上し

た。また、「授業デザインシート」や「21世紀型ス
キル⫱成の手引」などを活用することで、授業の㉁

の向上に取り⤌み、授業改善が㐍んだ。 
㸰人で㸯つの授業を創り上げることによって、ⱝ

手はベテランに学び、ベテランはⱝ手のアイディア

に刺激を受け、教師力の向上につながっている。 
ㄢ㢟は、授業スタイルの㐪い、㐍度の⤫一、打ち

合わせなど、教師の㈇担感が大きいことであった。 
 

㸱㸬スマートスクール 

本事業は、児童生徒の学⩦グ㘓データを有効に㐃

携させ、カルテに可ど化することで、学⩦指導・生

徒指導等の㉁の向上や学⣭・学校㐠営の改善を目的

とした実ド事業である。これまで、教員が⮬分の⤒

㦂と勘をもとに教⫱活動を⾜っていたが、データの

⿬付けを⵳積することで、児童生徒の様々な特性に

応じて最㐺化かつ再現性のある教⫱活動をできる

ようになる事業でもある。 
本市では、特にカルテを活用した授業改善を中心

に本事業に取り⤌んでいる。カルテを活用した授業

実㊶では、データに基づいた児童生徒の実態把握と

付けたい力を意㆑した教⫱実㊶が増えてきた。 
ㄢ㢟は、既存の学校文化の中での取り⤌みであり、

事業の目的や効果が実感できにくいところである。

実ド期㛫が㸱年と短く、やっと㌶㐨に乗りかけたと

ころであり、スタンダードまでには⮳っていない。 
カルテに一元化されたデータをもとに、教員のぢ

取りを加えて指導・支援していくことは、個別最㐺

化が求められるこれからの学校教⫱に効果的であ

る。そして、データに基づいた指導・支援は、教員

の指導力を磨くものであると確信している。 
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公共図書㤋におけるど⫈ぬメディアの現状とㄢ㢟 
 

葉山㸦三村㸧敦美 

座㛫市立図書㤋 

 

ຌシンポジウムでは、公共ਦ書館での৿しいメディアへのଲ応য়況，ਫ਼涯学習における৿しいメ
ディアの活༽のགྷ件，また従པから使っている16ｍｍフィルムのようなアナログでレトロな視௎覚メ
ディアの意外な活༽事ྭなどをๅ告する。 

 

キーワード：  公共ਦ書館、ਫ਼涯学習、ు子書੸、アナログメディア 
 

㸯㸬新しいメディアへの対応 

 4K/8K 放㏦、動画㓄信サービスの充実、

AR/VR//MRコンテンツ、第 5世代の無線㏻信㸦5G)

など㸪新しい技術が次々と㛤発され㸪3Dプリンタ

ーなども一㒊の学校などで活用されている。 

 VR を使ったバーチャル図書㤋なども実㦂され

ているが㸪公共図書㤋においては㸪このような新

しい技術がどのように取り入れられていくかと

考えると㸪イノベータ理ㄽでいうと㸪少数の「前

期㏣㝶者」の㤋があり㸪多くは「後期㏣㝶者」と

しての㤋があるという状況である。これは㸪新つ

事業が予算上ㄆめられにくいということ㸪実施ィ

画に盛り㎸まないと予算獲得が㞴しいこと㸪職員

の意㆑が先端㒊分に必ずしも向いていないこと㸪

そもそもどのような図書㤋㐠営をしていくのか

という図書㤋のサービスィ画が策定されていな

いこと㸪などが要因として挙げられる。 

 

㸰㸬生涯学習とメディア 

 例えば㟁子書籍を例にとってみると㸪導入㤋は

全国で 89㤋に留まっている㸦2019年 7月 1日現

在。㟁子出版制作・流㏻協㆟会の HPより。㸧。全国

には 3,000以上の公共図書㤋があるので㸪数パー

セントの普及率でしかない。また㸪導入㤋の利用

実績を聞いたところによると㸪あまり利用されて

いない場合が多いように感じる。 

 生涯学習のメディアの活用については㸪1992年

の「新しい教育メディアを活用したど聴ぬ教育の

展㛤について㸦報告㸧」から㸪一㒊を㝖きあまり㐍

んでいないように思われる。生涯学習分㔝におい

て㸪新しいど聴ぬメディアがどのように活用でき

るのかは㸪今後のㄢ㢟といえよう。 

 

㸱㸬古いメディアのぢ直し 

 映像用のメディア媒体としては㸪16㹫㹫フィル

ム㸪レーザーディスク㸦LD㸧㸪DVDディスク㸪ブル

ーレイディスクなどがある。現在公共図書㤋では㸪

著作権の㛵係もあり DVDディスク㸪ブルーレイデ

ィスクが主流となっている。 

㏫に LDは㸪DVDが一般的になるまでの約 10年

㛫において㸪主にアニメ作品を見るためにかなり

普及し㸪公共図書㤋でも大㔞に㉎入するところも

あったが㸪DVDが一般的になる 1990年代になると

一気に衰㏥し㸪2007 年 3 月、市場衰㏥により LD

プレイヤーが製㐀中止となり㸪その役割を終えた。

これは㸪導入した公共図書㤋にとっては㈇の㑇産

となり㸪取り扱いに苦慮している。 

一方で㸪古い媒体である 16㹫㹫フィルムについ

ても㸪コンテンツの激減㸪映写機の製㐀の縮小な

どがありこのまま消えていくかと思われたが㸪機

器を含め徹底的にアナログであることが学校や

老人施タなどで意外と受けている。インターネッ

トやブルーレイでのど聴がデフォルトとなって

いる中で㸪小学生などにとっては㠀日常であり㸪

㧗㱋者にとってはかつての日常を思い出すとい

う㒊分で受け入れられていると思われる。㧗㱋者

にとっては㸪回想法のひとつとなりえてるのかも

しれない。 

今後メディアは最新を目指し㸪その活用が㆟ㄽ

されるだろうが㸪16㹫㹫フィルムのようなレトロ

でアナログなものでも㸪別のほ点から見ると使い

ようによっては価値があるとゝえるだろう。 

��

��



新たなメディアがつくる令和時代の学校・地域・文化 

㹼「放㏦・映像コンテンツの㐍化と展望」のほ点から㹼 
 

宇治橋 祐之 

NHK 放㏦文化研究所 

 

4K/8K 放㏦㸪動画㓄信サービスの充実㸪AR/VR/MR コンテンツ㸪第 5 世代の無線㏻信㸦5G)によ

り㸪映像メディア・コンテンツのあり方は大きく変わりつつある。こうしたメディアの変化が学

校教育㸪生涯学習㸪教育コンテンツにもたらす新たな可能性や㸪留意すべきリスクにはどんなも

のがあるのか。本稿では「放㏦・映像コンテンツの㐍化と展望」の観点から㸪ウェブサイト「NHK 

for School」とアプリ「NHK キッズ」㸪8K ㉸㧗精細映像の教育効果㸪AR/VR コンテンツの教育利

用の可能性の 3 点について報告する。  

キーワード㸸NHK for School,NHK キッズ,8K㸪㉸㧗精細映像,AR,VR 

 

1㸬 はじめに 

4K/8K 放㏦㸪動画㓄信サービスの充実㸪

AR/VR/MR コンテンツ㸪第 5 世代の無線㏻信

㸦5G)により㸪映像メディア・コンテンツのあ

り方は大きく変わりつつある。こうしたメデ

ィアの変化はこれまでも学校教育㸪生涯学習㸪

教育コンテンツに新たな可能性をもたらすと

ともに留意すべきリスクも指摘されてきた。  

本稿では NHK のウェブサイトとアプリ㸪8K

放㏦㸪AR/VR コンテンツの 3 点から「放㏦・

映像コンテンツの㐍化と展望」を考える。 

2. ウェブサイト「NHK for School」と 

アプリ「NHK キッズ」 

2001 年の「NHK デジタル教材」から続く NHK

学校放㏦番組のウェブサイト「 NHK for 

School」は㸪番組やクリップ動画の公㛤㸪ク

イズやゲームなどの双方向教材の提供をして

きた。㏆年は㸪昆虫の体を 360 度自由に回㌿

させたり㸪拡大して㟁子㢧微㙾画像を見せた

りできる「ものすごい図㚷」㸪学習㡯目のつな

がりを構㐀化・可視化する「りかまっぷ」㸪そ

して動画の視聴履歴を整理して共有できる

「プレイリスト」などの機能を加えている。 

また主に 3 歳から 7 歳の子どもと保育者・

保護者を対象とするアプリ「NHK キッズ」で

も子どもの視聴履歴を親が把握できるように

している。一方で視聴履歴データの扱いにつ

いては課㢟がある。 

3. 8K ㉸㧗⢭⣽映像の教⫱効果 

2018 年 12 月 1 日から㸪BS で本格的に放㏦

が始まった 4K・8K のスーパーハイビジョン放

㏦は㸪現行の 2K 放㏦のそれぞれ 4 倍㸪16 倍

となる㉸㧗精細の映像である。 

2019 年度時点では㸪定時の教育番組は放㏦

されていないが㸪2017 年 6 月に滋賀県草津市

の小中学校で『8K で体㦂㸟牧㔝植物ふしぎ図

㚷』などを視聴する特別授業が行われた。子

供の反応観察や視聴後の「植物観察カード」

などの学習記㘓から㸪㬆㛛教育大学の藤村裕

一准教授が効果測定を行った結果㸪興味・㛵

心の㧗まりと㸪中学生では観察力と表現力が

育つ可能性が示唆された。一方で 8K 放㏦を受

信する機器が学校に普及するかは課㢟である。 

4. AR/VR コンテンツの教⫱利⏝の可⬟性 

NHK ではニュースやスポーツを中心に㸪ウ

ェブサイト NHK VR/AR を公㛤しており㸪AR で

CG の恐竜を見ることなどができる。また NHK

エデュケーショナルでは VR 教材「米作り」や

「星の日周㐠動」を制作している。こうした

教材の教育効果が期待される一方㸪機材の整

備や画㠃㓉いへの対応などの課㢟がある。 

 

参 ⪃ 文 献 

宇治橋祐之㸦2017㸧㉸㧗精細映像の教育利用

の可能性,『放㏦研究と調査』 (NHK 出

版)2017 年 8 月号
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Awareness and Attitudes of Elementary School Teachers 
towards Manga as reading material in a classroom setting 
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岩波映⏬䛄⛉学教⫱映⏬体⣔䛅䛾思想 

The Thought of Iwanami Movie Series “Science Education Movie System” 
 

吉岡 ᭷文 
Arifumi YOSHIOKA 

❧ṇ大学 
Rissho University 

 
せ⣙㸸教⫱における映像メディアのありᵝとあり方を⪃えるとき、教⫱映⏬のⓎ展と教

授ほのṔ史を᳨ウすることは㔜せである。そこで、ᮏ◊✲では、岩Ἴ⛉学教⫱映⏬シリ

ーズの一つである『⛉学教⫱映⏬体⣔』の〇作の⤒⦋と、思想ⓗ⫼景を㏙べることを┠

ⓗとした。『⛉学教⫱映⏬体⣔』を〇作した「⛉学映⏬室」のメンバーに╔┠し、岩Ἴ⛉

学教⫱映⏬の〇作⪅たちの⚾家∧のⴭ作、㞧ㄅグ事などの文⊩ㄪᰝ、ᮏ人へのインタビ

ューになどにより、岩Ἴ映⏬『⛉学教⫱映⏬体⣔』は、それ以前の⛉学教⫱映⏬とは␗

なり、仮ㄝ実㦂授ᴗという⛉学教⫱の授ᴗ⌮ㄽをもとに映像〇作のスタッフ、⛉学⪅、

実㦂の専㛛家たちが協働した⛉学教⫱映⏬であることを㏙べた。 

キーワード㸸  ⛉学教⫱映⏬体⣔、岩Ἴ⛉学教⫱映⏬、⛉学映像メディア、⌮⛉教⫱映⏬ 
 

㸯㸬研究の⫼景 

教⫱映⏬は、スクリーンからテレビの学ᰯ放㏦␒

⤌へ、VTR、CD・DVD・ブルーレイ、パソコン上
の映像ファイル、学ᰯ放㏦␒⤌の映像の全体あるい

は一㒊㸦断∦㸧を抜き出した web 上のコンテンツ
㸦「クリップ」㸧㞟、そして、「デジタル教⛉書」の

動⏬へと⛣りつつある。教⫱における映像メディア

のありᵝとあり方を⪃えるとき、教⫱映⏬のⓎ展と

教授ほのṔ史を᳨ウすることは㔜せである。 
 
㸰㸬研究の目的 

日ᮏの⛉学教⫱映⏬㸦⌮⛉教ᮦ映⏬を含む。㸧は、

1940 年代になると、十字屋映⏬㒊なども他の映⏬
〇作会♫と共に、日ᮏ映⏬♫㸦日映㸧文化映⏬㒊に

⤫合され、1950 年代になると、またいくつかの映
⏬会♫に分かれた。1948㸦昭和 23㸧年、北ᾏ㐨大
学教授、中㇂宇吉㑻は、吉㔝㤾἞らの日映側のスタ

ッフらと中㇂◊✲室プロダクションをタ❧した。こ

れが岩Ἴ映⏬〇作所の前㌟である。1950㸦昭和 25㸧
年、岩Ἴ映⏬〇作所㸦以下、岩Ἴ映⏬と␎⛠㸧が営

ᴗ㛤始した。➨一作は、『凸レンズ』であり、実㝿

の光⥺を使い、レンズの働きをぢせた。 
その後、岩Ἴ映⏬は、1950 年代後半の⛉学教⫱
の⌧代化㐠動とも㛵係しながら、さまざまな⯆味῝

い⛉学教⫱映⏬を〇作した。ここでは、岩Ἴ映⏬が

〇作した、⛉学㛵する一⯡向けの映⏬、あるいは、

教師が授ᴗで使いやすい映⏬を「岩Ἴ⛉学教⫱映

⏬」と呼んでいる。 前⪅の例は、テレビ␒⤌「た
のしい⛉学」シリーズであり、後⪅の例は、16 ミ
リ映⏬『⛉学教⫱映⏬体⣔』シリーズである。 
これらの〇作における〇作⪅たちの思想ⓗ⫼景

はどのようなものだったのだろうか。ᮏ◊✲では、

岩Ἴ⛉学教⫱映⏬シリーズの一つである『⛉学教⫱

映⏬体⣔』の〇作の⤒⦋と、思想ⓗ⫼景を明らかに

することを┠ⓗとした。 
 
㸱㸬研究の方法 

ᮏ◊✲では、Ṕ史ⓗ᳨ウをするため◊✲方ἲとし

ては文⊩ㄪᰝἲを⾜った。岩Ἴ⛉学教⫱映⏬には、

すでにⲡ壁㸦1980㸧など、その実㊶がヲ⣽に㏙べら
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れたⴭ作が多数ある。ᮏ◊✲ではそれに加えて〇作

⪅たちの⚾家∧のⴭ作、㞧ㄅグ事、ᮏ人へのインタ

ビューなどにより情報を得ることにより⪃察した。 

 

㸲㸬研究の結果と⪃察 
㸦㸯㸧テレビ␒⤌『たのしい⛉学』シリーズ 

1957㸦昭和 32㸧年から 1962㸦昭和 37㸧年まで
放映されたテレビ␒⤌である。放㏦・企⏬は、日ᮏ

テレビ、企⏬・提供㸦スポンサー㸧は、八幡〇㚩㸦⌧

在、日ᮏ〇㕲㸧であった。 
➨一回 1957年 12᭶ 1日の『ᶫのしくみ』から、
最⤊回 1962年 2᭶ 30日の『もののきっかけ㸸㞷
や㟖はなぜできるか』まで放映された。〇作ᮏ数は、

239ᮏであった。各作品は、ⓑ㯮映像、映像時㛫は、
14 分である。この␒⤌の各作品は、▷い時㛫に、
テーマの内容を映像とナレーションで、単なる⌮⛉

教⛉書➼のゎㄝではなく、⏕άにおける事≀・⌧㇟

を⛉学技⾡ⓗなどⅬから徹底ⓗにゎㄝしている。 
このシリーズの〇作を㏻して、∾⾺や∦㔝‶ほか、

岩Ἴ映⏬の多くのⱝ手が⫱っていったという。 
㸦㸰㸧『⛉学教⫱映⏬体⣔』シリーズ 
 ⲡ壁㸦1980, p. 130㸧によれば、『たのしい⛉学』
が⤊わった後、1963㸦昭和 38㸧年に⮬主企⏬『岩
Ἴ⌮⛉教ᮦシリーズ』として、『振り子の㐠動』、『Ỉ

の圧力』が〇作されたが少なく、岩Ἴ映⏬では、“⛉

学もの”をいかに作るべきかについて、ᶍ⣴の時が

⥆いたという。∾⾺㸦2001㸧によれば、吉㔝㤾἞は、
∾に対して「このままでは岩Ἴ映⏬は⛉学映⏬を作

れなくなってしまう。おまえが⛉学映⏬を㉳こせ」

㸦p. 105㸧と励ましたという。このことから、「⛉学
映⏬室」がタけられ、∾は、⛉学映⏬室㛗となり、

∦㔝‶㸦₇出㒊㸧、⛉学実㦂の専㛛家らが参加した。 
1960 年代になると、国❧教⫱◊✲所のᯈ倉⪷宣
は、≉に⌧代化㐠動のPSSCの取り⤌みに感化され、
⮬ら仮ㄝ実㦂授ᴗを提唱した。一方、∾㸦1968㸧
㸦1969㸧は、以前から⛉学ⓗ▱㆑や⌧㇟の同⩏反復
ⓗなㄝ明に⤊始し、実㦂も▱㆑をよく憶えるための

手⥆きに㈘め、実体としての原子分子を取り入れな

い⌮⛉教⫱に␲問をもっていた。そこで、∾は、ᮾ

京大学の旧友、ᯈ倉⪷宣に協力を仰ぎ、1965㸦昭和
40㸧年、⛉学と常㆑との▩ᴙ対❧を、実㦂の専㛛家
たちと協働し、教室ではできない実㦂でゎỴする

『⛉学教⫱映⏬体⣔』を企⏬したのである。 
『⛉学教⫱映⏬体⣔』は、1966㸦昭和 41㸧年か
ら 1973㸦昭和 48㸧年まで、全 24作品㸦岩Ἴ映⏬
の作品⤂介をぢると全 22 ᮏ、従って 22 ᮏがṇし
い。㸧が〇作され、その内、12作品が㈹を⋓得した。 
┘修は、≀⌮が、、一文⹸⋣、が学化、ᶞ⚽川‮

⏕≀が、岡⏣せであり、企⏬・⬮ᮏの┦ㄯ役は、ᯈ

倉⪷宣、⋢⹸文一、伊⬟敬、㧗ᮌ四㑻であった。≀

⌮ⓗ内容の映⏬については、ᯈ倉が指導し、化学ⓗ

な内容の映⏬については、伊⬟、㧗ᮌ、Ṋ⸨が指導

している。≉に、ᯈ倉が担当した≀⌮ⓗな作品につ

いては、「問㢟→予想㸦仮ㄝ㸧→ウㄽ→実㦂→ゎㄝ」

のサイクルに従った仮ㄝ実㦂授ᴗの手ἲがとられ

ている。各作品は、16 ミリ映⏬、カラー映像で、
映像時㛫は、13分から 21分である。 
 
㸳㸬研究の結ㄽ 

岩Ἴ映⏬『⛉学教⫱映⏬体⣔』は、それ以前の⛉

学教⫱映⏬とは␗なり、仮ㄝ実㦂授ᴗという⛉学教

⫱の授ᴗ⌮ㄽをもとに映像〇作のスタッフ、⛉学⪅、

実㦂の専㛛家たちが協働した⛉学教⫱映⏬である。 
引用文献 
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䝣ィ䝸ピ䞁村落部における㻌ICT㻌を活用した教師の

教育方法を拡張する介入に関する実践事例研究 

A case study of the intervention using ICT for expanding 
the teachers' instructional method in rural Philippines 

山ᮏ Ⰻ太 
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ᮾ京大学

The University of Tokyo 

せ⣙㸸ᮏ✏の┠ⓗは、フィリピンᮧⴠ㒊の教師を対㇟として、ICTを⏝いて教⫱方ἲを
拡張させることを意図した介入実㊶を⾜い、それによる変化を᳨ウすることである。介

入の⌮ㄽⓗど座として、形成ⓗ介入のプロセスを参↷し2018年㸶᭶より」数回にわたっ
て教師の教⫱方ἲ拡張の支援に取り⤌んだ。その⤖ᯝ、◊✲対㇟とした㸴名の教師すべ

てがICTᶵ器をά⏝するようになり、また介入の取り⤌みで提♧した以外のᶵ器を⏝い
た実㊶へとさらにά動を拡張していたことが分かった。 

キーワード㸸ICT、実㊶事例◊✲、拡張、フィリピン、教⫱方ἲ

㸯㸬はじめに 

フィリピンでは、2012年より K-12への⛣⾜と、
新しい教⫱システムの導入を᰾とした教⫱改㠉が

㐍⾜中である㸦Reyes 2016㸧。前⪅は、かつて 10
年制㸦Elementary School㸴年、High School㸲年㸧
だった教⫱制度を、12 年制㸦Elementary School
㸴年、Junior High School㸲年、Senior High School
㸰年㸧に延㛗するもので、後⪅は、伝⤫ⓗな教授中

心の教⫱方ἲから、⤒㦂や問㢟ゎỴを伴うような学

⩦⪅の思⪃を㥑動させる教⫱ㄢ㢟をタけることを

奨励するものである㸦Department of Education 
Philippines, n.d.㸧。 
教⫱内容の充実のためには制度整備が㔜せであ

ることはゝうまでもないが、それを㐙⾜する教師に

対する具体ⓗな支援も必せになる。具体ⓗには、従

᮶の伝⤫ⓗな教⫱方ἲから新しい教⫱方ἲへの変

化を容易にしたり、助けたりする支援がồめられる。

しかし、⩏務教⫱ㄢ⛬の延㛗によって増加する

Senior High School ⏕徒のための教室☜保や教⫱
ㄢ⛬整備に㔜Ⅼが⨨かれている⌧≧があり、教師に

対する支援は十分とはゝえない。とりわけᮧⴠ㒊の

学ᰯにおいては、㒔市㒊にẚべ外㒊からの寄付㔠な

ど教⫱予⟬の⋓得が㞴しい⌮⏤もあり、支援の必せ

性が㧗いと⪃えられる。 
そこでᮏ◊✲では、フィリピンᮧⴠ㒊の教師を対

㇟として、教⫱方ἲを拡張させることを意図した実

㊶を⾜い、それによる変化を᳨ウすることを┠ⓗと

する。具体ⓗには、ICTᶵ器を⏝いた教⫱方ἲの拡
張を企図した取り⤌みによってもたらされた教師

の変化について᳨ウする。 

㸰㸬対象のフィールド 

➹⪅は 2018年 4᭶より、フィリピン共和国ᮾダ
バオ州の S小学ᰯにて、ICTを⏝いた授ᴗの充実を
┠ⓗとした取り⤌みを実施している。S 小学ᰯは、
2018 年 4 ᭶時Ⅼでコンピュータを㸰台、プロジェ
クターとスクリーンを各㸯台保᭷していた。しかし、

コンピュータは主に事務⏝であり、プロジェクター

とスクリーンは㸯名の⌮⛉教師が日常ⓗに使⏝し

ているものの、他の教師はほぼ利⏝することがなか

った。教師は ICTのά⏝によって、より分かりやす
い授ᴗが⾜えるだろうという⮬ぬはあるものの、⎔

境ⓗな制⣙もあり✚ᴟⓗではなかった。 

㸱㸬教育方法の拡張に向けたアプローチ 

ᮏ◊✲では、教師による授ᴗ方ἲの拡張のために、
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形成ⓗ介入を⾜った。形成ⓗ介入とは、「実㊶ⓗな

変容に向けた努力と厳᱁な◊✲との⼥合を企図し

た◊✲プログラム㸦Sannino, Engeström & Lemos, 
2016: p599㸧」であり、♫会文化ⓗά動⌮ㄽ
㸦cultural-historical activity theory㸧の⌮ㄽⓗど座
に基づく。形成ⓗ介入では、実㊶⪅の主体ⓗな変容

と実㊶の再⦅を促すために、二㔜刺⃭㸦double 
stimulation㸧が想定される。まず、ά動の▩┪を
▱ぬすること㸦一ḟ刺⃭㸧から再⦅への主体性が形

成され、具体ⓗな再⦅のための情報をぢ出すこと

㸦二ḟ刺⃭㸧によってά動の再⦅が㐩成されていく。 
フィリピンのᮧⴠ㒊の教師の㛫でも、ICTᶵ器が
教⫱方ἲの拡張や教⫱改善に㈨するものであると

いうㄆ㆑はあるものの、⎔境ⓗな制⣙のために具体

ⓗ⾜動に⛣す教師は多くない。そこで、一ḟ刺⃭と

して、2018 年㸶᭶と㸷᭶に BYOD㸦Bring Your 
Own Device㸧の⪃え方に基づき、教師のスマート
フォンをモニターやプロジェクターに接⥆しά⏝

する実㊶を提᱌した。この提᱌は、教師が持つスマ

ートフォンが廉価∧であり、HDMI や Wi-Fi ⤒⏤
でディスプレイを出力するつ᱁を備えていないと

いう問㢟があり、実⌧できなかった。しかし教師に

は、スマートフォンが教⫱利⏝できる可⬟性がある

ことが▱ぬされ、ICTのά⏝とそれによる授ᴗ方ἲ
の拡張に向かう意ḧが喚㉳された。 
ḟに二ḟ刺⃭として、教師が持つスマートフォン

と操作方ἲやᶵ⬟が㢮似するタブレット➃ᮎを」

数台提供し、それらを⏝いた授ᴗ方ἲを⩦得するワ

ークショップを実施した㸦2019年㸰᭶㸧。タブレッ
ト➃ᮎを⏝いることで、β 々な教⫱コンテンツやア

プリケーションをά⏝したり、カメラやビデオなど

のᶵ⬟を⏝いてインタラクティブな授ᴗを展㛤し

たりできる。 
 
㸲㸬結果と考察 

介入実㊶後の 2019年㸶᭶に、S小学ᰯの教師㸴
名に対し㸯時㛫⛬度のワークショップ形式のリフ

レクションセッションを実施し、そこでの成ᯝ≀を

分ᯒのデータとした。ワークショップでは㸰つのㄢ

㢟に取り⤌んでもらった。一つ┠のㄢ㢟では、①各

教師に「⮬分が▱っている教⫱方ἲとそこで⏝いる

教ᮦ教具」についてブレインストーミングしてもら

い、②それをいつの時Ⅼでᵓ想するようになったの

か、また実㝿に実㊶しているか㸭していないか、㸴

㇟㝈のマトリックスにマッピングしてもらった。以

前からᵓ想はしていたものの実㊶はしていなかっ

たが、介入によって実㊶するようになった、といっ

た変化がぢられる場合は、マトリックス上に▮印を

引いてもらい、その変化が分かるようにグしてもら

った。二つ┠のㄢ㢟では、ICTᶵ器が授ᴗ改善をど
のように後押ししたのか、⮬⏤グ㏙のレポートを作

成してもらった。 
 分ᯒの⤖ᯝ、介入以前から ICTᶵ器を授ᴗ内でά
⏝していた教師は㸯名のみだったが、介入以後は対

㇟とした㸴名全員が何らかの ICT ᶵ器をά⏝した
授ᴗを⾜っていた。また、ά⏝している ICTᶵ器は、
介入において提供したタブレット➃ᮎに㝈らず、⮬

宅にあるラップトップ型コンピュータが含まれて

いるなど、教師が主体ⓗに思⪃㘒ㄗしながら授ᴗ改

善に取り⤌んでいるᵝ子がぢられた。 
 既存の伝⤫ⓗな教⫱方ἲから、新しい ICTをά⏝
した方ἲへのシフトには、形成ⓗ介入によって可⬟

になった授ᴗを受ける児❺の反応も大きな役割を

ᯝたしていた。教師は授ᴗ実㊶において得た感ゐか

ら、ICTをά⏝することの意⩏をぢ出し、主体ⓗな
教⫱方ἲの拡張へと向かっていったと⪃えられる。 
 形成ⓗ介入によって⏕じた教⫱方ἲの拡張に向

かう教師の主体性が☜ㄆされたものの、それを保ド

する制度ⓗなᯟ⤌みも今後ồめられ、教師の努力を

後押しする仕⤌みのᵓ⠏が今後必せとなるだろう。 
 
付記 
ᮏ◊✲は⛉学◊✲㈝助成事ᴗ㸦基┙◊✲㹀「♫会文

化ⓗアプローチによる国㝿教⫱協力の学⩦⎔境デ

ザイン㸦ㄢ㢟␒号㸸17H04572㸧」㸧より助成を得た。 
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The Effect of Task-Based Learning (TBL) with the Application of Multimedia on 
UndergradXates¶ MotiYation in /earning English 

Change of the will of university students by taking a lecture for the qualification 

Kurita Rumiko  Chia Su Aie  
Josai University Josai Junior College 

This study is interested in understanding whether EFL learners would find a content -rich, task-
based approach with the application of multimedia in learning the English language meaningful 
and motivating. Task-Based Learning method is applied with the application of multimedia aids on 
the EFL (English as Foreign Language) undergraduates. Students work in a group of four to six to 
complete the project. The task given is a role-playing storytelling in English. The students will be 
asked to role-play the story selected for video production. After the preparation completed, students 
recorded their act using the video camera and produce a short movie.  

Keywords: Storytelling, Video Production, Multimedia Aids, Task-Based Learning, 
Communication Skills 

１．Introduction 
Learning a foreign language takes a lot of hard work, 
consistency and also plenty of motivation. Instead of 
attending to the English classes for many years, 
undergraduates especially those with the background of 
the mono-lingual society find it hard to master a foreign 
language such as English. There are many aspects to 
study when we try to figure out the reason of why many 
of the XQdeUgUadXaWe¶V face difficulties in English 
communication. Previous research shows that the lack 
of English-speaking environment and the differences 
between the two languages in term of the phonetic are 
the main obstacles for students to master English 
language. Japanese students are very good in 
memorizing the grammar rules and their range of 
vocabularies in English is relatively wide. However, to 
make them apply their stored knowledge of English 
into the daily normal communication is rather hard. 
Afraid of making mistake and worrying of the 
pronunciation have pulled them behind. Lacking the 
language accuracy in English in their oral 
communication give the impression of poor 
communicative ability. Many undergraduates are 
unmotivated in improving English language skills as 
they assume that it is not necessary after they 

completed their high school education. Motivation 
does not only refer to the state of emotion, it is also 
about the mental process of achieving goal. This study 
is an attempt to find out if there is a way to improve 
low-level students' motivation to communicate in 
English with the multimedia aids. Engaging students to 
work in a small group to produce their multimedia 
documents will prepare them to work from a different 
perspective. During the preparation stage (pre-task), as 
a researcher, the students will learn to locate and gather 
the proper information needed to solve the task given. 
At the development stage (task-cycle), students will 
take the responsibilities as the author and designer, 
where they will decide on the type and amount of the 
information to be presented to their target audience.  

2．Methodology 
This study employs Task-Based Learning method with 
the application of multimedia aids on the EFL (English 
as Foreign Language) undergraduates. As the students 
work to solve the task, they gain opportunities to talk, 
and such interaction is part of the language acquisition 
where students put an effort in understanding the group 
and expressing their ideas. The task given is role-
playing storytelling in English. The students will be 
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asked to role-play the story selected for video 
production. Instead of watching the available videos for 
the language learning purposes, students will produce 
their video clips by retelling the old-folk story 
(Mukashibanashi) in the English language. This study 
is conducted to find out the Effect of Task-Based 
Learning (TBL) with the Application of Multimedia on 
UQdeUgUadXaWeV¶ MRWLYaWLRQ LQ OeaUQLQg EQgOLVh. The 
study took place from the beginning of the new 
semester in April 2018 and completed in August 2018. 
6 undergraduates take part in the study and they are 
given questionnaire on motivation in improving 
English language communication skill. To enhance the 
learning process, instructor may take into consideration 
the usage of both Task-Based Learning and Grammar-
Translation Method; direct translation is allowed. 
 
3．Role Playing  
The potential effects of the multimedia aids in role-
SOa\LQg VWRU\WeOOLQg LQ bXLOdLQg VWXdeQWV¶ PRWLYaWLRQ LQ 
learning English Language; and the effectiveness of 
this method to improve the communication skills in the 
English Language are the areas of interest in this study.  
In this study, the performance of the students in the 
role-playing storytelling will be recorded into the video, 
along with the students' English words pronunciation 
intonation.  
The following 3 points are involved in this study;  

1. Cognitive Learning   
Japanese folk tales (Mukashibanashi) are short 
and simple stories. Japanese folk tales can 
always be pictured by imagination of the 
scenery of the place, period and characters. 
Additionally, there will be a conclusion that 
summarizes the whole story with the learned 
moral from the story itself. Therefore, difficult 
English phrases can be avoided in order to 
retell the story 

2. Psychomotor Learning 
Psychomotor learning is the relationship of 
cognition and physical movement in the 
learning process. By dRLQg Whe acWLQg, VWXdeQWV¶ 
body expression incorporating the role-

playing and they would be able to devise 
cognition process and communication skills. 

3. Repetition   
The recorded short clip will be able to play as 
many times as the students needed. This will 
help them to remember the phrases and 
expression from the conversation.  
 

4. Analysis 
AfWeU Whe VeVVLRQV LV cRPSOeWed, VWXdeQWV¶ feedbacN LV 
collected. From the questionnaire feedback which 
conducted after the first video clip completion, the 
positive feedbacks from the students are as following;  
“Doing this project, I enjoyed the whole process from 
writing the script, recording the video clip and until the 
editing part; I am able to listen and watch my own 
English expression and aware of my own mistake.” 
“It was easy for me to memorize the grammar and 
words by acting them.” 
Level of positive feedback is 8 out of 10, with the min 
of 7.8; median 8.8 and standard deviation of 3.  
 
5．Conclusion 
This study is intended to improve the language 
speaking accuracy and to study the tendency of the 
method. Regression analysis from the following 3 
hypotheses will be conducted; Students will be able to 
develop not only the ability to comprehend the content 
but also the grammatical rules that they need to 
communicate; Video production provides the pre-
learning and post-learning and the learning motivation 
of English Language can be increased. The results of 
the study are expected to support the evidence of task-
based learning in teaching communication in English 
subject.  
 
Reference  
Bloom,B.S., et al.(ed.) （ 1956 ） Taxonomy of 
Educational Objectives Handbook I:Cognitive Domain, 
Mckay, David: New York. 
Dickinson, P. (2010). Implementing Task-Based 
Language Teaching in a Japanese EFL Context. Centre 
for English Studies, The University of Birmingham, U 
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ࢆ஦ែࡃ࠸࡚ࡋኚ໬࣭㐠ື࡟ⓗྐࠊ࡚ࡋゎỴࢆ┪▩

ᣑᙇⓗᏛ⩦࡜ᴫᛕつᐃࠋࡓࡋ 
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ࡓࡌ⏕୰࡛ࡢ࡜༠ാࡢ࡜ࣇࢵࢱࢫࡢෆ࡛᪥ᮏே࣒
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The Strategy of International Exchange Program using Message card for promoting 
children's subjective 
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豪州䛾 ICT L㼕㼠㼑㼞㼍㼏㼥 調査䛾方法䛾変遷䛻関䛩䜛研究 

A Study on the Transition of Investigation Method of the National Assessment Program 
ICT in Australia 

小柳 和喜㞝

Wakio OYANAGI
奈Ⰻ教⫱大学 

School of Professional Development in Education, Nara University of Education

せ⣙㸸本◊✲は㸪コンピュータを⏝いた児❺⏕徒㸦㸴年⏕と10年⏕㸧の ICT Literacy
ㄪ査を2005年から国レベルで3年に一度5回抽出で⾜われてきた㇦州の取り⤌みを取り

上げている㸬2017年に⾜われたㄪ査では、これまでと␗なる┠標が㏣加された。5回┠

のㄪ査から新たに改ゞされたアセスメントフレームワークから、今後の我が国の情報活

⏝⬟力ㄪ査のを⪃えていくうえで参⪃となる7つの点が検ウㄢ㢟が明らかになった。

キーワード㸸  ICT Literacy㸪情報活⏝⬟力ㄪ査㸪㇦州

㸯㸬はじめに 

文㒊⛉学┬は、「児❺⏕徒の情報活⏝⬟力⫱成に

向けた施⟇の展㛤、学⩦指導の改善、教⫱ㄢ⛬の検

ウの ための基♏㈨料を得る」ことを┠ⓗとして、

小・中学⏕を対㇟㸦小学校➨㸳学年児❺㸹116 校 
3343 人、中学 校➨㸰学年⏕徒㸹104 校 3338 人、

層化㸰段クラスター 抽出ㄪ査㸧に、コンピュータ

を⏝いた情報活⏝⬟力ㄪ査を 2013 年 10 月から

2014 年㸯月にかけて実施した。また 2015 年度には、

㧗➼学校の⏕徒を対㇟とした情報活⏝⬟力ㄪ査も

⾜われ、その分析も⾜われた。それらのㄪ査⤖果を

㏻じて、今後、情報活⏝⬟力の ┠標や内容のぢ┤

し、また各学校✀の到㐩レベルの明☜化なども検ウ

されてきた。この情報活⏝⬟力ㄪ査は、⣬による⬟

力測定では測りにくいコンピュータ➼を⏝いる情

報活⏝⬟力を、実 㝿に児❺⏕徒のパフォーマンス

を㏻じて測る、国内で 初めての抽出ㄪ査として位

⨨づけられるものであった。

これらの⤖果を持って、ㄪ査対㇟となった小学校

児❺、中学校と㧗➼学校の⏕徒の情報活⏝⬟力が分

析され、⌧在の到㐩≧況の姿が明らかにされた 1)。 

㸰。研究の目的と方法 

本◊✲では、この情報活⏝⬟力のㄪ査方法、また

コンピュータなど⏝いてパフォーマンスを測って

いくㄪ査分析手法をより深く⪃えていくために、㢮

似の他国のㄪ査に┠を向けた。その手法の検ウが、

すでに我が国で公⾲されている「情報活⏝⬟力ㄪ査

の⤖果」の報告内容➼を多㠃ⓗ多ゅⓗに⪃え、今後、

ィ⏬されている2回┠の情報活⏝⬟力ㄪ査について

も、併せて検ウすることができると⪃えたからであ

る。したがって、本ㄽは、他国の先⾜事例から、1)
⫱成しようとしている力➼に㛵する┠標タ定の方

法、2)ㄪ査問㢟、アンケートㄪ査の内容作成の方法、

ㄪ査で⏝いる㐨具、3)ㄪ査⤖果の分析方法➼の▱ぢ

を明らかにすることを┠ⓗとする。分析の対㇟とし

ては、㇦州の ICT Literacy ㄪ査を取り上げること

にした。

㇦州の ICT Literacy ㄪ査は、NAP 㸦 National 
Assessment Program㸧–ICT と呼ばれ、国レベル

のホ価プログラムの㸯つとして位⨨づけられ、㸱年

に㸯度、 抽出された学校の抽出された児❺⏕徒を

対㇟に⾜われるものである。①2005 年ㄪ査は、㸴

年⏕ 3746 名㸦264 校㸧 、10 年⏕ 3647 名㸦253
校㸧、②2008 年ㄪ査は、5604 名㸦校 299㸧、10 年

⏕ 5322 名㸦292 校㸧、③2011 年ㄪ査は、 㸴年⏕

5710 名㸦 333 校㸧、10 年⏕ 5313 名㸦 310 校㸧、

④2014 年ㄪ査は、㸴年⏕ 5622 名㸦334 校㸧と 10
年⏕ 4940 名㸦 315 校㸧、⑤2017 年ㄪ査は、㸴年

⏕ 5439 名㸦327 校㸧と 10 年⏕ 4885 名㸦313 校㸧、

が対㇟であった。このように 2005 年から、これま 
で 2018 年の㛫に 5 回⾜われ、コンピュータを⏝い

たホ価プログラム㸦CBT 方式㸧がとられてきた 2)。 
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5 回┠の 2017 年ㄪ査から、児❺⏕徒に培う ICT
と㛵わる力の⫱成の力点が代わり、従来のㄪ査内容

がひろげてとれられるようになり、我が国の情報活

⏝⬟力により㏆く、そのㄪ査問㢟もその点でゝえば、

今後の我が国情報活⏝⬟力ㄪ査をィ⏬していく上

で、参⪃になるㄪ査と⪃えられた。 
 なお日本で㇦州の ICT Literacy ㄪ査に㛵して

ゝ及している先⾜◊✲は、2019 年 5 月末⌧在、極

めて少なかった㸦小柳 2016㸧、したがって先⾜した

㇦州の ICT Literacy ㄪ査の方法を分析しゎ㔘す

るこ とは、今後の日本の情報活⏝⬟力ㄪ査の展㛤

及び大学 入ヨでその活⏝が検ウされている CBT 
を⏝いたホ価方法を検ウしていく基♏ㄪ査㈨料と

して意⩏があると⪃えた。 
 
㸱。研究の結果 

㇦州のㄪ査は、2005 年から 2014 年の 4 回┠ㄪ査

まで、情報活⏝に㛵する㸴つのプロセススキルや㸱

つの柱、⇍㐩に㛵する到㐩の姿をレベル分けで明ら

かにし、それに対応する形で、ㄢ㢟が作成されてい

た。そのㄪ査法は、コンピュータを⏝いたパフォー

マンスㄪ査であり、2014 年ㄪ査以㝆はオンライン

ㄪ査が㏻例とされてきた。分析では、㸴年⏕と10 年
⏕の㸰つの時期における⤒年変化をㄪべ、学校と家 
庭⏕活などに㛵するアンケートㄪ査⤖果とクロス

し、┠標への到㐩≧況をㄪべて、各州の教⫱格差な

どを明らかにし、教⫱政⟇の意思決定に⤖果を活か

そうとしてきた。 
しかし、2017 年の 5 回┠のㄪ査からは、次の変

更がぢられた。 
オーストラリアのカリキュラムは以前から学⩦

㡿域で ICT をタ定していたが、2015 年のカリキュ

ラムの枠⤌みの改ゞにより㸸デジタルテクノロジー

という名⛠変更を⾜った。ICT の時は、すべての教

⛉の基┙となる ICT 活⏝力を⫱成しようとしてい

た。しかしデジタルテクノロジーでは、デジタル⎔

境での問㢟Ⓨぢとそのゎ決に挑む力を⫱成しよう

としている。児❺⏕徒は、ィ⟬思⪃と情報システム

を活⏝してデジタルソリューション㸦問㢟ゎ決㸧を

定⩏、タィ、実⿦することが求められることになっ

た。それと㛵わる成果は 2020 年ㄪ査で実施するが、

ヨ⾜ㄪ査の意味も㎸めてㄪ査問㢟に変更が⤌み㎸

まれた。 
以上の㇦州のㄪ査の変㑄から、今後の我が国の情

報活⏝⬟力ㄪ査の方法について参⪃になる点に┠

を向けると、以下のことが整⌮できた。 
㇦州のㄪ査では、㸦㸯㸧問㢟作成において、これ

まで㐍めてきた㸴つのプロセススキルや㸱つの柱

の枠⤌みに加えて、 2017 年ㄪ査から ICT 
Capabilityと新学⩦㡿域Digital Technologies で求

める力をより明☜に整⌮し、それを構成せ⣲とし⤫

合した㸳つのアセスメントフレームワークを作成

していること。㸦㸰㸧その㸳つのアセスメントフレ

ームワークに㛵して、⩦⇍度レベル㸦到㐩の姿㸧を

再整⌮して明らかにしている。㸦㸱㸧この⩦⇍レベ

ルに対応する形で、ㄢ㢟を作成し、ヨ⾜ㄪ査などを

㏻じながら信㢗のおけるㄢ㢟⩌㸦シンプルな▱㆑や

⾜為⾜動を㸯つずつ問う問㢟㡯┠とデジタルソリ

ューションと㛵わる」合ⓗな力をぢる問㢟を⤌み

合わせた ハイブリッドなモジュール㸧を作成して

いること。㸦㸲㸧問㢟の㞴易度によって、㓄点をタ

ィしていること。㸦㸳㸧アセスメントフレームワー

クに基づいて、⾜為⾜動をまとめた ICT Literacy 
全体としての⩦⇍度をレベル⾲グし、最⤊ⓗな到㐩

度分析をしていること。㸦㸴㸧⤒年変化をぢていく

ためには、⥅⥆問㢟の㓄⨨をしていること。㸦㸵㸧

ㄪ査問㢟とアンケート㸦学校での学⩦⤒㦂と家庭で

の利⏝、家庭の⎔境㸧をクロスして、児❺⏕徒の≧

況把握や⩦⇍の㝿の㛵係せ因をぢていること。 
以上㸵点のうち、前回の情報活⏝⬟力でも⪃えら

れていた点はあるが、今後の我が国で情報活⏝⬟力

ㄪ査を⾜う㝿に、プログラミングⓗ思⪃や問㢟ゎ決

⬟力の⫱成といった内容㠃の成果をぢるためには

上グ㸦㸯㸧㸦㸱㸧㸦㸳㸧などが、検ウのど点となるこ

とと⪃えられた。。 
 
注 

1) 以下のサイトを参照㸦2019㸬9㸬13 に最⤊☜ㄆ㸧 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyou
hou/1356188.htm㸦⩏務教⫱㸧 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyou
hou/detail/1381046.htm㸦㧗➼学校㸧 

2) 以下のサイトを参照㸦2019. 9㸬13 に最⤊☜ㄆ㸧 
https://nap.edu.au/nap-sample-assessment
s/ict-literacy 

 
参⪃文⊩ 
㸦1㸧 小柳和喜㞝㸦2016㸧㇦州の ICT Literacy ㄪ

査の方法に㛵する◊✲㸬日本教⫱工学会ㄽ

文ㄅ 40(3)、209-220. 
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公❧小䞉中学校䛻䛚䛡䜛䇾人名外字䇿不使用実現䛾研究 

 Research on realization of non-use of external KANJI in the Japanese public schools 
 

㛗尾 幸彦 
Yukihiko NAGAO 
ᰴ式会♫教⫱システム 
Kyoiku System co.,ltd. 

 
せ⣙㸸ᮏ◊✲は、公❧小中学ᰯで取り扱う「人名外字」について、公❧小中学ᰯのICT
ᩚ備⤒㈝削ῶと教員のᴗ務改善を┠ⓗとして人名外字の不使⏝が実⌧可⬟か否かに㛵し

て᳨ウを⾜った。 

キーワード㸸  ᪧ字体、⎔境依存ᩥ字、人名外字、ᰯ務の情報化 
 

㸯㸬⌧状のㄢ㢟と◊✲の┠ⓗ 

⌧在、⾜政ᶵ㛵に㟁子データとして保存されてい

る人名ᩥ字㸦字体㸧は、住Ẹがㄆ㆑し、実㝿に使⏝

している姓名のᩥ字㸦字体㸧とは␗なることも多い。

だが、᪥常⏕άにおいては住Ẹ側、⾜政側双᪉にそ

れほど㱈㱒や不利┈が⏕じるものではない。 
一᪉、公❧学ᰯに就学する児❺⏕徒らの姓名につ

いては、多くの学ᰯでは保ㆤ⪅が学ᰯに提出する手

᭩きの児❺⏕徒ㄪ᭩➼を、教⫋員らがキーボード入

力してデータ化することとなっている。提出された

ㄪ᭩の児❺⏕徒の姓名にᪧ字体㸦コンピュータ処⌮

上のいわゆる⎔境依存ᩥ字㸧や㹎㹁㎡᭩にのってい

ない₎字が入っている場合、外字Ⓩ㘓が必せで、そ

のᴗ務㈇担は㠀常に大きい。外字の使⏝は㹎㹁⏬㠃

➼ではᩥ字化けをおこしたりするため、学ᰯのᰯ務

の情報化の㞀壁にもなっている。 
そのため、児❺⏕徒の姓名については、㹎㹁⎔境

依存ᩥ字や外字のⓏ㘓➼を⾜わず、ᪧ 字体はṇ字体

に修ṇしてⓏ㘓するといった᪉ἲも⪃えられる。 
しかし、住Ẹ⚊でᪧ字体がⓏ㘓されている、ある

いは、保ㆤ⪅が「⚾の姓名はこう᭩く」、「ᬑẁこう

᭩いている」といったㄆ㆑やこだわりがある場合、

学ᰯが᩿りなく字体を修ṇしたり、公⾲したりする

と、保ㆤ⪅からのⱞ情がきたり、変᭦⏦ㄳ手⥆きが

Ⓨ⏕するため、これもᴗ務㈇担が大きくなる。⾜政

の指㔪や㐠⏝ルールがないため、前例㋃くに㝗って

㠀効⋡な人名外字使⏝をᶵᲔⓗに⥆けている学ᰯ

もあるだろう。 
ᮏ✏では、まず、㸲⮬἞体の学ᰯの教務主任への

ヒアリングから実㝿の学ᰯの対応実態をまとめる

㸦➨ 2 ⠇㸧。その上で、⤫合型ᰯ務支援システム導
入のタイミングで人名外字の「不使⏝」をヨみた愛

▱┴、三㔜┴、㟼岡┴の㸱市⏫ᮧ教⫱委員会の事例

をẚ㍑し㸦➨ 3 ⠇㸧、外字の不使⏝の実⌧にはどの
ような᮲件が必せかについて᳨ウした㸦➨ 4⠇㸧。 
㸰㸬保ㆤ⪅の意㆑㸦ㄆ㆑㸧と学校の対応の実㝿 

 ᮏ⠇では、㸲つの⮬἞体の学ᰯをゼ問し、主として

教務主任へのヒアリングで得られた人名外字使⏝に㛵

する保ㆤ⪅のㄆ㆑と学ᰯの対応についてまとめる。 
 ➨一に、ネット㏻㈍の一⯡ᬑ及で、人名外字使⏝に

ヱ当する保ㆤ⪅は⮬らの姓のᩥ字がコンピュータ上で

⾲♧できないことをㄆ㆑しており、⨨き換え➼で㐠⏝

している。 
 ➨二に、教員は児❺・⏕徒入学᫬に役所から届くᩥ

字㸦住Ẹ基ᮏ台帳のⓏ㘓されたᩥ字㸧をできるだけṇ

☜にキーボード入力するが、ぢⴠしⓎ⏕の可⬟性は排

㝖されない。 
 ➨三に、保ㆤ⪅から「姓のᩥ字が㐪う」と⏦出があ

った場合、その㏻りのᩥ字に修ṇする。その場合、必

せに応じて外字㏣加する。 
 ➨四に、⏦出について、就学児名⡙、免チド➼で☜

ㄆしない場合がほとんどで、戸⡠や住Ẹ⚊の写しをồ

めて☜ㄆすることは⪃えられない。 
 以上のように、多くの学ᰯでは、☜ㄆが困㞴である

ことから、人名外字を保ㆤ⪅の⏦出の㏻りにルール↓

⏝で㐠⏝している実態がうかがえる。また、保ㆤ⪅ク

レームを㑊けるために人名外字使⏝を先回りして、⋡

先して使⏝しているようにも感じるケースもあった。 
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㸱㸬人名外字不使⏝のヨみとその特徴 

 ᮏ⠇では、⤫合型ᰯ務支援システム導入のタイミ

ングで人名外字不使⏝をヨみた 3⮬἞体㸦⾲㸯㸧に
ついて、いくつかのほⅬでẚ㍑する。 
 ⾲㸯の㸿市は㟼岡┴ 100 ᰯ以上、㹀市は愛▱┴
10㹼30ᰯ、㹁市は三㔜┴ 30㹼50ᰯの⮬἞体である。 
㹀市については、外字の作成と外字⟶⌮ファイル㓄

信をᴗ⪅に委クしている。 
⾲㸯 外字不使⏝をヨみた 3⮬治体 

 㛤始年度 ᴗ⪅委ク 㐠⏝ 
㸿市 2008 なし 不使⏝がᮃま

しいことをㄝ

᫂し、学ᰯ㛗に

一任 

㹀市 2009 あり 

㹁市 2019 なし 教⫱㛗㏻㐩で

外字不使⏝を

各ᰯに徹底 
 㸱市教⫱委員会の指導に㛵しては、⾲㸯の㸿市と㹀

市では学ᰯ㛗に外字不使⏝のメリットをㄝ᫂し、不

使⏝を勧奨した上で各ᰯが対応することとした。 
 一᪉、2019 年度に㛤始した⾲㸯の㹁市では、市
教⫱委員会の「㏻㐩」により、外字不使⏝᪉㔪を徹

底し、教⫱㛗のぢゎを保ㆤ⪅ㄝ᫂㈨ᩱとして㓄布し

ている。 
 つぎに、教員の外字㐠⏝作ᴗ㈇担に㛵しては、㸿

市は、外字作成が必せとなった場合は、各ᰯの教⫋

員が外字作成を⾜い、その外字Ⓩ㘓ファイルをᰯ内

PCに教員が㓄信した。 
 㹀市では、外字Ⓩ㘓が必せとなった場合は、㹎㹁

➼の保守ᴗ⪅が外字作成、外字⟶⌮ファイルの全

PC㓄信ともにㄳけ㈇った。 
 㹁市では外字使⏝が「⚗Ṇ」されているため、授

ᴗ教ᮦ➼は例外として、教⫋員が人名について外字

Ⓩ㘓することはない。 
 ⾲㸯の㸿市では㐠⏝からᮏ✏執➹᫬Ⅼで 10 年が
⤒㐣したが、⌧在でも教員が⮬ら外字を作成、使⏝

してᰯ務の㐠⏝を⾜っている。 
 㹀市も同ᵝで、保守ᴗ⪅に対して 2019年にも᪂
たな外字㏣加依㢗がある。とりわけ、Windows XP
からの᭦᪂᫬㸦2014 年㸧に、JIS2004 への改ṇで
「㎷」のしんにょうのⅬのᩘ、「ᴬ」の「♧」か「ネ」

➼で従᮶の外字対応ᩥ字がᬑ㏻に⾲♧可⬟になり、

これまで⾲♧できていたᩥ字が勝手に変わるなど

が㉳きたため、この対応が増えている。なお、両᪉

のᩥ字形の外字を作り、内㒊ᩥ字コードは不問で、

外ぢだけᩚえてコード⤫一はされていない≧態で

ある。 
 㸿市、㹀市では外字作成、㓄信の教員ᴗ務㈇担の

᭷↓の差␗にかかわらず、いずれも全ᰯで人名外字

を使⏝した㐠⏝が⥅⥆している。 
 一᪉で、㹁市は 2019年度からの㐠⏝㛤始である
が、すでにᰯ㛗から教務主任に事情が周▱されてお

り、保ㆤ⪅のΰ乱もなく外字不使⏝の㐠⏝が始まっ

ている。 
㸲㸬人名不使⏝の実⌧に必せな条件 

㸦1㸧教⫋員への◊修と意㆑改㠉 
A市のヒアリングで学ᰯ⟶⌮⫋から「教⫱委員会の
᪉㔪はわかるが、ṇしいᩥ字を使うことは♩儀であ

る。」と印㇟ⓗなコメントがあった。⾜政が戸⡠の

ᩥ字の一㒊を「㐣去の᭩き㛫㐪い」と判᩿し当事⪅

に᩿りなく変えていること、外国人在␃カードの₎

字⾲グはἲ務┬が⊂⮬に定めた「入⟶ṇ字」に㝈ら

れることから、政府の㟁子化に向けてᩥ字コード⠊

囲「ṇ字」への⤫一᪉㔪と学ᰯ⌧場の意㆑の乖㞳は

大きい。このゎᾘに丁寧な◊修が必せである。 
㸦2㸧学ᰯと保ㆤ⪅㛫のインフォームド・コンセン
ト 
前㡯にグした学ᰯᩥ化とゝうべき意㆑がある⫼ᬒ

を㋃まえ、学ᰯは保ㆤ⪅にṇしく影㡪⠊囲を丁寧に

ㄝ᫂し、十分に⌮ゎをồめることが㔜せであるが、

その᰿拠として教⫱委員会が技⾡ⓗな⫼ᬒと政府

の᪉㔪➼、外字不使⏝の᰿拠を♧することは学ᰯで

の外字不使⏝実⌧に向けて㔜せである。 
 
㸳㸬今後のㄢ㢟 
 㹁市における㐠⏝はまだ㏵中であり、2020 年度
᪂学ᮇ後も⥅⥆してㄪᰝを⾜う予定である。 
 㹁市は、外字不使⏝を⮬἞体教⫱委員会のイニシ

アチブで推㐍した全国でも少ない事例である。㹁市

が成功をみれば、そのノウハウを⏕かし、全国の⮬

἞体にᬑ及できる可⬟性もみえてくる。 
 
参⪃ 

⊂❧⾜政ἲ人情報処⌮推ᶵᵓ(IPA)ホームページ 
https://www.ipa.go.jp/files/000008968.pdf 
ἲ務┬ 出入国在␃⟶⌮庁 ホームページ 
http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuka
n_index.html 
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情報活用能力を育成する教材「情報学習支援䝒䞊䝹」を用いた 

教員研修を行ったことによる効果 

Using "Information Learning Support Tool" as a Teaching Material to Develop 
Information Literacy Effects of Teacher Training  

 
木村 明憲*、㯮上  晴夫** 

Akinori KIMURA*、Haruo KUROKAMI** 
京㒔教⫱大学㝃属桃山小学校・㛵す大学大学㝔*、㛵す大学⥲合情報学㒊** 

Momoyama Elementary School attached to Kyoto Universty of Education*  
Kansai University** 

 
せ⣙㸸本研究では、教⫱委員会の教⫱の情報化についての教員研修において、児童の情
報活用⬟力の⫱成のために㛤発された「情報学⩦支援ツール・実㊶カード㸦以下、実㊶
カード㸧」を活用して実㊶した研修の実施したことによる効果を検ドした。研修会では、
実㊶カードにグ㍕されている事柄を個人でㄞみ深めた後に、2〜5人のグループでカード
からㄞみ取ったことと、学校教⫱のどのような場㠃で活用することができるそうかにつ
いての意ぢ交流を⾜った。この教員研修を3㒔市㸦122人㸧で実施したところ、研修を受
ㅮ前後で、情報活用⬟力についての理ゎ度と指導力に対する意㆑が㧗まることが明らか
になった。  
 
キーワード㸸  情報教⫱、情報活用⬟力、教員研修、教材、学⩦支援カード  

 
１．情報活用能力育成についての背景 

 平成 29 年告示の小学校学⩦指導せ㡿では、情報

活用⬟力がゝㄒ⬟力、問㢟発ぢ・ゎ決⬟力とともに、

学⩦の基盤となる㈨㉁・⬟力として挙げられている。

また、⫱成した「情報活用⬟力を発揮させることに

より各教科等における主体的・対ヰ的で深い学びへ

とつながっていく」㸦文㒊科学省 2017㸧とされ、情

報活用⬟力の⫱成が㔜せどされている。さらに、「情

報活用⬟力を、児童の発㐩の段㝵を⪃慮し、それぞ

れの教科等の役割を明確にしながら、教科横断的な

ど点で情報活用⬟力を⫱むことができるように、IE
−School における実㊶研究を㋃まえて、「情報活用⬟

力の体⣔⾲が作成」㸦文㒊科学省 2018㸧されている。

稲垣㸦2017㸧は、「情報活用型プロジェクト学⩦」

として、教科学⩦の中でどのように情報活用⬟力を

⫱成すればよいのかについて提案し、これらの学⩦

を短時㛫でデザインできるワークショップを㛤発

し、様々な学校や教⫱委員会で研修を実施している。

また、㒔㐨府県及び市町村の教⫱委員会でも、情報

活用⬟力について教員研修が多数実施されている。

これらのことから、児童・生徒に情報活用⬟力を⫱

成する上で、教員が情報活用⬟力についての理ゎを

深め、指導イメージを明確にする教員研修が必せで

あると⪃える。そのために、児童用に㛤発された教

材「情報学⩦支援ツール・実㊶カード」を教員同士

がㄞみ深め、活用方法について意ぢを交流すること

で、情報活用⬟力に対する理ゎを深め、指導イメー

ジを明確にする研修プログラムを㛤発した。本研究

ではこのプログラムの効果を検ドする。 
 
２．研究の目的 

本研究では、実㊶カードを用いた研修を受ㅮした

教員の情報活用⬟力に対する理ゎ度と指導力に対

する意㆑の変容について明らかにする。 
 
３．研究の方法 

㸦㸯㸧対㇟ 
研究の対㇟は、市教⫱委員会の教⫱の情報化につ

いて研修を受ㅮした教員 122 名㸦A 市 69 名、B 市

8 名、C 市 45 名㸧である。3 市とも、小中学校に勤

務する教員を対㇟にする研修であり、小学校教員が

110 名、中学校教員が 12 名であった。 
 
㸦㸰㸧研修の形態と内容 
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 本研究で⾜っ

た教員研修は、図

㸯の様に実施し

た。研修前半はㅮ

⩏型で情報活用

⬟力の概せにつ

いてゎㄝした。次

に、情報学⩦支援

ツールの㛤発意

図や実㊶カード

の概せを提示し

ながらゎㄝした。

その後、ワークシ

ョップの㐍め方

についてのㄝ明

を⾜い、ワークショップ型研修を実施した。ワーク

ショップ型研修では、まず、実㊶カードにグ㍕され

ている事柄をㄞみ深めるために、カードを印刷した

ワークシートを㓄付し、理ゎしたことや実㊶で活用

できそうなところを書き㎸むように指示した。グル

ープでの意ぢ交流では、2〜5 名のグループを作成

し、ㄞみ深めた㝿のど点を基に意ぢ交流を⾜った。

次に、全体交流では、グループで交流したことを基

に、カードの特性や実㊶での活用について交流を⾜

った。最後に、参加⪅からの発ゝを基に、ㅮ⩏型で

実㊶カードについてのゎㄝを⿵㊊し、今までの実㊶

について⤂介した。 
 
㸦㸱㸧㉁問⣬ㄪ査と分析の方法 
 教員研修の効果を明らかにするために、㉁問⣬ㄪ

査を実施した。ㄪ査はㅮ⩏型研修①の前に事前ㄪ査

を⾜い、ㅮ⩏型研修②の後に事後ㄪ査を実施した。

事前ㄪ査では、情報活用⬟力についての理ゎ度を問

うタ問と、情報活用⬟力についての指導力を問うタ

問をタ定した。回答方法は、1㸦できていない、で

きない㸧〜10㸦できている、できる㸧の㑅択⫥をタ

け、ヱ当するものを㑅択するようにした。事後ㄪ査

では、事前ㄪ査と同様のタ問をタ定した。加えて実

㊶カードのⰋさと、どのような場㠃で活用できそう

かについてのグ㏙欄をタ定した。 
 ㉁問⣬ㄪ査の分析は、理ゎ度及び指導力について

回答の平均値を⟬出し、t 検定を実施した。また、t
検定の⤖果とグ㏙欄の回答を基に⪃察した。 
 
㸲．結果と考察 

 情報活用⬟力の理ゎ度を問うタ問についての事

前ㄪ査の平均値は 4.4、標準偏差は 1.8 であった。

事後ㄪ査の平均値は5.8、標準偏差は1.8であった。

事前ㄪ査と事後ㄪ査の⤖果を基に t検定を実施した

こところ、事後ㄪ査の値が事前ㄪ査の値に比べ有意

に㧗かった㸦t㸦119㸧=12.244.p<.01㸧。 
指導力を問うタ問についての事前の平均値は 4.0、
標準偏差は1.7であった。事後ㄪ査の平均値は5.4、
標準偏差は 1.7 であった。事前ㄪ査と事後ㄪ査の⤖

果を基に t 検定を実施したこところ、事後ㄪ査の値

が事前ㄪ査の値に比べ有意に㧗かった㸦t㸦119㸧
=11.366.p<.01㸧。 
 両ㄪ査の⤖果から、実㊶カードを活用した研修に

よって情報活用⬟力に対する理ゎ度や指導力に対

する意㆑が㧗まることがわかった。参加⪅のグ㏙を

ぢると、「情報活用の多様さがわかる」「活用できる

スキルが一目で分かる」「情報教⫱の学⩦㐣程がわ

かる」など、カードにグ㍕されている事柄と情報活

用⬟力とを㛵㐃付けたグ㏙が多数あり、参加⪅の情

報活用⬟力に対する理ゎが深まったと⪃えられる。

また、「社会科で問㢟ゎ決学⩦をするとき」「児童が

学⩦をィ画するとき」「情報活用について振り㏉る

とき」などのグ㏙があり、実㊶カードを基に情報活

用⬟力の指導イメージを明確できていたことから

指導力に対する意㆑も向上したと⪃えられる。 
 
㸳．まとめ 

 本研究では、教員が実㊶カードを活用した研修を

受けることで情報活用⬟力に対する理ゎ度と指導

力に対する意㆑が㧗まることが明らかになった。今

後は、このような研修を実施することで、授業した

教員が情報活用⬟力のどのようなせ⣲について理

ゎを深めたのか、また、情報活用⬟力を⫱成するた

めのどのような指導イメージをもつことができた

のかについてヲ⣽に分析していきたい。 
 
参⪃文献 
稲垣忠㸦2017㸧、つくろう情報活用型授業、

http://ina-lab.net/special/joker/pbl/#i-2 㸦 参 照 日

2019.9.10㸧 
文㒊科学省㸦2017㸧、小学校学⩦指導せ㡿ゎㄝ ⥲

則⦅、p4,50,51 
文㒊科学省㸦2018㸧、次世代の教⫱情報化推㐍事業

㸦情報教⫱の推㐍等に㛵するㄪ査研究㸧成果報告書、

p12 

図 1 研修の形態と内容 
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Development of Checklist for Information Literacy 
Based on the Systematic Table of Information Literacy by MEXT 
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専門教育における㻌BYOD㻌化された情報䝸䝔䝷シ䞊教育 

および反転授業導入の試み䠖観光教育での実践例 

Information literacy education by BYOD and flipped classroom  
in professional education: Practice examples in tourism education 

中串 孝志*、大井⏣ かおり** 
Takashi NAKAKUSHI
㸪Kaori OIDA

 

和歌山大学ほ光学㒊*、和歌山大学大学㝔ほ光学◊✲⛉博士後期ㄢ⛬** 
Wakayama University Faculty of Tourism 

大学1年⏕では情報リテラシー教⫱が必修のことが多く、ヨ㦂ⓗに反㌿授業をヨみている先

⾜◊✲もある。Officeを中心としたPC技⬟そのものが┠ⓗとなっている授業が主ὶである。

ここではBYOD実施下で、ほ光教⫱という専㛛教⫱を┠ⓗとし、協働学⩦を取り入れた情報

リテラシー教⫱の反㌿授業をヨみた。反㌿授業は、時㛫が有効に使え、PC技⬟の個人差や、�

BYODでWindowsとMacのΰ在によるストレスが㍍ῶできる。また、反㌿授業で⏕じた授業

時㛫で、ほ光情報を扱うのに必せな情報♫会▱㆑についてのㅮ⩏が可⬟となり、協働学⩦は

ホスピタリティ⢭⚄の⫱成に有⏝である。専㛛性の㧗い情報リテラシー教⫱の可⬟性を♧唆

したとゝえるであろう。 

キーワード㸸  ほ光教⫱、情報リテラシー教⫱、反㌿授業、BYOD、協働学⩦

㸯㸬研究の背景と目的 

大学1年⏕を対㇟とした反㌿授業による情報リテ

ラシー教⫱の実㊶◊✲として、内⏣㸦2017㸧や橋本

ほか㸦2018㸧の◊✲が挙げられる。共に Moodle を

使⏝し、全授業の一㒊でヨ㦂ⓗに反㌿授業を実施し

ていた。一㒊の授業のみで反㌿授業を⾜うと、新㩭

さから好奇心を喚㉳されやすい。授業の中心は

Office 技⬟の⩦得であり、学⏕の専㛛を意㆑したも

のではない。よって、Office 実⩦の全⾜⛬を反㌿授

業で⾜うことにより、反㌿授業そのもののホ価が得

られると⪃えた。さらに、BYOD㸦PC 持参㸧を⫼

景に、授業を単なる Office 技⬟⩦得ではなく、専攻

教⫱の一⎔として位⨨づけていることをヨみた。 

㸰㸬授業プランと実㊶ 
2018年度からBYODが導入されている和歌山大

学ほ光学㒊 1 年⏕前期の必修⛉┠である「情報基♏

₇⩦」にて反㌿授業を⾜った。当⛉┠は基本ⓗ情報

リテラシーの₇⩦⛉┠である。ほ光学そのものが専

㛛の教員が担当する。本◊✲では 1 学期 15 回授業

のうち、12 回を Moodle を使⏝した反㌿授業とした。 

OS、バージョン➼の㐪いを乗り㉺えられるセン

ス⫱成のため、授業では␗✀PCのΰ在をチ可した。

2018 年は反㌿授業を実施せず、Windows と Mac
両方の使⏝ἲを交互にㄝ明するためロス時㛫⏕じ

たが、反㌿授業によって、各⮬のペースで各 OS を

操作でき、授業でのロス時㛫もῶ少した。PC 技⬟

は個人差が大きいが、ビデオでの事前学⩦により他

⪅との⬟力差によるストレスが㍍ῶされる。 
授業時㛫を、ほ光を前提とした協働学⩦にあてる

ことによって、ほ光ホスピタリティを⫱むことがで

きる。協働学⩦のヰ㢟は、グループでほ光イベント

を企⏬し、Word でイベント⤂介文を作成したり、

PPT でポスターを作成する➼、ほ光のプロデュース

を前提したものである。ホスピタリティの⾲⌧には、

旅⾜⪅との┦互作⏝において円⁥なコミュニケー

ションが欠かせない㸦山口 2006㸧。協働学⩦によ

って、コミュニケーション力を⫱成する実⩦の場と

することが可⬟になる。 
ほ光学㒊⏕はユビキタス技⾡のほ光利⏝を前提

とし、ほ光に㛵する▱㆑のみならず、情報および情

報♫会の▱㆑が必せとなる。本年度は「インターネ
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ットのṔ史」「情報の⋢▼ΰΆ問㢟」「グラフに㦄さ

れないようにするには」「プレゼンテーションにお

けるㄝ得力があり好感が得られるヰし方とボディ

ランゲージ」「情報㔞と文字コード」「ロングテール」

などのㅮ⩏を⾜ったが、その時㛫が取れたのも、反

㌿授業を⾜ったおかげである。 
授業をほ光学教⫱の一⎔として位⨨づけるため、

「ほ光企⏬の❧案・プロデュースに使⏝可⬟な

Office 3 技⬟㸦Word、PPT、Excel㸧の⩦得」「協働

学⩦によるほ光ホスピタリティ⢭⚄の⫱成」「ユビ

キタスほ光時代の情報▱㆑の⋓得」を┠標として掲

げた。授業のὶれは⾲ 1 の㏻りである。全授業⤊了

後、アンケートで反㌿授業の⌮ゎ度について尋ねた。 
 
㸱㸬⪃察と展望 
 全ㄢ⛬修了後の反㌿授業でPCスキルが㌟につい

たかという 7 ẁ㝵の授業アンケートでは、平均値

5.3㸦SD1.4㸧であり、おおむね好ホであった。 
スマートフォンとPCをẚ㍑した㞴Ⅼをそれぞれ

回⟅してもらったが、指摘が3割を㉸えているのは、

スマホとẚ㍑するとPCのキーボードのは㞴しいと

いう㡯┠のみである。これはスマホのフリック入力

に慣れているせいであろう。PC 使⏝の山場がキー

ボードに対する慣れであるとゝえる。授業の冒㢌に

タッチタイピングの時㛫をタけたことは、有┈であ

ったとぢていいだろう。 
 ほ光プロデュースを前提とする協働学⩦ㄢ㢟を

出すことが多かったが、ほ光⪅のニーズや嗜好に基

づいたインターネット上の検⣴データの作成を前

提にㄢ㢟を提♧することも可⬟である。本◊✲は

BYOD を⫼景とした専㛛性の㧗い情報リテラシー

教⫱の可⬟性を♧唆したとゝえる。そのためには反

㌿授業や協働学⩦が有⏝である。 
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山口一⨾ (2006) 6 ❶ ほ光業におけるホスピタリ

ティ㸪佐々木土師二┘修・小口孝司⦅㞟㸪ほ光

の♫会心⌮学㸪76-81 

⾲ 1 2019 年ほ光学㒊「情報基♏₇⩦」学⩦のὶれ 

 
 
⾲ 2 反㌿授業で PC スキルが㌟についたか 
N=122㸦有効回⟅のみ㸧平均値 5.3  SD1.4 

1 2 3 4 5 6 7
人ਯ 2 5 4 13 40 35 23
% 1.6 4.1 3.3 10.7 32.8 28.7 18.9

ମにつかない⇔ମについた  
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大学版上級 ID専㛛家㣴成講座䛾設計䛾䛯䜑䛾 

授業䝁䞁䝃䝹䝔䞊䝅䝵䞁䛾試行 

Tryout of Class Consultation in Higher Education for Design of an Advanced IDer Workshop  
 

㧗ᶫ 暁子*1、➉岡 ⠜Ọ*2、市川 尚*3、᰿ᮏ ῟子*4、㕥ᮌ 克明*5 
Akiko TAKAHASHI*1 Atsue TAKEOKA*2 Hisashi ICHIKAWA*3 Junko NEMOTO*4 

Katsuaki SUZUKI*5 
*1徳島大学、*2明▼工ᴗ㧗➼専㛛学ᰯ、*3岩手┴❧大学、*4明἞学㝔大学、*5⇃ᮏ大学 

*1Tokushima University *2National Institute of Technology, Akashi College 
*3Iwate Prefectural University *4Meiji Gakuin University *5Kumamoto University 

 
せ⣙㸸ᮏ◊✲では、対㇟㡿域の固有性に対応できる教⫱タィ専㛛家㣴成◊✲の一⎔で、

㧗➼教⫱ᶵ㛵において授ᴗコンサルテーションά動をヨ⾜した。㸰事例において授ᴗ改

善提᱌がおおむね採⏝され、クライアントの想いに応えたことをアンケートで☜ㄆした。 
 

キーワード㸸  教⫱タィ㸦ID㸧、専㛛家、≉定㡿域、授ᴗコンサルテーション  
 

㸯㸬はじめに 

 ⴭ⪅らは教⫱タィ㸦インストラクショナルデザイ

ン㸹ID㸧に㛵する㧗い専㛛性を前提とした、≉定㡿
域に強い教⫱タィ専㛛家の㣴成に取り⤌んでいる。

その中で、㧗➼教⫱ᶵ㛵をフィールドとして㛵㐃プ

ログラムの最上位に位⨨づく「大学∧上⣭ ID専㛛
家㣴成ㅮ座」をᵓ想し㸦1㸧、修了⪅の具体ⓗά動とし

て授ᴗコンサルテーションを想定した。日ᮏの㧗➼

教⫱ᶵ㛵では、FD ά動の一つとして、FD の専㛛
家が個々の教員に一対一で㛵与し、授ᴗ改善に取り

⤌む「授ᴗコンサルテーション」というά動が増え

つつある。一方で、国内において授ᴗコンサルタン

トの⬟力㛤Ⓨを┠指した実㊶◊✲はぢられない。 
 ᮏ◊✲では、大学∧上⣭ ID専㛛家㣴成ㅮ座のタ
ィ方㔪を明☜にすることを┠ⓗとしてヨ⾜した、㸰

事例の授ᴗコンサルテーションついて報告する。 
 
㸰㸬授ᴗコンサルテーションのヨ⾜ 

 ᮏ◊✲でヨ⾜した㸰事例のᴫせを⾲㸯に♧す。 
 両ケースとも、専㛛㡿域のᮏ㉁や授ᴗに対する教

員の想いに㏕るため、「ある㡿域から多くの学びを

得るための問い㸦㸶つの㉁問㸧」(2)と授ᴗ内容に㛵し

て、半ᵓ㐀化インタビューを」数回実施した。加え

て㠃ㄯ以外の⊂⮬ㄪᰝも実施した。㠃ㄯ➼の合㛫に

はⴭ⪅らが㞟まり、得られた情報の共有とㄢ㢟を整

⌮しながら㆟ㄽを㔜ね、最⤊ⓗに改善提᱌に⮳った。 
 
㸱㸬⤖果 

授ᴗコンサルテーション⤊了後に、クライアント

にアンケートを実施した。改善提᱌の採⏝について

は、ケース㸯では㸲Ⅼ中㸰Ⅼ、ケース㸰では㸲Ⅼす

べての提᱌を採⏝したと回⟅があった㸦一㒊採⏝も

含む㸧。また、「提᱌内容はあなたの想いに応えるも

のでしたか㸽㸦㸵件ἲ㸹㸯が⫯定㸧」では、ケース

㸯では参⪃意ぢ㸯が㸱、その他の提᱌が㸯、ケース

㸰では提᱌㸰が㸲、その他の提᱌は㸯であった。 
 
㸲㸬⪃察 

今回のヨ⾜を㋃まえ、大学∧上⣭ ID専㛛家㣴成
ㅮ座のタィ方㔪を㏙べる。 
㸦㸯㸧クライアントとの㛵係性を⪃慮する 
コンサルタントとクライアントとの㛫に⫋務上

の上下㛵係があると、改善提᱌がしにくい㸦または

断りにくい㸧。そこでㅮ座においては「同僚」にク

ライアント役を依㢗するのがᮃましい。 
㸦㸰㸧提᱌の前に㠃ㄯを」数回実施する 
コンサルタントの専㛛外である㡿域のᮏ㉁や教

員の想いに㏕るには、㸯度のインタビューでは㞴し
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いことがわかった。ά動初ᮇの安易な提᱌は㑊け、

実態ㄪᰝを⥥密に⾜うことが㔜せである。 
㸦㸱㸧一㐃のά動を支援するツール⩌を‽備する 
㸶つの㉁問については、クライアントのヰしやす

さを⪃慮して、㡰序や文ゝに修ṇが必せである。ま

た、授ᴗ改善につながる情報をさらに引き出すため

には、ID のほⅬの㉁問も必せだと⪃えられる。一
方で、㠃ㄯ後に情報収㞟₃れを⮬己チェックしたり、

改善提᱌の᳨ウを支援したりする、コンサルタント

のᴗ務支援ツールを整備することもồめられる。 
㸦㸲㸧ID専㛛家同士の情報共有と㆟ㄽを⾜う 
ᮏ◊✲のά動中にⴭ⪅らが㆟ㄽを㔜ねたことを

㋃まえ、ㅮ座は受ㅮ⪅同士による㆟ㄽを中心とした

ワークショップ形式がᮃましいと⪃えられる。 
㸦㸳㸧クライアントに寄りῧう提᱌を優先する 
 インタビューデータなどを᰿拠としてクライア

ントの想いに寄りῧう提᱌を優先しているかどう

かが、ᮏㅮ座のホ価のほⅬになるだろう。 

 以上を㋃まえ、今後はプロトタイプㅮ座をタィ・

㛤Ⓨし、形成ⓗホ価を⾜う予定である。 
 
ㅰ㎡ 
ᮏ◊✲は、平成 28㸫32 度文⛉┬⛉◊㈝㸦基┙◊✲
B㸸ㄢ㢟␒号 16H03081㸧の⿵助を受けている。 
 
参⪃文⊩ 
㸦1㸧 㕥ᮌ克明・市川尚・㧗ᶫ暁子・➉岡⠜Ọ・

᰿ᮏ῟子㸦2019㸧大学∧ ID 専㛛家㣴成上
⣭ワークショップのᵓ想とその体⣔化㸬日

ᮏ教⫱工学会➨ 35回全国大会㸦名古屋国㝿
会㆟場㸧Ⓨ⾲ㄽ文㞟㸪85-86 

㸦2㸧 㕥ᮌ克明・市川尚・㧗ᶫ暁子・➉岡⠜Ọ・

᰿ᮏ῟子㸦2018㸧授ᴗ担当⪅インタビュー
による「思いに寄りῧう提᱌」の基┙づく

り㸬日ᮏ教⫱工学会➨ 34回全国大会㸦ᮾ北
大学㸧Ⓨ⾲ㄽ文㞟㸪317-318 

⾲㸯 授ᴗコンサルテーションのᴫせ 
 ケース㸯㸦A大学㸧㸸文化心⌮学入㛛 ケース㸰㸦B㧗専㸧㸸㟁Ẽ回㊰ II 

1. クライアント 大学教員Ṕ ⣙㸱年 㧗専教員Ṕ ⣙㸵年 
2. 授ᴗᴫせ 㸯単位、全㸶回、教㣴教⫱⛉┠㸦㑅択㸧 㸰単位、全 30回、専㛛必修⛉┠ 
3. 対㇟学⏕ 主に学㒊㸯㹼㸰年⏕が受ㅮ㸦⣙ 60名㸧 㧗専㟁Ẽ情報工学⛉㸰年⏕㸦⣙ 40名㸧 
4. 㠃ㄯ回数 㸰回〔2017.7.13 / 2017.10.26〕 㸱回〔2017.7.12 / 2017.7.24 / 2018.2.7〕 
5. 㠃ㄯ以外のά動 eラーニングコンテンツの㜀ぴ、シラバ

スの入手、学⏕アンケートの㜀ぴ、学⏕

の提出≀☜ㄆ、㛵㐃書⡠の㏻ㄞ 

授ᴗぢ学㸦㸰回㸧、シラバスの入手、卒ㄽ

テーマの入手、受ㅮ学⏕との㞧ㄯ、成⦼

☜ㄆ 
6. インタビュー➼

の分ᯒ⤖ᯝと改

善提᱌の基ᮏ方

㔪 

ᮏ⛉┠の≺いは、学⏕にとって㌟㏆な場

㠃で、授ᴗで扱った⪃え方を使ってこれ

までと㐪うぢ方で⪃える㸦たとえば個人

の問㢟にせず、♫会や仕⤌みの問㢟と捉

えて多ᵝな人との㛵わりからゎỴ⟇をぢ

出す㸧ことだと思われるが、最⤊ㄢ㢟で

はテーマであるLGBTの文⊩ㄪᰝに⤊始
する学⏕も少なくなかった。また、ẖ回

の学⩦内容と小ㄢ㢟に㱈㱒がぢられた。 

この⛉┠を含むこの㡿域のゴールは、㟁

ὶの振る⯙いを明らかにして、人㛫の⏕

άに役❧てることだとわかったが、授ᴗ

は基♏ⓗなィ⟬㔜どであった。学んでい

ることが⌧実⏕άにどう役❧てられてい

るのか、授ᴗでさらに♧す必せがある。

また、学⏕がどのあたりを学んでいるの

かを把握することにより学びのぢ㏻しを

持つことが必せであると⪃えた。 
7. 改善提᱌日 2019年 4月 22日 2019年 2月 13日 
8. 改善提᱌内容 提᱌㸯㸬最⤊ㄢ㢟の変更 

提᱌㸰㸬ẖ回の小ㄢ㢟の再☜ㄆ 
参⪃意ぢ㸯㸬全体ᵓ成を♧す 
参⪃意ぢ㸰㸬㌟㏆な具体例の㏣加 

提᱌㸯㸬学⩦┠ᶆの㏣加 
提᱌㸰㸬導入事例のά⏝ 
提᱌㸱-㸯㸬学びの㐍捗把握㸦⛉┠㛫㸧 
提᱌㸱-㸰㸬学びの㐍捗把握㸦⛉┠内㸧 

9. 提᱌の採⏝ 提᱌㸯と参⪃意ぢ㸰について改善 全ての提᱌について改善 
 

��

��



大学版上⣭ ID専㛛家㣴成ㅮ座䠖授業改善支援䛾䛯䜑䛾㉁問䛾㛤発 

Development of Questions toward Making Acceptable Suggestions through Interviews 
 

➉岡 ⠜永*1、㧗橋 暁子*2、市川 尚*3、根本 淳子*4、㕥木 克明*5 
Atsue TAKEOKA*1 Akiko TAKAHASHI*2 Hisashi ICHIKAWA*3 Junko NEMOTO*4 

Katsuaki SUZUKI*5 
*1明▼工業㧗➼専㛛学校、*2徳島大学、*3岩手県❧大、*4明治学㝔大学、*5熊本大学 

*1 National Institute of Technology, Akashi College, *2 Tokushima University, *3 Iwate 
Prefectural University, *4 Meiji Gakuin University, *5 Kumamoto University 

 
せ⣙㸸特定ᬻ域に強い教ᑎᜫ᜛ᴥIDᴦ専ᩌ家を᭴成するᆅሱの一環として、ID専ᩌ家が

同僚などのᆅሱᐐが担当する授業の改善を支援できるツールをᩒ発した。学生向けにᐎ

案された「あるᬻ域から多くの学びを得るための問い」を援用し、改善を᥾ね、ᬻ域の

本᠎から、教えたいことを理ᜓし、想いに寄り添うことのできるツールにできた。 

キーワード㸸  教ᑎᜫ᜛ᴥIDᴦ、専ᩌ家、特定ᬻ域、半構ᣲ化インタビュー 

 
㸯㸬はじめに 

ኂᐐらは同僚などの授業改善を支援できる教ᑎ

ᜫ᜛ᴥIDᴦ専ᩌ家の᭴成ផ座をᩒ発しているᴥ1ᴦ。

これまでに、大学生の導入教ᑎ向けにᩒ発された

「あるᬻ域から多くの学びを得るための問いᴥ以下

ᴥ問いᴦ」ᴥ2ᴦを参照して、ID 専ᩌ家とは異なるᬻ域

の授業を担当するᆅሱᐐに対する「授業コンサル

テーション」をᚐってきた。これらのインタビュー

の中で、ᬻ域にᩜᣵする᠎問の中に、ᆅሱᐐᒲらの

授業のᩜする想いがᰚ明に᚜れることがわかって

きたᴥ3ᴦ。本ሟではこのᆅሱのもう一つの成果として、

上ᜤの「問い」を援用してᩒ発した授業改善支援

ツールについてᣖべる。 

㸰㸬研究の方法 

最ጶኂᐐを᪍くኂᐐらがᡵᣋなᆅሱᐐの協力を

得て、「問い」を参照した半構ᣲ化インタビューを

実施した。ፀ果を持ち寄り検᜞し、ᬱᄻをᣜ加し再

度インタビューをᚐうというプロセスを最大でᴰ

回実施した。 

㸱㸬研究の⤖果 

初回は、᚜ᴮの「問い」に沿ったインタビューを

ᚐった。当初、ᬱᄻ 1の「ᇼᄻ」を「教ᇼ」として

おり、担当ᇼᄻにፄりᣅんだኌえを得ることが出来

なかった。ᣵ動して、ᴯ以下のᬻ域についてのኌえ

も「物体のᤆ動を効率よくᚐうこと」など、抽៎ᄑ

なものとなってしまった。 

᚜ᴮᴷあるᬻ域から多くの学びを得るための問い 

1. このᇼᄻ
*a

を学ぶ主たるゴールは何かᴼ 

2. このᬻ域の人たちがᤎ成しようとしていることは何か  O

3. 彼らはどのような問ᭉを᠎問しているかᴼ彼らはど

のようなሗ᭒の問ᭉをᜓ決しようとしているのかᴼ 

4. 彼らはどのような情報やデータをᪿめているかᴼ 

5. 彼らのᬻ域に特有の情報収ᪿ方法は何かᴼ 

6. そのᬻ域で最も基本ᄑなᐎえ方・概念・理ᝲは何かᴼ 

7. このᬻ域を学ぶことでᒲ分ᒲᡵの世の中の᛻方にど

う影ᬭするだろうかᴼ 

8. このᬻ域からの成果が日常生活にどう使われているか  O

ᦣ木・Ꮹᮗᴥ2018ᴦᴩ᚜ 5-3ᴥp.51ᴦ
*a

は当初「教ᇼ」 

ᴯ回ᄻ以᪃のインタビューでは、ᆅሱᐐが担当し

ている特定のᴮᇼᄻにፄり、そのᇼᄻにᩜᣵするᬻ

域にፄった。その他、前後ᇼᄻとᬻ域とᇼᄻとのᩜ

係を明ᆬにする᠎問をᣜ加し、具体例とᬻ域の専ᩌ

外の人にもわかるᝢ明をポイントとし、再度インタ

ビューをᚐった。 

さらに、日本教ᑎ工学会の FD セミナーで有用性

が明ᆬなᬱᄻᴥ᚜2の8ᴦとオプションᬱᄻを加え、

ᬲ序を入れ替え作成したものを᚜ᴯにᇉす。 

㸲㸬おわりに 

ᆅሱᐐが担当している授業の改善を支援するた

めには、ID の専ᩌ家はそのᬻ域の本᠎をᐨき出す

ことをᣮじて、本当に教えたいことを探る必ᛵがあ

る。そのためのツールの 1つを整備した。今後、ツー

ルの᜻価をᚐっていきたい。 
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ㅰ㎡  

本ᆅሱは、平成 28ᴪ32 度文ᇼᅁᇼᆅ៵ᴥ基ᄷᆅ

ሱ Bᴷᝥᭉ番号 16H03081ᴦのᛃ助を受けている。 

参⪃文献 

ᴥ1ᴦ ᦣ木克明・市川尚・ᯚ橋暁子・ቩ岡ኹ永・根

本淳子ᴥ2019.9ᴦ大学版 ID専ᩌ家᭴成上ጥワー

クショップの構想とその体ጕ化ᴫ日本教ᑎ工学

会ቼ 35 回全国大会ᴥ名古屋国᪨会ឰ場ᴦ発᚜

ᝲ文ᪿᴩ85-86. 

ᴥ2ᴦ ᦣ木克明・Ꮹᮗのゆりᴥ፾ᕻᴦᴥ2018ᴦ『学᏿

ᜫ᜛マニュアル 「Kおとな」になるためのイン

ストラクショナルデザイン』北大ᡅ書房 

ᴥ3ᴦ ᦣ木克明・市川尚・ᯚ橋暁子・ቩ岡ኹ永・根

本淳子ᴥ2018.9ᴦ授業担当ᐐインタビューに

よる「思いに寄り添う提案」の基ᄷづくりᴫ日

本教ᑎ工学会ቼ 34 回全国大会ᴥ東北大学ᴦ発

᚜ᝲ文ᪿᴩ317-318. 

᚜ 2ᴷ授業改善支援のためのᴵつの᠎問 

質問をする前の準備〔改善提案をᚐうᇼᄻのシラバスを入手する〕 

８つの質問 

科目 

ᴮ 
担当している科目の␿ー⑶ 

(A)学生に学んで欲しいことは何かᴼ 

ᴯ 

その科目の前提・後続科目 
(B)前提、後ፖᇼᄻはあるかᴼ それらのゴールは何かᴼ 

(C)ᇼᄻ同士はどうつながっているかᴼᴥカリキュラム構成ᴦ 

(D)卒ᝲのテーマにはどのようなものがあるかᴼ 

ᴰ 

その科目の内容 
(E)そのᇼᄻで何を教えているかᴼ 

(F)何をどう教えているか ᴥO授業ルーチン、ポリシー、想い、ᐎえ方、こだわりなども含むᴦ 

領域 

ᴱ 

その科目を包含する領域の要点 
(G)担当しているᇼᄻはどのようなᬻ域に含まれるかᴼ 

(H)そのᬻ域のめざすものは何かᴼ 

(I)そのᬻ域の基本ᄑなᐎえ方・概念・理ᝲは何か ᴥO「これがわかっていないとこのᬻ域が理

ᜓできない」とᐎえられるものは何かᴼᴦ 

(J)基本ᄑなᐎえ方・概念・理ᝲがᛓ数あるならそのᩜ係性はどのようなものかᴼ 

(K)そのᬻ域の中で、あなたはどのようなᆅሱに取りጸんでいますかᴼ 

ᴲ 

領域の影響範囲 
(L)このᬻ域ᴬあなたのᆅሱを学ぶことで学び手の世の中の᛻方はどう影ᬭされるかᴼ 

(M)このᬻ域ᴬあなたのᆅሱからの成果が日常生活にどう使われているかᴼ 

ᴳ 

その領域の中の科目担当者の立ち位置 
(N)ᆅሱᐐᒲᡵのᆅሱテーマは何かᴼ どのようなリサーチクエスチョンᴥRQᴦを቏てている

かᴼ 

(O)RQ にኌえるために、どのような情報やデータをᪿめているかᴼ 

(P)情報やデータをᪿめるための特有の方法にはどのようなものがあるかᴼ 

領域から再
度、科目へ 

ᴴ 

領域と科目の関係 
(Q)ᬻ域の特ᓨは、このᇼᄻにどう生かされているかᴼ 

(R)ᇼᄻのゴールᴥ学生に何を学んで欲しいと思っているかᴼᴦ 

(S)前提・後ፖᇼᄻᴥ前提・後ፖᇼᄻのゴールは何かᴼこのᇼᄻとどうつながっているかᴼᴦ 

(T)ᇼᄻの内容ᴥこのᇼᄻで何を教えているかᴼᴦ 

最後に ᴵ 

続けたいこと・変えたいことなど 
(U)困っていることはあるかᴼ 

(V)ፖけたいことは何かᴼ 

(W)変えたいことは何かᴼ 

質問をより深めるための␵③⑂⑲⑾ 

 (1) 授業᛻学ᴥ᠎問の前後にᴦ 

(2) 使用している教ᇼ書・ᥓ付៾料の入手ᴥ必ᛵならばᄻをᣮすᴦ 

(3) そのᇼᄻ・ᬻ域の基ᇀ学᏿ᴥᒲ分の専ᩌᬻ域と大きくかけᫌれている場合は必ᛵとなるかもᴦ 
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Change in the motivation of students who have taken active learning classes 
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Affective Learning to Support Self-Directed Learners: 
 A Case Study of Faculty Development Workshop at the Junior Courage  

 
ţó�Į  

Tomomi TAKABAYASHI 
C;Sg«±  

Cyber University 
 

ļĨŪðĝġ�%dg?E^LX$´Œ7œ*	��ķÄĘ±į#���±8�á��

ĠøĘ#±'$XcIG#Ŝ65� �30�#"3�-$ÓĂ ���ëþ$±ē$

¯7×2Ŕ2"�1ęù#���ń{7İ	3� 7Ûö�3�*��ÒôČ ��Kuji

#03cFL?\Na#¥���ėºĘń{$dg?EgO$àĸ7Ĺ���3���

>gdgPŪ   FD�dg?E^LX�ėºĘń{�9?M:W_gRe@�ķÄĘ±į  

 

�����	��

� ĥ	$"�ŊŢ#�2Ī,�-$ä��Ķ�$

ÇļÌ�ŎŌ�43� �*��áÙ-±įT_K;
Z$¨Ü�ő
��3� #u��·ņĘfkvĘ

�Ć�±'/�9?M:W_gRe@#·�3ăę

%zĉ ��ţ�**��3�Ķ�Ę"±į�Ā-

14��3� #���%�ţĤáĵ$đ¦#
�

�.�ŖĒŀ#"2���3�2019 Á 5 ì#ėĻ
�4� 2016ÁÂ$ãŘğ±Ěŋõ$īô#04&�
�¡$«±$Ĩ 86.5%�9?M:W_gRe@7
�2�4�Ù÷7Ĺ"���3 ĥ	��3ťãŘ

ğ±Ě 2019Ŧ�Ķ�Ę"±į ��Î��9?M:
W_gRe@7Ø	3Ş�đ£�%) 8!$ţĤ

áĵûŜ�´æ�4��3 Ł	3�5�� 
� ����́ Ş$ �59?M:W_gRe@$Ó

Ă#���Ė�/i²7Ô�á¿%ª��ĝ}Rg

H"!$ŋõ�.�agW`L?/±įÒô�Ŀ��

@cgSa·É�č�ßÝ"!#ĭ���9?M:

W_gRe@#���$ļî�Ľ143��$ê�

ķ¾ŋâ±į/ķÄĘ±į$ĝġ%�9?M:W_

gRe@7Ĕ��áÙĄ�#i²/ÑÊ7Ô�á

���# ���İ#"3 �43� .�4&�

±ē$ķÄÌ#Őr7®ŏ��áĵà�Ą�7Ś�

��3Ēĕ#x643¦�.�3� 
� ţóť2018Ŧ%�  1$0�#�ķÄĘ±į%B
Y]RAgE^e$XcIG ��ňè�3� 

��Ķ��2�±įı�ď�Ò2Ģ�.$�%"�

� 7Ğ����4%�áĵ#���$tĬĘ"İ

	å#��.$�%�3.$$�hŕ$0�"Ďā

#
��%È414����3ĿĈ��3��$ê�

ķÄĘ±į$�-#%qı$°£�Çļ��3�

 /�ßÝ��Ķ��3� #���ÿ�
7Ć-

3ĝ}$Çļ ��ş�7ÕÞ�3� ��
3� 

  1 ķÄĘ±į$XcIG\Na 
 

�����
��

� ðĝġ%�ķÄĘ±į$Úŗ�'ßÝ7Ĺ�á�

��#·��ÐÂ¨µ7|��-$åĂ7İ	3� 
� č#� Ũ#Ğ��ķÄĘ±į$XcIG\Na

$!$þŝ�.qı $�"�2��2���á�

#03ßÝ��Ķ��3� #���ěōĒŀ7

Æ3���"���$Ēŀ#¥��ķÄĘ±į#·

�3ÐÂ¨µ7|��-#!$0�"Ą��í�

��3�7İ¶�3� 7ęĘ �3� 

��

��



����
�� 
� o�$´Œ%�j¡¤å AĜï«±�yÁ©#Ĺ
64��3��$ FDĝ}s#
��Ĺ64�̧ r

á� 11�j 9�������9;GWb;?�'
��ı$RgH�òdg?$Å%�ķÄĘ±į$ļ

ĩ7ý�Ęf�vĘ�Š�1ŀň��  1#Ğ��
3 þŝ#03Ēŀ7|���$Å�3 þŝ7œ*	
�±ē$ĒÍ$¯#����á��1!$0�#Ľ

	3$�#���~ndg?f@agXdg?7Ĺ

���vV:gPSL?7Ĺ��� 
� ´Ş#ķÄĘ±į7ęù ��±ē$±'$X

cIG7Ě¶Ę#İ	3Ş#�!$0�"þŝ��

2�á����ßÝfp��3�ĶÌ��3$�ÿ

�
7|�~ndg?f@agXdg?#���%�

Kuji-Shikatani (2019)#03¨�$ĒŌ#¥��
cFL?\Na$dg?EgO7�İ#���ħé

ċcFL?\Nať¨�$ĒŌŦdg?EgO�7

Ĕ��ť ũ�ĊŦ 

  2 dg?EgOĽð 
 

�����

� ķÄĘ±į#����ßÝ$ĿĈ#Ģ�� 7|

�ĝ}%�ń{ĘËİ7�2�43"!$½¬7Ĺ

�"�1�ķÄĘ±į$G\gaGMLX#ÿ��

0�"Ě¶dg?#0���ôĘ#´æ�
3�

ĶÌ��3�o�$��ı% 100%�oÅ$ÐÂ¨
µ#���Ĵ³Ę"�ĥ7Ĺ���3��¹ľú�

�ħé"9eAgO#03īô��2�ÐÂ¨µ#

���%śïĘ�ô7ć³�3;eJU]gŋõ

"!�Çļ �43� 
� ð´Œ7Ŗ��oÅ$Ğ� ���p�ı$BY

]RAgE^eĶ�$ĝġ$ÇļÌ�Ö�143�

ðĝġ�¢� �3ń{ĘËİfėºĘń{ �N

D;eĝġ#
��%�!�1$ĝġ#
��.�

47´æ�3�-$Ķ�ťcompetencyŦ#���$
ĝġ��2ťMcKenny 2018, CES 2018Ŧ�!�1
#
��.ţ�BY]RAgE^eĶ��Çļ 

�4��3��4%�ibstpi"!$;eGO_?E
^QafND;e#
�3�ôĘBY]RAgE^

e$Ł�#.Ŗ�3.$��3�ðĝġ��2h�

�´Œ#
�3á�$§�1.�BY]RAgE^

eť�$¦�%k#·ņ7Î��3Ŧ$�$řļÌ

�Ĳ�4�� 7�6��İ	3 �đ¦#
��

�Ï/ňÆ��ĳ"!$G>a�Çļi�ü��3

� #����±ĺĘŎŌ�ŗ+­-��3 Ł	

3$�%"��5���ķÄĘ±į#
�3BY]

RAgE^eXcIG$°£%ŨĦ�ŕ(�Ŗ2

��3��áĵà�$�2Ī+#p��3h�$B

Y]RAgE^e$ą4/řļÌ#���.oÅ

$ŎŌ�ïÃ�43� 
 
� �İãĐ 
ť1Ŧ� Canadian Evaluation Society. (2018) Comp- 

etencies for Canadian evaluation practice. 
CES national board, 
https://evaluationcanada.ca/txt/2_competen
cies_cdn_evaluation_practice_2018.pdf 

ť2Ŧ� Kuji-Shikatani, K.ť2019Ŧń{ĘËİ#¥�
�áĵXc@_ZŃłŪ=QKf<eJ`<¼

$ly�1. ICU @cgSaŁŇáĵĝġI
eJgģ 3�ĝġys. 2019Á 2ì 20çŧ
ñm. 

ť3Ŧ� McKenney, S. (2018) Conducting Educatio- 
nal Design Research. Routledge: NY 

ť4Ŧ� ãŘğ±Ěť2019ŦÀÒ 28ÁÂ$«±#

�3áĵ�µĤ$àšĎā#���

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/daig
aku/04052801/1417336.htm 

ť5Ŧ� ţó�Įť2018ŦBY]RAgE^eXcI
G ��$ķÄĘ±įŪ[N:9$9?IG

 ŉŀ#ăę��±į\NawÒ$Ņ+. ç
ðáĵ[N:9±sģ 25�«s . 2018Á 11
ì 24ç. Ť�»ŧ 

 
 
 

 
��

��



ÎÆĎ»ųńÆŗřĴXRVjõńĂGĢĴ &�

ïĒeXjƊĸ2&=2¼łŶčŀň�

Digital textbooks for elementary school Japanese language learners 
Basic research for developing lesson models 
�šÖĝ*� � �      uÑq­** 

Yukie SATO*     Hitoshi NAKAGAWA** 
ƇĞÿņÂÆ*         ôƀÂÆ** 

Kanazawa-Seiryo University*    The Open University of Japan** 

 
ŤőƢĈŀň-3�ÎÆĎ»ųńÆŗřĴXRVjõńĂGĢĴ"CïĒeXjGƊĸ"C

&=2¼łŶčŀňGÈû &
ơ°2õÔ2ĢĴ�AÆŗřĴXRVjõńĂGĢĴ ,

>�õÔ2ïĒũ�żñ�D0�D4��D;-2Œ2õńĂG�),q÷íÍ"CïĒů

Ŭ.¯!10C�.GŃ³"C�.-�&
�Ŋ2Ļz�ĴG� �Æŗ�Ê2<-30�

ÆŗúĠ>Æ6�.2-�CïĒeXj. ,3�Ơ§�ĀƋ2ÆŗíÍĐGuÜ1Ɗĸ"

C�.2ÝŤá�ť�,�&
 
MpmpZƢ ÎÆĎ»ųń� ÆŗřĴXRVjõńĂ� ïĒeXj� Ɗĸ 
 

JI!E�>.�

� �D;-�öƅńÆļ?ŕ¤ļ2Ĕ�0yĒ1@B�

ÆŗřĴV_kWYŋć?\WYmpNG�=."C

ICT Ėµ2ÆŗĲ¿1*�,2ÈŰÈƚ>œx �ā
©ęƍ1�),�C
.�E��qŞĹ0õ²��ICT
Ėµ?XRVjõńĂG/2@�1�)&A@��.

���.�¦�1ıŪ�D0�;;�ÆĎİ¾1ė�

.Í��D,�,�C.��İį�ť�C
�A1�

öƅńÆļ3�2019Õ×�AÆŗřĴXRVjõńĂ
.Œ2õńĂ2�ĴGŲ=&
 � ��DAGĢĴ

 &ÆŗíÍ1ŝ),3�9:ŀň�D,�0�
u

ÑAƝ2016ƞ3��Ŋ2ÆŗřĴXRVjõńĂ2Ķ
ƕr2Ă�ž<ó�1ƌ ,��ŊA�Ŝ�0B2Æ

ŗSVKj�iTc-Ă�ž<?Ɩ2Ņ£ŎGŢ),

�C.���.GþA�1 &
�2@�0Æ5ú3�

�D;-}r1İ¾õÔ2ÆŗíÍ1ĦwGê�¬ś

áGæß �ĈŀňGĽã"C1ŝ)&
 
KI:;�98�

ÆŗřĴXRVjõńĂGĢĴ"C�.1@B�Ä

/>�Ą ,�C$D%D2ÆŗŔƚ?ĳĢŔƚ�$

D%D2�áĹ0Æ5úGŧŨ¥ �Ļz�ĴĹ0ƌ

�á2>.-ùÆŗíÍŤƗ�=�"v�ĹoÌűĹ

-ĥ�Æ52�CïĒG¬ś1"CïĒeXjGƊĸ

"C�.GăœĹ0ĺĹ."C
Ĉŀň1��,3�

$2¼łŶč. ,ÈƎ1ÆŗřĴXRVjõńĂ�

/2@�1ïĒ-ĢĴ�D,�C�GŶč�ïĒeX

j1ÝŤ0Ť~GÍ��"�.1�C
�

LI:;�-4�

���:;%B�

ƠÆą�AÆŗřĴXRVjõńĂGĢĴ &ïĒ

GÈû ,�C 3°2õÔ1ĢĴŶčG�Ƙ"C
ơ
°2õÔ2`l^Jpj3�}s2ƁB-�C
 
AõŷƢ»ų2ŀňðƂĎ2õÔ
Ĭƃ &ŔƚGì
(�Ď�ŀňŎ1��,>ŇēĹ1Ř�Gſ8,�C
 
BõŷƢ»ų2ŀňðƂĎ2õÔ
şèõ²-�C��
2018Õ×ïĒ�ƊG"C.��VSN��C
 
CõŷƢíÍřĴXRVjõńĂ2Ɗĸ�AƌF),
�B�XRVjõńĂ2ĢĴĘ�ă>Ɖ�
 
���A1 #�

�Ơ§�ĀƋ2�Í��ÏƊ�;.=�2/2ęƍ-�

ÆŗřĴXRVjõńĂ2/2ĖśG/2@�1ĢĴ

 &��@5�ĢĴ2äº��å!&�.�GŮſ"C

QpYG�ç�ŮſG�Ƙ"C
 
	ŌƠōř3��§�2ƠĀƋ2ïĒG¨ũ �]X

L-Ůƈ
����ĀƋ��Ŋ�@5õÔ2ĸű���Æŗř

ĴXRVjõńĂ2Ėś2ĢĴ���ƔūųĹŢĪ?į

��

��



ğ�ƒ¹ě�Ŏ�öÅūų. ,Ă�Ź�"
��


ơ*2ïĒGĚŽđŭ
�Ɓĩ.Óķĩ.$2Ť·

GŘË �ïĒeXj1ÝŤ0Ť~Gé�"C
 
MI<0�=$�

���*&
@C����� #<0���

��ĨÅI[dpQgn�2�Ĵ�A��Ã=,�C


�D;-2Œ2õńĂ->ŢFD,�&�ŖGØ��

�A�bKƜĊ�2ĖśG��ÆŗĢ£7.ŅŢ ,

�C
�bKƜĊ�.3��º 1�1�C@�1�öŉ
GĿ�1�B«C�.�-�CĖśGí"
 

 
� � � � �"�N��F/��
�=	�+6��

�A�@5Bõŷ3�ÆŗřĴXRVjõńĂG�Ĵ
"C.ĀƋ�źB0�0C�.Gíò �Į1Aõŷ
3���-2ıŪ3�D;-2Œ2õńĂ.ĚŽ"C

.�ƛ�0�2-30��.æß ,�C
 
�B õŷ2�ĢĴ2äº�1���4�ŖGØ���
C�.-ŧŨĹ1Ĉö��Gî��#C��ƐD&´�

Gã��#C�.-uÜĹ0yČGî�C�Ŏ�»ų

2õĉŀňGŇH-�C�.�ðħ�DCŮſ�ťA

D&
;&��Ŋ2ť.B1��,>��Ŀ�2ĖśƝb

KƜĊƞ� 2¶ĺ')&&=��=3?Bú1¸C�
Ŋ�Á�ťAD&��Îť� G*�C�.-Ŧ á1

ě+��.�-�&�Ŏ��ŊGť.C¢>*�,�

,�C�.�ðħ�DCŮſ�ťAD&
 
���)3@D���

� ĸ´1@),õÉ�2��2�Ŋ��üĄ2ľŸ?

t�AD&â½GĴ�,�� A2ŏ�GĜ=,Ř�

Ã=C
ÙīõÔ3�Ŋ�Ř�GÒA#CĀƋGơõ

Ô�1�Ə ,�&
;&�$D%D2ŵƙ1Þ!,�

�D;-2Œ2õńĂ->ŢFD,�&�ŖGØ��

.��ÆŗíÍĠ>�FD,�&
 � �Aõŷ.
B�@5Cõŷ2ïĒ-Â�0ĻƄ�ťADC¾ƕ�
�C
Aõŷ3#)���ŊŜŻ-ť*�� ,�&

â½G�ŏ�G®F#C�.��ūŠG�),�ĸū

G� &
*;B�#)��2�Ŋ2Ř�Gĳ�"ï

ĒÏƊG"C2-30��øĭĹ0ľŸ2ġ�1Àñ

 , ;)&.��@�
B�@5Cõŷ3��Câ
½G«B� �$2â½2��1*�,ű ®�Gì

&#,�&
aI?��-2ű ®�2u-�§1ľ

ŸGÛC'�-30�z�2Ř�2ďë1*�,{ģ�

�Ř"CĔÄ�ũË�D&
ľŸGÛC�.G=�"

2��àŘ"C�.GÂy1ïĒXPKn"C�.�

��..2Ƌ13�Â�0Ƅ���C
ľŸ3õÔ2

Ŵþ1@Bġ��DC>2'�-30���ŊŜA1

@),¡B� ,��>2-�C.î�C�.�ƆŤ

-�C.Ř�C
  
���)3����(?�?��

�Ɲ1ƞ(2)�A�ÆŗřĴXRVjõńĂG�),>�
õÔ2ïĒũ�żñ�D0�D4��D;-2Œ2õ

ńĂG�),q÷íÍ"CïĒůŬ.¯!10C
$

�-��ŊŜA��§1ľŸGÛC'�-30�z�

2Ř�2ďë1*�,{ģ��Ř"C@�0ïĒGÈ

û"C&=2ïĒeXj. ,�º 2�2`lUSG
Ń"
 

 
�"�N)3���"G2H��

� |Ú3��C§�-sŮ2�	G±=&ïĒeXj

ĐG��¥ �ÆŗřĴXRVjõńĂĢĴĆŔƚř

.Ŕƚř1ïĒGÈû
}s�	2Ť~G�ċ �ï

ĒeXjĐG_hWQfIW` ,��
 
��ĀƋ���C��.G/2@�1ŪĤ"C�2đ

ŭ�ÝŤ-�C
$2&=�§�ŬĶ2u-�ĢĴĀ

Ƌ2Ł��Gť�C@�1Ń"ÝŤ��C
 
	Ơ§�ĀƋ2u-3��→Ojp`©5��2Æ5
7�GůÇ"C
$2Ǝ1�/2@�0ĸ´G �Æ

ŗřĴXRVjõńĂ2/2ĖśG/2@�1���

Ń"ÝŤ��C
 
'7,5�

����uÑq­Ɵ�šÖĝƟuĕƑƟƓÐĵŐ�ÎÆĎ»ųńŴþö

õĉ2ÆŗřĴXRVjVjõńĂ1��Có�.$2äº2�

ċ��ýĈõŚdXJIÆ�Ō��¶ÕėÂ�ĸţªƈ�

��

��



中学校道徳䛻お䛡䜛䝅䞁䜻䞁䜾䝒䞊䝹䛾効果検証 

〜䝰䝷䝹䝆䝺䞁䝬教材䛻䜘䜛事例研究〜 
Verification of effectiveness of Thinking Tool in junior high school moral education 

〜Case study with moral dilemma teaching materials〜 
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   㸺あらまし㸼  㐨徳は教⛉化され、初➼教⫱では 2018 年度から全㠃実施されている。しかし、
㐨徳教⫱の┠指す⌮念が共有されておらず、また教員の指導力が十分でなく、㐨徳の時㛫に何を学ん

だかはっきりしないというㄢ㢟が挙げられている。そこでシンキングツールを使って㐨徳の授ᴗを⾜

なっている中学ᰯをゼ問し、授ᴗで使われたワークシートから⏕徒がどのように意ぢを変容させてい

るのかをㄪべた。その⤖ᯝ、意ぢの᰿拠が増え、⮬分の思⪃を⾲⌧することが㞴しい⏕徒の手助けに

なるということがわかった。 

    㸺キーワード㸼  㐨徳、モラルジレンマ、シンキングツール 、 

㸯㸬はじめに 
 㐨徳の授ᴗ改善・充実のために、㐨徳が教⛉

化され、初➼教⫱では 2018 年度から全㠃実施
されている。文㒊⛉学┬㸦2015㸧は『よりよく
⏕きるための基┙となる㐨徳性を㣴うため、㐨徳

ⓗㅖ価値についての⌮ゎを基に、⮬己をぢつめ、

≀事を(広いど㔝から)多㠃ⓗ・多ゅⓗに⪃え、⮬
己の⏕き方(人㛫としての⏕き方) についての⪃
えを῝める学⩦を㏻して、㐨徳ⓗな判断力、心情、

実㊶意ḧと態度を⫱てる』と㏙べている。

「㐨徳教⫱の充実に㛵する懇ㄯ会」の「今の㐨

徳⫱の改善・充実方⟇について(報告)」2013(平
成 25)年 12月 26日では、「教⛉化」に向けた今
の㐨徳教⫱のㄢ㢟がḟのようにまとめられてい

る。 
・Ṕ史ⓗ⤒⦋に影㡪され、㐨徳教⫱そのものを忌

㑊しがちな㢼₻がある。

・㐨徳教⫱の┠指す⌮念が共有されていない。

・教員の指導力が十分でなく、㐨徳の時㛫に何を

学んだかはっきりしない。

・他教⛉にẚべて㍍んじられ、他の教⛉に振り㏉

られやすい。

また、㉥堀㸦2016㸧には、「㐨徳授ᴗが┠指す
ものは㸺中␎㸼㐨徳ⓗ価値をどⅬに⮬分⮬㌟と

向き合い、⮬分⮬㌟の⌧≧をㄆ㆑することが㔜せ

になる。⮬分の⪃え方、感じ方をより一層明☜に

するためには、それらを多㠃ⓗ・多ゅⓗに⪃察す

ることが大切である」と㏙べられている。 

また、R.リチャートらは「子どもの思⪃を可ど
化して、各⮬が⌮ゎを⠏きあげる仕⤌みにὀ意を

向ける。子どもが⮬分の思⪃プロセスを意㆑すれ

ばするほど、⮬分のㄆ▱ⓗά動を律することがで

きる⮬❧した学⩦⪅となる」と㏙べている。 
R.リチャートらはこうも㏙べている。「受動ⓗ
に情報を吸収することを学⩦とぢるのではなく、

思⪃の⤖ᯝ、意味を主体ⓗに作り上げた⤖ᯝとし

て学⩦が㉳こるのだということを大事にすべき

だ」と㏙べている。そのために R.リチャートら
は㸰つの┠ᶆとして「①⪃えるᶵ会を作り出すこ

と、②子どもの思⪃を可ど化すること」と㏙べて

いる。 
このことから授ᴗの中でシンキングツールを

⏝いることで児❺が多ゅⓗ・多㠃ⓗに㐨徳ⓗ価値

を⪃察することができ、また⮬分の思⪃プロセス

を可ど化し意㆑することで、主体ⓗな判断の下に

⾜動し、⮬❧した人㛫として他⪅とよりよく⏕き

るための㐨徳性を㣴うことができるのではない

かと⪃えた。 
2.研究䛾目的
本◊✲は中学ᰯ㐨徳教⫱におけるモラルジレ

ンマの㢟材においてシンキングツールをά⏝す

ることによって意ぢに対する᰿拠が増えるかど

うかを明らかにする。

シンキングツールとは㸪「アイデアを可ど化し

て⪃えを⏕み出したり㸪共有して協働ⓗに⪃えた

りすることを助けるツールである。」とされてい
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る(2017 年 情報リテラシー教⫱のいま 初➼

中➼教⫱におけるシンキングツールのά⏝ 㯮

上 晴夫)。このことからシンキングツールを使い
⏕徒の⪃えを可ど化することが㸪⮬分の思⪃を⾲

⌧することが㞴しい⏕徒の手助けになると⪃え

ている。 
 以上のことから、これからの学ᰯ教⫱において、

シンキングツールを⏝いた㐨徳の授ᴗによって

個人の意ぢがどう変化したのかを明らかにする

ことが㸪⮬分の思⪃を⾲⌧することが㞴しい⏕徒

の手助けになるということを明らかにする。 
3.研究䛾対象䛸方法 
 本◊✲では㸪広島┴にある T中学ᰯの㸰年⏕の
㸯クラスの 28名を対㇟にする。令和 1年 6月 6
日(木)➨㸳時㛫┠の㐨徳の授ᴗをほ察し㸪実㝿に
その授ᴗで使われたワークシートから㸪シンキン

グツールを⏝いた授ᴗがどのように個人の⪃え

に影㡪を与えるのか分析した。 
4.分析結果 
 本◊✲での授ᴗの指導内容は㸪「マラソン大会」

という㢟材を使って⌮想・努力と友情とのⴱ⸨を

⪃えさせる授ᴗである。中学㸰年⏕のちか子はマ

ラソン好きで去年は㸯年⏕でありながら全体で

も上位でゴールすることができた。今年は㝈⏺ギ

リギリまでẖ日⦎⩦して大会でもⰋい成⦼をṧ

していた。大きな大会を㸯ヶ月後に控えてぶ友の

よしえも⦎⩦を始めた。よしえは小さい㡭から体

が弱かったが今年の春㡭から学ᰯの体⫱にも出

れるようになった。大会の日ちか子は折り㏉し地

Ⅼで全体のトップにたった。折り㏉してしばらく

した時ちか子の┠には㢦をṍめて手でお⭡を抑

えているよしえが写った。この時、ちか子は「よ

しえを励まして一⥴に㉮る」か「そのまま㉮り⥆

ける」かをⴱ⸨するヰである。 
授ᴗのὶれは「マラソン大会」をㄞんだ後ビフ

ォーアフターシートのビフォーに「よしえを励ま

して一⥴に㉮る」か「そのまま㉮り⥆ける」かを

⌮⏤とともにヲしくグ㏙する。その㝿㸪ベン図を

使って両方の❧場に❧ったときにどのように感

じるかをグし、くらげチャートに⤖ㄽ・⌮⏤をグ

㍕する。その後⥘引きチャートで意ぢをクラスで

交ὶし㆟ㄽさせ最⤊ⓗな⤖ㄽをビフォーアフタ

ーシートのアフターの㒊分に書くというὶれで

ある。ここでいうビフォーアフターシートとはシ

ンキングツールを使う前と後で意ぢを書くシー

トである。今回はこのビフォーアフターシートの

ビフォーとアフターの㒊分を分析した。 
 ビフォーの㒊分を分㢮した⤖ᯝ㸪よしえを励ま

して一⥴に㉮るべきと⟅えた人は㸲人、㉮り⥆け

るべきと⟅えた人は㸰㸲人であった。アフターの

㒊分の意ぢが変化することはなかった。 
 意ぢの中㌟をぢていくと㸪アフターの㒊分で

は㸰㸵人のうち㸰㸰人がビフォーの㒊分で書い

た⌮⏤意外に新しく意ぢが増えていた。その中で

も㸯㸰人の⏕徒が┦手の意ぢを㋃まえて新しい

意ぢを書いていた。 
5.考察 
 この分析⤖ᯝの≉徴として多くの⏕徒がビフ

ォーの᰿拠に加えてアフターの㒊分では新たに

᰿拠が増えるということがわかった。その中でも

半数以上は┦手の主張を㋃まえた上で⮬分の新

しい᰿拠を書いていることがわかる。 
 多くの⏕徒が新たに᰿拠を増やすことができ

たというほⅬから㸪シンキングツールを使うこと

が⮬分の思⪃を⾲⌧することが㞴しい⏕徒の手

助けになったとゝえるのではないだろうか。 
 以上よりシンキングツールを⏝いた㐨徳の授

ᴗによって多くの⏕徒の᰿拠が増え、半数以上が

┦手の意ぢを㋃まえた上で᰿拠を主張すること

ができたことから、⮬分の思⪃を⾲⌧することが

㞴しい⏕徒の手助けになったことが♧唆される。 
6.課題䛸展望 
 本◊✲では広島┴にある T 中学ᰯ協力のもと
◊✲をさせてもらったが㸪28 名の 1 クラスしか
᳨ドできていないため㸪データを取る必せがある。

また㸪普ẁからシンキングツールを使っていてあ

る⛬度思⪃を⾲⌧することが得意な⏕徒が多い

という懸念もある。そこで㸯年⏕の最初の時期と

最後の時期のデータをとってどのように変わっ

たのかをぢたいと⪃えている。 
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Verifying action and thought of students, when they create works after using Thinking Tools 
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Examination of video program production materials for upper elementary grades 
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䝯䝕䜱䜰の特徴や効果を探る小学校の授業実践

Practicing elementary school classes to find out the characteristics and effects of media 

保⛉ 一⏕　　　　　 浅井 和⾜ 
Kazuo HOSHINA 　　 Kazuyuki ASAI 
京㒔教⫱大学大学㝔  㐃合教⫋実㊶◊✲⛉ 

The United Graduate School of Professional Teacher Education at Kyoto University of Education 

せ⣙㸸情報があふれている⌧代♫会において㸪♫会で⏕きてはたらく力となる情報活⏝⬟力を

⫱成することは必㡲である。本◊✲では㸪ど⫈⪅の共感を得られるようⓎ信されている公┈♫

団法人ACジャパンの公共広告「ぢえる気持ちに」のテレビCM・ラジオCM・新⪺広告を教材
として取り上げ㸪情報活⏝⬟力の⫱成をテーマに授業実㊶を⾜った。 
 子ども㐩は㸪映像や㡢声の中から制作⪅が意図していることを捉えたり㸪メディアの構成を

つかんで比㍑㛵㐃したりする⤒㦂は多くない。メディアの≉徴やそれらからもたらされる効

果について⪃えていくことで㸪様々なテキストをゎ㔘し情報活⏝⬟力を⫱てることにつなげ

ることができた。 

キーワード㸸  情報活⏝⬟力の⫱成㸪メディアの≉徴や効果㸪比㍑㛵㐃

㸯㸬研究の⫼景 

デジタルネイティブの子ども㐩にとってスマー

トフォンやタブレットPCを使った検⣴をはじめと
する ICT の活⏝は㸪日常⏕活のなかで当然の時代
となった。そのような♫会の中㸪子ども㐩はあらゆ

る情報を取捨㑅択し㸪活⏝していかなければならな

い。メディア教⫱においては㸪子ども㐩に情報活⏝

⬟力を⫱成し㸪実㝿の♫会で⏕きてはたらく力が㔜

せであることは周▱のとおりである。そこで㸪本◊

✲実㊶では情報活⏝⬟力⫱成にど点をおいた。 
㧗学年の子ども㐩は㸪学⩦において様々なテキス

トから必せな情報を㑅び出し㸪ゎ㔘しながらㄞんで

いる。また㸪日常⏕活においては㸪様々な広告や宣

伝に毎日ゐれている。しかし㸪それらの情報につい

て深く⪃えることなく㸪無意㆑にぢているのではな

いだろうか。 
それを㋃まえてACジャパンの公共広告を教材と
して取り上げ㸪子ども㐩が情報をⓗ☜に捉え㸪制作

⪅の意図を⪃えることで㸪情報をㄞみ取る情報活⏝

⬟力の⫱成に向けた授業構成を授業実㊶から検ウ

したい。 

㸰㸬研究の目的 

本◊✲の┠ⓗは㸪教師が子ども㐩の情報活⏝⬟力

の⫱成を図るための指㔪を得ることである。そこで㸪

子ども㐩がメディアの≉徴や効果を捉え㸪映像や㡢

声の中から制作⪅が意図していることをぢつけた

り構成をつかんだりする学⩦の実㊶及び分析を⾜

った。 

㸱㸬研究の方法 

㸦㸯㸧◊✲の対㇟ 
㹉市❧㹅小学校 㸴年⏕㸯学⣭ 㸱㸶名 

㸦㸰㸧授業実㊶の内容 
本単元では㸪AC ジャパンの公共広告「ぢえる気
持ちに」を取り上げる。本テキストは「テレビCM」
「ラジオCM」「新⪺広告」の㸱✀㢮が〇作され㸪⾲
⌧方法の␗なるものの㸪伝えようとする内容は同じ

である。㸱つのテキストを比㍑しながら㸪それぞれ

のメディアの≉徴を捉え㸪ど⫈⪅に与える効果を取

り出していく。子ども㐩に⪃えさせたい各メディア

の≉徴や効果は⾲ 1にまとめ㸪指導⪅のほ点を明☜
にした。 
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⾲㸯 各メディアの≉徴や効果 
 テレビ㹁㹋 ラジオ㹁㹋 新⪺広告 

≉ 

性 

映像・㡢声・㡢・ 

文字・写┿・⤮・ 

グラフなど 

㡢声・効果㡢 
文字・写┿・⤮・ 

グラフ・図ゎなど 

 

 

 

 

 

 

≉ 

 

徴 

 

や 

 

効 

 

果 

・映像と㡢を利⏝

して㸪より分か

りやすく伝えて

いる。 

・Ⓩ場人≀の⾲情

やど⥺で気持ち

が伝わりやす

い。 

・多くの人に意図

ⓗに伝えてい

る。 

・⧞り㏉しぢるこ

とができない。

㸦情報が受け㌟

となる㸧 

・㡢や映像でイン

パクトを与えて

いる。㸦映像と

ゝⴥのタイミン

グ㸪人の⾲情㸪

ストーリーな

ど㸧 

・場㠃を想像しな

がら⪺くことが

できる。 

・声に強弱をつけ

て様子や心情を

⾲⌧している。 

・⧞り㏉し⫈くこ

とができない。 

㸦情報が受け㌟と

なる㸧 

・効果㡢を使うこ

とで㸪場㠃の様

子がわかりやす

い。 

㸦周りの≧況など

をセリフや㡢・

効果㡢・㛫など

の工夫㸧 

 

・文字の大きさや

書き方に変化が

ありどぬにッえ

ている。 

・効果ⓗな演出が

ある。㸦写┿と

文字の㐃動な

ど㸧 

・伝えられる情報

に㝈りがある。 

・ㄞみたいときに

ㄞめ㸪何度もㄞ

み㏉すことがで

きる。㸦情報に

主体ⓗに㛵わ

れ㸪思⪃の㛫が

ある㸧 

 

✀

㢮 
㐃⥆テキスト 㐃⥆テキスト 㠀㐃⥆テキスト 

 
学⩦では㸪テレビCMと新⪺広告の 2つを比㍑す
ることから始めている。そして㸪単元を㏻してテキ

ストをㄞゎする㝿の支援となるようにワークシー

トに「㡢」「ゝⴥ」「印㇟」などの手がかりとなるど

点を入れ㸪ラジオCMとの比㍑においても前時まで
の⧅がりに╔┠できるようにした。また㸪映像や㡢

声が大切になってくるため㸪各グループにノートパ

ソコンを⏝意し㸪グループで映像や㡢声を⧞り㏉し

☜ㄆできるようにした。学⩦の⤊わりには㸪テレビ

CM㸪新⪺広告㸪ラジオCMそれぞれの≉徴やそれ
らからもたらされる効果についてまとめた。 

 
⾲㸰 単元ィ⏬㸦全㸱時㛫㸧 

時㛫 学⩦活動 

㸯 

①これまでにぢたことのある広告や宣伝について

交流する。 

②同じ内容を伝える㸱つの広告を比㍑し㸪気がつ

いたことを⮬⏤に交流する。 

③「テレビ㹁㹋㸪新⪺広告㸪ラジオ㹁㹋の≉徴か

ら⏕まれる効果を探ろう」という学⩦ㄢ㢟をタ

定し㸪学⩦ィ⏬を❧てる。 

㸰 

④テレビ㹁㹋と新⪺広告を比㍑し㸪それぞれの≉

徴から⏕まれる効果をぢつけ㸪まとめる。 

㸱 

⑤テレビ㹁㹋とラジオ㹁㹋を比㍑し㸪ラジオ㹁㹋

の効果についてまとめる。 

⑥これまでの学⩦でぢつけたテレビ㹁㹋㸪新⪺広

告㸪ラジオの効果をまとめ㸪学⩦のふり㏉りを

する。 

㸲㸬授業実㊶の⤖果 

⾲㸱 児❺の学⩦のふり㏉り 
時㛫 児❺のふり㏉り㸦抜⢋分 一㒊┬␎して㌿グ㸧 

㸰 

・伝え方のちがいは㸪新⪺だと何度もㄞめるので

ㄞんでいくにつれて⮬分の⪃えがどんどん変わ

っていくけど㸪テレビ CMだと一度だけなのでそ

こまで⪃えが深まっていかないところです。 

・⚾は毎日受け手として CMをぢていました。CMを

ぢるたびにテーマを⪃えていきたいです。 

㸱 

・ラジオ CMは⣽かい会ヰなどを入れていて㸪映像

がなくても分かりやすく伝わるようにしてい

る。 

・ラジオ CMはテレビ CMのように実㝿に再⌧されて

いないので⮬分の中での想像がしやすいのでテー

マがわかりやすくなるのではないかと⪃えまし

た。  

 
子ども㐩は㸪意欲ⓗにグループで映像や㡢声を☜

かめ㸪それぞれのメディアからⓎ信⪅の意図をⓗ☜

に抜き出すことができた。また㸪⌧代においてラジ

オ CM は子ども㐩にとって㥆染みの浅いメディア

であったが㸪㡢声のみで意図を伝えるための工夫に

子ども㐩が意㆑を向けることにもつながった。 
 
㸳㸬授業実㊶の⪃察と今後のㄢ㢟 

子ども㐩は小学校の学⩦で様々なテキストをㄞ

み取り㸪≉徴を捉えてきた。しかし㸪映像の中から

意図していることを捉えたり㸪構成をつかんで比㍑

したりする活動については初めての⤒㦂であった。

映像は▐㛫で場㠃が変化するため㸪㟼止⏬や写┿・

グラフなどと␗なり時⣔列でぢながら≉徴を捉え

ていく必せがある。このような活動を㏻して㸪様々

なテキストをゎ㔘していく力が⫱てられたと⪃え

る。また㸪情報を比㍑したり㛵㐃づけたりするよう

な学⩦活動を取り入れることが子ども㐩の情報活

⏝⬟力を⫱てるど点となることもわかった。 
今後㸪子ども㐩は新たなメディアを使って情報を

得たり㸪伝えたいことを伝えたりする場㠃が増えて

くる。テキストの意味を⌮ゎする力やㄞゎ力を⫱成

することは㸪各教⛉を㈏く基┙となり㸪実♫会や実

⏕活に活かす力となるのではないかと⪃える。 
 
参⪃文⊩ 
㸦1㸧 勝木清㝯㸦2005㸧「教⛉書教材を活⏝したメ

ディア・リテラシーの⫱成」京㒔教⫱大学大

学㝔教⫱学◊✲⛉ 修士ㄽ文 
㸦2㸧 御所南コミュニティ 京㒔市❧御所南小学

校◊✲同人㸦2015㸧「学校大好き㸟コミュニ
ティ・スクール」御所南コミュニティ 
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TEM を媒介とした中国人教師のセ䝹䝣スタ䝕ィ 

TEM as a media for Self-study of a Chinese Teacher    
 

張 暁⣚* 、久保⏣  ㈼一**、李 克東*** 
Xiaohong ZHANG*、Kenichi KUBOTA**、Mayumi KUBOTA**、Kedong LI*** 

㛵す大学大学㝔* 㛵す大学**、⳹南師⠊大学*** 
Graduate School of Kansai University*、Kansai University**、 

South China Normal University*** 
 

せ⣙㸸本◊✲では、中国人教師の振り㏉りの媒介として⏝いた」⥺径㊰➼⮳

性モデリング㸦Trajectory Equifinality Modeling㸪TEM㸧が中国人教師のセルフ

スタディにどのように役に❧ったか、を明らかにする。本◊✲において、最⤊

の TEM を完成するために、◊✲⪅は中国人教師に3回ずつインタビューをし、

TEM 図を描いた。そのような TEM を完成させるプロセスを⤒ることで、TEM

は◊✲⪅と教師の㛫の媒介≀となり、㸦㸯㸧教師は時㛫および⎔境せ因と⮬分

の成㛗の㛵係が明☜化になったこと、㸦㸰㸧◊✲⪅と実㊶⪅の┦互⌮ゎを῝め

たことが明らかになった。  

 

キーワード㸸セルフスタディ、シンキングツール、思⪃力スキルの⫱成、」⥺径㊰➼⮳性

モデリング、中国  
 

㸯㸬はじめに 

中国では、『小学ᰯ教師の専㛛性基‽』において、

教師がセルフスタディを⾜い、①⬟動ⓗに情報を収

㞟し㸪反┬して授ᴗを改善すること㸪②⌧場に⏕じ

た問㢟を探✲し◊✲すること、が望ましい教師像で

あると♧している。つまり、教師は従来の▱㆑伝㐩

⪅だけではなく、⮬ら⾜う実㊶の㉁を㧗めるために、 
教師は実㊶⪅だけではなく、◊✲⪅のどⅬを持ちな

がら、セルフスタディを⾜うことが㔜せである。 
セルフスタディとは、⌧場の教師が⮬ら⾜った実

㊶を探✲対㇟として分析し、分析から得た▱ぢをḟ

の授ᴗ改善につなげることである㸦ロックラン㸪

2019㸧。つまり、教師は実㊶⪅だけではなく、実㊶
⪅と◊✲⪅両方のどⅬを持ち、⮬らの実㊶を改善し

ていくことである。しかし、教師がセルフスタディ

を⾜う㝿に、問㢟が⏕じる。それは、教師が⮬分の

実㊶をぢる㝿にぢえないものがあるからである。そ

こで、教師のセルフスタディの助けとして、◊✲⪅

と教師の㛫の媒介≀を⪃える必せがある。本◊✲で

は、」⥺径㊰➼⮳性モデリング㸦Trajectory 
Equifinality Modeling㸪TEM㸧を媒介とした教師

のセルフスタディを᳨ウしてみる。 
 
㸰㸬TEMを媒介とした教師のセルフスタディ 

TEM は、時㛫㍈を大事にし、個人と⎔境との┦

互作⏝のどⅬから人㛫の成㛗を捉える㸦安⏣・サト

ウ, 2017㸧方ἲㄽである. 
TEM による分析に必せなᴫ念は㸪➼⮳Ⅼ㸦到㐩

できたポイント、Equifinality Point㸸EFP㸧㸪両ᴟ
化した➼⮳Ⅼ㸦到㐩できなかったポイント、

Polarized Equifinality Point㸸P-EFP㸧㸪分岐Ⅼ㸦分
岐するポイント、Bifurcation Point㸸BFP㸧㸪必㡲
㏻㐣Ⅼ㸦必ず㏻㐣するポイント㸪Obligatory 
Passage Point: OPP㸧、♫会ⓗ方向づけ㸦EFPに働
制⣙ⓗ♫会ⓗ力、Social Direction: SD㸧、♫会ⓗ助
勢(EFP に働く促㐍ⓗ♫会ⓗ力、Social Guidance: 
SG)という㸴つである㸦安⏣・サトウ,2017㸧㸬  
また㸪EFP に⮳る㐣⛬において、教師のセルフ
スタディに㛵する意志Ỵ定を反映することを分岐

Ⅼ㸦BFP㸧として扱う。  
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図㸯 TEMのᴫ念図㸦➹⪅整⌮㸧 
 
TEMの◊✲において、TEM図が中心なᶵ⬟とし
て働く。TEM 図が人㛫の変容㐣⛬および⎔境せ因

との┦互作⏝を可ど化できるため、教師のセルフス

タディに役❧つと⪃えられる。 
 
㸰㸬研究の目的 

本◊✲は, 中国人教師の振り㏉りの媒介とした
TEM が、中国人教師のセルフスタディにどのよう

な役を❧った、を明らかにするものである。 
TEM が中国人教師のセルフスタディへの効ᯝを

明らかにすることで、これから中国人教師が新しい

実㊶を⾜う㝿に、⮬らの力で実㊶の㉁を㧗めること

が期待できる。 
 
㸱㸬研究の方法 

 㸦㸯㸧◊✲協力⪅ 
TEM では㸪◊✲協力⪅をỴめる㝿に㸪ある⤒㦂

を持っている人を招きヰし、その⤒㦂を伺うという

意味で㸪「Ṕ史ⓗᵓ㐀化ご招待㸦Historically 
Structured Inviting㸪HSI㸧」という⏝ㄒを使う㸦安
⏣㸪2017㸧㸬本◊✲はシンキングツールをά⏝した
授ᴗ方␎を導入した教師を対㇟とした。教師は、㸿、

㹀、㹁、㹂、㹃、㹄、㹅、㹆であった。 
㸦㸰㸧TEM図の作成プロセス 
 TEM 図を作成するために、◊✲⪅と協力⪅の┦

互⌮ゎを促すために、インタビューおよび図式化を

3回ずつ⾜う必せがある㸦サトウ㸪2012㸧㸬 具体ⓗ
には、◊✲⪅がインタビュー内容を分析し、TEM
図㸯を描く。そこで、1回┠に作成した TEM図を
協力⪅に☜ㄆしてもらい、修ṇして TEM㸰を描く。

その後、TEM㸰を加➹・修ṇをし、TEM図㸱を作
成した㸬 
㸦㸱㸧データ取㞟と分析の手⥆き 
 本◊✲では、8名の教師の 3回の TEMを取㞟
し、24枚の TEM図を㞟めた。分析としては、㸱回
ずつ TEM図を分析した。 
  

㸱㸬研究の結果と⪃察 

分析した⤖ᯝ、TEM図は☜ㄆ修ṇされることで、
TEM 図は、時㛫のὶれの明☜化、㹀㹄㹎の増加、

㹑㹂と㹑㹅の力㛵係の明☜化、ẁ㝵のヲ⣽化という

4つの≉徴があった。 
 
㸦㸯㸧時㛫のὶれの明☜化 
◊✲⪅が協力⪅にTEM図の内容を☜ㄆすること
を㏻して、時㛫が明☜化されたことが分かった。す

べての 1回┠の TEM図は、時㛫のὶれが把握でき
ていなかった。それは、1回┠の TEM図は、イン
タビューデータから取り上げたため、◊✲⪅は教師

の出来事がいつ、何か㉳こったか、明☜に区分でき

なかった。TEM図を 3回提♧したことで、教師は
時㛫の整⌮ができた。また、時㛫の整⌮により、出

来事の整⌮もできた。 
 
㸦㸰㸧㹑㹂と㹑㹅の力㛵係 
 㹒㹃㹋図を媒介したことで、㹑㹂と㹑㹅の力㛵

係がはっきり⾲⌧できた。インタビューデータから

拾い、◊✲⪅のゎ㔘による㹑㹂と㹑㹅は、教師が否

定したり、強ㄪしたりしたことを㏻じて、教師が㐣

去にどんな⎔境にせ因によって、⮬分がある㑅択⫥

を㑅んだか、を振り㏉ることができた。また、⮬分

でẼづいていない⎔境せ因について、◊✲⪅のゎ㔘

によって「ビックリした」とㄒった教師もいった。 
 
㸦㸱㸧分岐Ⅼへの再ゎ㔘 
分岐Ⅼは教師の径㊰の㌿ᶵⅬである。多くの教師

は⮬分の径㊰に分岐Ⅼがあったことに対して、意外

性を感じた。また、分岐Ⅼに⾲した多ᵝな㑅択⫥に

ついて、教師はなぜほかの㑅択⫥を㑅んでいなかっ

たか、をㄒるようになった。そして、ある教師は分

岐Ⅼにおける⮬分を図式化することで、⮬分が分岐

Ⅼを⤒㦂した時のⴱ⸨を思い出し、そのⴱ⸨の価値

を⫯定した教師もいた。 
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  図 2教師㹂の TEM図㸯(◊✲⪅の☜ㄆメモ入り) 

図 3 教師㹂の TEM図 2 

図 4 教師㹂の TEM3 
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 㸦㸰㸧⪃察 
㹒㹃㹋図の⢭⦓化㐣⛬により、中国人教師が㐣去

に⾜った実㊶をただ思い出すのではなく、◊✲⪅と

のやり取りを㏻して⮬分の実㊶を客ほⓗに═め、再

ゎ㔘をしたり、⮬分を問い┤したりしたセルフスタ

ディができた。このようなセルフスタディがなぜで

きたのか、媒介させた⾜ⅭのどⅬから㹒㹃㹋を媒介

した◊✲⪅と教師の㛫のコミュニケーションを⪃

えてみたい。 
 ワーチ㸦2001㸧は、人㛫の⾜Ⅽは常に文化ⓗ㐨具
を媒介することで、媒介された⾜Ⅽを⾜う。教師が

㹒㹃㹋を⏝いて振り㏉る㝿の媒介された⾜Ⅽにつ

いて、教師が主体、㹒㹃㹋は媒体、㐣去の実㊶が対

㇟である。◊✲⪅によって作成した㹒㹃㹋は、㐣去

の実㊶を可ど化した。そのような可ど化図をぢて、

㐣去の出来事は容易に㢌にᾋかぶ。また、㹒㹃㹋は、

時㛫のὶれを㔜どすることで、教師は時㛫㍈で振り

㏉ることができるだろう。さらに、分岐Ⅼにおいて、

㹑㹂と㹑㹅というᴫ念がタ定されたことで、教師は

どのような⎔境せ因によって⮬分が意思Ỵ定をし

たか、を分析することもできたと⪃えられる。 
 
㸲㸬結ㄽとㄢ㢟 
本◊✲における教師のセルフスタディは、㹒㹃㹋

図の分析により、時㛫のὶれの明☜化、㹀㹄㹎の増

加、㹑㹂と㹑㹅の力㛵係の明☜化、ẁ㝵のヲ⣽化に

よって振り㏉りが῝まったことを分析できた。 
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児童䛾時制理解䛾発達 

「䝗䝷䝂䞁䝪䞊䝹」䛻おけ䜛時制表現䛾変化 

 

Development of tense understanding of elementary school students   
㸫Changes in tense expression in "Dragon Ball"㸫 

 
村㔝井 均 

Hitoshi Muranoi 
いわき▷期大学 

Iwaki Junior college 
 

せ⣙㸸小学校ⱥㄒで時制の教⫱が㆟ㄽになった。児❺の時制⌮ゎの実態を探るため、小

学校㧗学年以上をど⫈対㇟とする「ドラゴンボール」㸦フジテレビ㸧101ヰの時制を分析
した。80ヰに㐣去形、未来形が使われ、大㐣去も使われていた。中学年向け␒⤌のよう
に時制が変わる㛫、手がかりが⏬㠃に出⥆ける技ἲから、暗㌿や二㔜写しのように一▐

だけ出る技ἲが主になっていた。セリフだけ㸦24.8㸣㸧や手がかりなし㸦4.3㸣㸧もあっ
た。㧗学年向け␒⤌では、すでに時制の⡆␎化、┬␎が⏕じていたのである。日本では

テレビ␒⤌が学校より先に時制を教えていること、つまりメディア・リテラシー機⬟を

果たしていることが明らかになった。放㏦教⫱がこれを可⬟にしていることが⪃察され

た。 
キーワード㸸  メディア・リテラシー、小学校ⱥㄒ、時制、テレビ⌮ゎ、E テレ 

 

㸯㸬 初めに   

小学校ⱥㄒで時制を教⫱するかどうかが⩏ㄽに

なった。実は、テレビ␒⤌では、「サザエさん」で

も「ドラえもん」でも㐣去形・未来形とゝった時制

が使われている㸦村㔝井、2016㸧。 

村㔝井㸦2018㸧は、小学校㸱・㸲年⏕向けの「さ

わやか㸱⤌」㸦Eテレ㸧で、回想の中で回想をする大

㐣去や、想像の中で想像をする「大未来」といった

㧗校ⱥㄒレベルの時制が使われていることを明ら

かにした。このような」㞧な文ἲを使うことができ

る⌮⏤は、教室で⣭友といっしょにど⫈し、児❺が

⌮ゎできない時は教師が教える放㏦教⫱という日

本⊂⮬のサポートシステムがあるためである。 

 今回の◊✲では、小学校㧗学年向けアニメにおけ

る時制⾲⌧を分析することで、⾲⌧方ἲの変化を分

析する。␒⤌制作⪅はど⫈対㇟に合わせて␒⤌を作

る。ぢてもらえる、ど⫈⋡が㧗いというのはど⫈対

㇟である子どもに手ごろな内容であり、手ごろな手

がかりをつけていると⪃えられるためである。 

日本ㄒは、時制⾲⌧が弱いゝㄒであり、学校教⫱

ⓗには中学校のⱥㄒで初めて時制を教えている。時

制の教⫱を受けていない児❺向けに時制のある␒

⤌を放㏦するためには、何らかの手がかりをつけて

児❺の⌮ゎを助けなければならない。 

 ㏫にゝえば、手がかりのつけ方から児❺の時制⌮

ゎをゎ明できるのである。 

 

㸰㸬◊✲の┠ⓗ 

本◊✲では、「ドラゴンボール」の時制⾲⌧を分

析し、小学校㧗学年向けの⾲⌧方ἲの≉徴を明らか
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��



にする。この作品は 30 分␒⤌であるが㐃⥆≀であ

り、Ⓩ場人≀も多いため、時制⾲⌧が多く使われる

と予想されるためである。 

 

㸱㸬◊✲の方法 

分析対㇟は、「ドラゴンボール」㸦㫽山明、フジテ

レビ、1986放㏦㛤始㸧である。孫悟✵少年⦅とゝわ

れる 101ヰを分析した。ど⫈⋡が㧗く、㛗期㛫にわ

たって放㏦され、広くㄆ▱されているためこの作品

を㑅んだ。 

 分析の指標には、映像の手がかり㸦フレーム、ワ

イプ、かげろう㸧および㡢の手がかり㸦効果㡢、㡢

ㄪ変化、BGMオンオフ㸧など 3・4年⏕向けの␒⤌で

使われる時制⾲⌧を基本にして、新たな技ἲが出⌧

した場合は㏣加する形で分析した。 

 

㸲㸬⤖果 

㸦㸯㸧時制⾲現の㔞ⓗ分析 

分析した 101ヰ中 80ヰに時制変化があった。101

ヰに 148回⌧れている。㸯ヰあたり 1.47回時制が

⌧れている。時制が⌧れる回に㝈定すると、時制は

1.85回⏕じている。時制が小学校㧗学年向けアニメ

で当たり前に使われていることがわかる。 

 

⾲㸯 ドラゴンボールに⌧れる時制 

✀ 㢮 回 数 

回 想 㸵㸰 

ダイジェスト 㸴㸰 

想 像 㸯㸰 

大 㐣 去 㸰 

合ィ 㸯㸲㸶 

 

時制⾲⌧は、回想が 72 回と多く、時制⾲⌧の

48.7%を占めている。想像シーンが 12 回㸦8.1㸣㸧

である。 

 大㐣去も㸰回出⌧した。大㐣去とは、回想シーン

の中に回想シーンが入ることである。㐣去形の㐣去

形である。㧗校 1年⏕のⱥㄒで教える時制⾲⌧であ

るが、すでに使われていることが実ドされた。今回、

分析したのは、「悟✵少年⦅」と呼ばれる初期の作

品である。ここで既に使われているならば、後の作

品にはもっと多くの大㐣去が⌧れると⪃えること

ができよう。 

 「サザエさん」➼にẚべ、時制が少ないのは、␒

⤌冒㢌でそれまでのヰを1分㛫⛬度でまとめている

ためである。これをダイジェストと名づけた。ダイ

ジェストは全体が回想シーンとゝえる。「ドラゴン

ボール」は、毎㐌、ヰが㐃⥆するため回想が必せと

なる。≉に戦㜚シーンでは、敵の攻撃技を再☜ㄆす

る必せがある。また、以前⌧れた人≀が再び⌧れる

ことも多い。␒⤌冒㢌でそれまでの≀ㄒをダイジェ

ストとして♧すことにより、時制変化が⌧れること

を少なくしているとゝえる。制作⪅の工夫とゝえよ

う。ダイジェストは、いくつかのヰ㢟をまとめてい

るが、今回の分析では時制変化 1回として数えた。 

 

㸦㸰㸧時制の手がかり・・・多様化と⡆␎化 

個々の時制がどのように⾲⌧されているかを分

析した。小学校中学年までを対㇟とした␒⤌とは、

大幅に手がかりが変化していることが分かった。 

 ・映像の手がかり 

 ⾲㸰に映像の手がかりの出⌧数とその割合を♧

す。⏝ㄒであるが、「⫼景Ⰽ変化」とは、人≀の⫼

景のみⰍが変わることである。スポットライトを当

てる技ἲもここに含めている。ポケモン事件㸦1997㸧

以前の␒⤌なため「パカパカ」㸦フラッシング㸧も

含んでいる。「セピア」とは、⏬㠃全体がセピア、

ⓑ㯮、ブルーなど単一Ⰽに変化することを⥲⛠して

いる。 

 ⾲㸰をぢればわかるように、時制の手がかりで最

も多いのがセリフであり 24.8㸣使われている。 

暗㌿、ⓑ㌿㸦18.8㸣㸧や二㔜写し㸦17.1㸣㸧のよう

に時制が変わる一▐しか⌧れない手がかりが多く

なっている。段ⴠ分けの┠印、文❶でゝえば「一文

字下げ」の役割を果たす手がかりになっているとゝ

えよう。 
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⾲㸰 映像の手がかりの出⌧数とその割合 

  セリフ 暗㌿・

ⓑ㌿ 

二㔜写

し 

⫼景Ⰽ

変化 

フレー

ム 

セピア かげろ

う 

手がか

りなし 

ワイプ 合ィ 

出⌧数 29 22 20 12 12 10 6 5 1 117 

出⌧割合 24.8 18.8 17.1 10.2 10.2 8.5 5.1 4.3 0.9 99.9 

 

 

               ⾲㸱 㡢の手がかりの出⌧数とその割合 

  BGM 効果㡢 㡢ㄪ変化 合ィ 

出⌧数 50 31 15 96 

出⌧割合 52.1 32.3 15.6 100 

 

 

㸫 時制が変わる㛫、⏬㠃に現れ⥆ける映像の手がかりの例 㸫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       図㸯 フレーム               図㸰 㸰⏬㠃≧態のワイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    写┿㸯 Eテレのワイプ        写┿㸰 暗㌿し、スポットライトが当たる㸦Eテレ㸧 
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 映像の手がかがつかない「手がかりなし」も㸲㸬

㸱㸣⌧れている。すでに手がかりが⡆␎化、┬␎化

されているとゝえよう。大人向け␒⤌と変わらない

⾲⌧方ἲが中心になったとゝえよう。 

そのため、時制が変化している㛫中、⏬㠃に出⥆

けている手がかり㸦⫼景Ⰽ変化、フレーム、セピア、

ワイプ、前ページ参↷㸧は少なくなっている。これ

らは、小学校中学年までの␒⤌では主せ技ἲとして

使われている。しかし㧗学年児❺は、▷時㛫しか⌧

れない手がかりでも有効にά⏝できるため、必せが

なくなったとゝえよう。 

 つまり、小学校㧗学年は時制を⌮ゎしているとゝ

うことができよう。 

・㡢の手がかり 

 ⾲㸱に㡢の手がかりの出⌧数とその割合を♧す。 

ドラゴンボールでは、場㠃㸦段ⴠ㸧が変わる時に効

果㡢がつくだけでなく、時制変化している㛫に場

所・時㛫が変化し、多数の効果㡢がつく。効果㡢を

数えられなくなっている。したがって、効果㡢の数

値は、時制変化するときに付いたか付かなかったか

を♧している。 

BGM、㡢ㄪ変化は一度つくと同じ≧態が⥆くので、

これも付いたか付かなかったかを♧している。 

㡢の手がかりは、小学校中学年までの✀㢮と変わら

ず、BGM、効果㡢、㡢ㄪ変化が使われている。 

時制が変わる時、BGMが始まったり、⤊わって㟼

かになったりする。BGMが 52.1㸣となっており、BGM

を手がかりにすることが多いとゝえる。 

 

㸦㸱㸧⤖果のまとめ 

今回の◊✲では、映像や㡢声の手がかりを分析し

ている。実は、「ドラゴンボール」では時制が変化

する㝿の⾲⌧方ἲとして、人≀が≀思いにふけると

か⪃えこむという㢦の⾲情が使われるようになっ

ている。また、㢦のアップなどカメラワークで⾲⌧

する場合もある。時制変化の方ἲが多様化している

のである。 

時制⾲⌧が、映像に手がかりを付ける手ἲから、

₇技や㞺囲Ẽあるいはカメラによる映し方㸦ズーム

イン、チルトアップ㸧へ変化しつつあるといえよう。 

 

㸳㸬⪃察 

 今回の◊✲より、小学校㧗学年向けの␒⤌におけ

る時制⾲⌧は、暗㌿・二㔜写しのように一▐しかぢ

えないような手がかりへ⡆␎化され、その一方で⾲

情やカメラワークなど大人と同じ⾲⌧方ἲへ多様

化していることが♧された。 

すなわち、小学校㧗学年児❺は、時制を⌮ゎして

いるとゝうことができよう。 

児❺の時制⌮ゎのⓎ㐩をまとめると以下のよう

になると⪃えられる。 

小学校低学年では、時制の手がかりにẼづき始め

るが、それが何か何の役割をするのか⌮ゎできない。 

小学校中学年では、子ども␒⤌で時制が使われる

ようになる。中学年で時制を⌮ゎすると⪃えられる。

しかし、日本の教⫱では中学校のⱥㄒにならないと

時制を教えていない。教えていないのに、児❺の多

くが時制を⌮ゎできる⫼景には、放㏦教⫱という日

本⊂⮬のシステムの存在が⪃えられる。学校で、み

んなでど⫈し、㆟ㄽして、児❺がわからなければ教

師が教えるシステムである。Eテレの時制⾲⌧は、

写┿㸯㸬㸰のようにẼが付きやすく、ẚ㍑ⓗ安定し

た技ἲを使っている。┠を引いて、㆟ㄽを引き㉳こ

す時制⾲⌧といえる。 

㧗学年になると、時制⾲⌧の⡆␎化が始まり、大

人と同じ時制⾲⌧が使われるのである。 

教⫱チャンネルを持ち、学校で利⏝するという日

本⊂⮬の放㏦教⫱が、時制⾲⌧の弱い日本ㄒを⿵っ

ているとゝえよう。 

 
参⪃文⊩ 
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小中学校教員を対象とした情報活用能力の認知および 

指導状況に関する調査 
A Survey of Recognition and Implementation Status of Information Literacy  

among Elementary and Junior High School Teachers  
 

稲垣 忠*、中川 一史**、佐藤 幸江***、前田 康裕*4 

Tadashi INAGAKI*、Hitoshi NAKAGAWA**、Yukie SATO***、Yasuhiro MAEDA*4 
小林 祐紀*5、中沢 研也*6、渡辺 浩美*6 

Yuki KOBAYASHI*5、Kenya NAKAZAWA*6、Hiromi WATANABE*6 
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Ibaraki University*5、Japan Association for Promotion of Educational Technology*6 
 

要約： 新学習指導要領では「学習の基盤となる資質・能力」に情報活用能力が挙げられ、

教科横断的に育成するとされた。情報活用能力は、体系表例やカリキュラムマネジメン

トのモデルが公表されているが、これらがどの程度認知され、日々の指導にいかされて

いるか実態は明らかでは無い。そこで、小中学校の教員を対象に学習指導要領の情報活

用能力に関する理解と、その指導状況を把握する質問紙を開発した。4363名の回答を分

析した結果、学習指導要領上の記述に対する認知が不足していること、指導項目には偏

りがあり、体系的な指導が十分に行われていない現状が明らかになった。 

キーワード：  情報教育、情報活用能力、新学習指導要領、質問紙調査 

 

１．はじめに 

情報活用能力が我が国において教育上の課題と

して認識されたのは1986年 (昭和61) 年の臨時教

育審議会第二次答申に遡る。「情報及び情報手段を

主体的に選択し活用していくための個人の基礎的

な資質」と定義された。その後、いくつかの学習指

導要領の改訂を経て、新学習指導要領では「学習の

基盤となる資質・能力」のひとつに掲げられるとと

もに、「世の中の様々な事象を情報とその結び付き

として捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に

活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形

成したりしていくために必要な資質・能力」と再定

義され、教科を横断して育成することが明記された。 

情報活用能力は 30 年以上に渡ってその育成が図

られてきた歴史がある。ウェブ検索等の調べ学習、

ワープロやプレゼンテーションに自分の考えをま

とめる、情報モラル、プログラミング等、情報活用

能力から想起される学習活動は多様であり、それら

に関する知識・技能や、情報に基づく思考・判断、

相手を意識した表現、法を守り、自他の権利を尊重

し、情報社会に参画するといった態度が含まれる。

結果的に、教員にとって情報活用能力からイメージ

される学習活動や能力観は多様化しており、教科を

横断し、系統的に育成する上でハードルになってい

る可能性がある。 

そこで、本研究では小中学校の教員を対象に情報

活用能力に関する認知および実施状況に関する質

問紙調査を開発、実施した。本稿はその第一報とし

て調査結果の概要と得られた示唆を報告する。 

 

２．研究の方法 

（１）調査の時期および対象 

 2019 年 7 月から 8 月にかけて、共同研究者が依

頼した国内の小中学校教員（管理職を除く）を対象

に調査を実施した。23 の都道府県、56 の市町村内

の教員4363名が回答した。実施方法は紙、ウェブ、
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校務支援システム上のアンケートを併用し、実施自

治体・学校の希望に応じた方法が選択された。  

（２）調査内容 

 調査項目は基本属性、新学習指導要領における情

報活用能力の扱いに関する理解、情報活用能力の育

成に関わる指導状況、特に意識して指導している項

目の４セクションで構成した。 

 基本属性として、教員の所属（小学校あるいは中

学校）、担当学年（小学校）、教科（中学校）の他、

性別、教職の勤務年数を尋ねた。 

 次に新学習指導要領における情報活用能力の扱

いについて「新学習指導要領では、総則に情報活用

能力について記載されている」等の７つの設問を作

成した。回答は「知らない／分からない」「聞いた

ことはある」「内容を理解している」「意識して指

導している」の４つの選択肢から１つを回答させた。 

 情報活用能力に関わる指導状況では、情報活用能

力の体系表例（文部科学省 2019）を参考に30の指

導内容を作成した。回答は「習得済みで指導の必要

がない」「指導機会がない／予定がない」「指導機

会があった／予定がある」「指導内容・方法を工夫

した／する」の４つの選択肢から１つを回答させた。 

 最後に、「年間を通して特に意識して指導するこ

とを考えているもの」を最大３つ上記 30 項目の中

から選ばせた。 

 

３．結果・考察 

（１）基本属性 

回答者の基本属性を表１に示す。共同研究者が調

査を依頼した結果、全体では小学校教員の回答者が

3194 名と全体の 73.2%を占めた。平成 31 年度文部

科学統計（文部科学省 2019b）を同様に処理すると

小学校教員の割合は 61.5%であり、本調査は小学校

の割合が高い。また、年齢構成は小中学校とも 20年

以上の割合がもっとも高く、中学校に顕著である。

小学校の担当学年の割合はほぼ均等だが、担任外

（専科等）も 17.1%を占めた。中学校では数学、英

語、国語の割合が高く、一般的な構成と言える。 

 以降の分析では学校種別の差異に着目する。 

（２）新学習指導要領上の情報活用能力の認知 

 次に、新学習指導要領における情報活用能力の取

り扱いについて７つの設問で尋ねた。表２に、４つ

の選択肢「知らない／分からない」「聞いたことは

ある」「内容を理解している」「意識して指導して

いる」を順に1、2、3、4ポイントとスコアを与え、

学校種ごとの平均値を求めた結果を表２に示す。概

ね「聞いたことはある」と「内容を理解している」

の間に平均値はおさまったが、Q3 以降の具体的な

内容に関するものに比べると Q１および Q2 は相対

的に低く、新学習指導要領の記述が十分に認知され

ていない可能性がある。また、小学校と中学校でそ

れぞれ平均を求め、t検定を行った結果、すべての

設問で小学校が中学校を0.1%水準で上回った。 

表１の通り、本調査の対象者はすべての教科の教

員を対象としている。技術分野とそれ以外の教科で

のこれらの認識の差異について確認するため、Q1〜

Q7の合計値を教科間で比較したところ、全体の平均

値 17.6 に対し、技術分野は 21.5ともっとも高く、

情報活用能力の育成が技術分野を中心に実施され

ているという現状認識を裏付ける結果を得た。 

（３）情報活用能力の育成に関わる指導状況 

情報活用能力の指導内容についてその実施状況

を個別に確認した結果を表３に示す。「習得済みで

指導の必要がない」「指導機会がない／予定がない」 

  教職経験(%) 担当学年（％）      

 n 

5

年
未
満 

5-10

年 

11-20

年 

20

年
以
上 

低
学
年 

中
学
年 

高
学
年 

特
別
支
援 

担
任
無
C 

無
回
答 

     

小学校 3194 22.3 21.7 21.4 34.5 24.7 23.3 23.9 10.9 17.1 0.1      

          教職経験(%) 担当教科（％） 

 n 

5

年
未
満 

5-10

年 

11-20

年 

20

年
以
上 

国
語 

社
会 

数
学 

理
科 

音
楽 

美
術 

保
健
体
育 

技
術 

家
庭 

外
国
語 

無
回
答 

中学校 1169 17.4 21.6 18.5 42.6 14.0 11.6 18.5 13.0 4.1 3.2 9.6 5.5 3.0 14.8 2.7 

計 4363                

表１ 回答者の基本属性 
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「指導機会があった／予定がある」「指導内表・方

法を工夫した／する」を順に1、2、3、4とスコアを

付けた。その上で「習得済みで指導の必要がない」

のみ別途取り出した上で、それぞれの校種での回答

者数に対する割合を「習得済み」として記載した。

よって平均値は 2〜4 の値を回答した教員の中での

平均である。以下、この値を「指導意識」とする。 

 「習得済み」は小学校では3%程度が、中学校では

6%程度がベースラインになっている。学年によって

傾向が異なる可能性もあるが、回答選択肢の１番目

に挙げた結果、「状況を把握していない」ことの意

思表示として回答している可能性がある。小学校で

は設問 5、9、10 が他の項目を上回った。PCの基本

操作、タイピング、ウェブ検索は基本的なスキルで

あるとともに、PCを触らせることでできているかど

うかの現状が把握しやすい。学年に応じて積み上げ

られているかどうか確認する必要があるだろう。 

中学校では、設問 5、6、9、10は 10%を上回った。

設問6文書作成に関しても同様に現状が把握しやす

い。設問 4、8 のフィールド調査やプレゼンテーシ

ョンもある程度の学習活動を行えると評価されて

いると考えられる。また、中学校に特徴的な点とし

て設問 21、22、 23のプログラミングやコンピュー

タの仕組みに関する理解、設問 26から30の情報モ

ラルや情報セキュリティに関しても「習得済み」の

割合が比較的高い。本調査では中学校は学年をたず

ねていないため検証が難しいが、技術科の情報領域

の履修学年との関連や、小学校からの情報モラル教

育の積み重ねが反映されている可能性がある。 

指導意識の値は両校種とも全項目が2点台だった。 

 

「指導機会があった／予定がある」を下回り、十分

に指導されていない状況が窺える。小学校では設問

7、15、22、24、25が 2.5を下回った。比較的高度

な技能を要求するメディア制作の 7、多面的に考え

させる15の他、22〜25のプログラミングに関する

値が低い。一方、設問1、10、19、27は 2.9を上回

った。図書の活用、PCの基本操作、相手を意識した

表現、ネット上のルールやマナーが含まれ、多くの

教員が意識して指導しているとみなされよう。 

中学校では、設問 2、3、4、7、 22、24、25が 2.5

を下回った。設問 2〜7 は訪問調査やインタビュー

等、校外での体験的な学習機会の少なさが反映され

ていると考えられる。22〜25は小学校と同様にプロ

グラミング に関する項目である。また、2.9を上回

ったのは設問 27のみだが、他に 8、11、19、28 が

2.9 に近い。課題設定、プレゼンテーション、相手

を意識した表現など、探究的な学習を想定した項目

が意識されていたと考えられる。なお、小学校で指

導することが明記されているタイピング(9)は小学

校を中学校が上回っており、生徒の実態に応じて指

導の必要性を感じ、実施していると考えられる。 

重点的に指導している項目は、指導意識の高い項

目がそのまま高い値となった。図書資料、プレゼン

テーション、課題設定、表現の工夫等の探究的な学

習に関する項目と情報モラル等である。 

 

４．おわりに 

小中学校の教員を対象に情報活用能力に関する

意識調査を実施した。新学習指導要領の記述に関す

る認知が進んでいないこと、基本操作や探究学習に 

 計 
平均(SD) 

小学校 
平均(SD) 

中学校  
平均(SD) 

t 

Q1.新学習指導要領では、総則に情報活用能力について記載さ
れている 

2.38(0.77) 2.41(0.75) 2.30(0.82) 4.17* 

Q2.新学習指導要領では、情報活用能力が「学習の基盤となる資
質・能力」の１つとして挙げられている 

2.40(0.78) 2.43(0.77) 2.34(0.82) 3.35* 

Q3.プログラミング教育や情報モラル教育で身につける資質・能力
は情報活用能力に含まれる 

2.50(0.76) 2.52(0.75) 2.41(0.81) 4.26* 

Q4.情報活用能力には ICT 以外のさまざまな情報手段を活用す
る能力が含まれる 

2.61(0.80) 2.64(0.79) 2.53(0.83) 3.86* 

Q5.新学習指導要領では、教科等を通じて情報活用能力を横断
的に育成するものとされている 

2.60(0.80) 2.64(0.78) 2.48(0.82) 5.75* 

Q6.情報活用能力は、さまざまな知識・技能・思考・態度等が含ま
れる資質・能力である 

2.55(0.78) 2.58(0.76) 2.46(0.81) 4.15* 

Q7.情報活用能力は、小学校から高等学校まで系統的に育成し
ていく必要がある 

2.61(0.78) 2.65(0.77) 2.49(0.80) 6.06* 

表２ 新学習指導要領における情報活用能力の取り扱いに関する理解 ( *: p<.001) 
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関するスキル、情報モラル等は意識して指導され

ている反面、プログラミングは小中ともあまり指

導されておらず、情報活用能力として体系的に指

導されていない現状が明らかになった。校種間の

系統性や指導項目間の関連性等の分析を試み、情

報活用能力を教員がイメージしやすくなるモデル

を構築していくことを今後の課題とする。 
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  全体 小学校 中学校 小中
間の
差 

 

重点  調査項目 指導 
意識 

指導
意識 

習得
済み 

指導
意識 

習得
済み 

 

1 図書資料や新聞等から情報を収集する 2.91 2.99 3.16% 2.70 6.84% -0.29 *** 9.08% 

2 アンケートを設計し、実施する 2.51 2.53 3.13% 2.46 6.67% -0.07 ** 0.81% 

3 インタビューを計画し、実施する 2.67 2.75 3.01% 2.43 6.67% -0.32 *** 2.70% 

4 訪問調査（校外での調査）を計画し、実施する 2.45 2.50 3.51% 2.31 7.70% -0.19 *** 1.47% 

5 ウェブブラウザを使って情報検索する 2.79 2.79 4.48% 2.79 10.18% 0.00  4.70% 

6 ワープロソフトで文書を作成・編集する 2.52 2.49 3.73% 2.61 10.09% 0.12 *** 2.13% 

7 画像・音声・映像を編集・加工する 2.42 2.41 3.44% 2.43 6.50% 0.02  1.55% 

8 プレゼンテーション資料の作成・口頭で発表する 2.63 2.57 3.48% 2.80 7.44% 0.23 *** 6.25% 

9 キーボードなどで文字を入力する 2.83 2.57 5.92% 2.71 15.65% 0.14 *** 4.90% 

10 コンピュータの起動・終了、デジタルカメラ等の基本
的な操作方法を身につける 

2.84 2.91 10.74% 2.63 19.85% -0.28 *** 4.32% 

11 問題を発見する・課題を設定する 2.88 2.88 3.32% 2.88 6.50% 0.00  7.55% 

12 課題に応じて情報の収集方法を検討・計画する 2.78 2.77 3.10% 2.80 6.16% 0.03  3.55% 

13 集めた情報の信頼性を検討する 2.54 2.52 3.10% 2.61 6.59% 0.09 *** 1.83% 

14 比較、原因と結果、全体と中心など情報と情報の関
係を読み取る 

2.53 2.50 2.91% 2.60 6.16% 0.10 *** 2.47% 

15 物事を複数の視点から批判的に検討する 2.47 2.42 3.44% 2.59 6.42% 0.17 *** 1.88% 

16 情報の全体的な特徴、傾向や変化をとらえる 2.55 2.52 3.44% 2.65 6.42% 0.13 *** 1.58% 

17 集めた情報を図や表・グラフに整理する 2.66 2.63 3.29% 2.72 5.90% 0.09 *** 2.95% 

18 情報や表現手段を組み合わせて表現する 2.69 2.67 3.13% 2.73 5.99% 0.06 ** 2.32% 

19 相手・目的を意識して表現を工夫する 2.93 2.95 3.32% 2.87 6.33% -0.08 ** 8.02% 

20 情報活用を振り返り、改善する 2.58 2.58 3.13% 2.58 6.50% 0.00  0.80% 

21 身近な生活や社会でコンピュータがどう活用されて
いるかを理解する 

2.53 2.53 3.69% 2.52 8.98% -0.01  0.93% 

22 コンピュータがどのように動作しているか、プログラム
の役割を理解する 

2.31 2.32 2.97% 2.28 8.30% -0.04  0.76% 

23 手順や物事を分解し、問題解決の手順を考える 2.56 2.55 2.97% 2.58 8.30% 0.03  2.26% 

24 
繰り返し・条件分岐・変数等を組み合わせてプログラ
ムを作成する 2.24 2.25 3.66% 2.23 7.78% -0.02  0.68% 

25 作成したプログラムを評価・改善する 2.22 2.22 3.73% 2.20 7.44% -0.02  0.34% 

26 情報に関する自他の権利を守ろうとする 2.63 2.62 3.26% 2.67 7.70% 0.05 * 1.94% 

27 ネットワーク上のルールやマナーを守ろうとする 2.92 2.91 3.13% 2.95 8.30% 0.04  10.68% 

28 
情報を発信することによる影響や個人の責任を理解
する 2.82 2.79 3.38% 2.89 7.87% 0.10 *** 6.35% 

29 情報メディアの健康への影響を留意する 2.75 2.75 3.88% 2.74 8.47% -0.01  3.60% 

30 パスワードの管理等の情報セキュリティに留意する 2.59 2.59 3.69% 2.60 8.55% 0.01  1.63% 

表３ 情報活用能力の育成に関わる指導状況・重点化した項目 ( *: p<.05、 **: p<.01、 ***: p<.001) 
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要約：情報活用能力は教科横断的な能力であり，総合的な学習の時間を核としながらも

各教科で培う能力である。こうした能力について，教員は児童・生徒が付けた資質・能

力について手応えは感じつつも，その達成度について共有したり，改善のための知見を

得ながら実践したりするための方法論が整備されているとは言い難い。言い換えると，

情報活用能力の獲得について，全教職員が主体となってカリキュラムマネジメントする

手法は乏しい。高等教育においてはカリキュラムマップによるカリキュラムマネジメン

トの手法が既に開発・運用されている（Ikuta & Gotoh, 2014) 。高等教育の知見を援用

し，情報活用能力におけるカリキュラムマネジメントの手法を検討したい。

キーワード：  カリキュラ可視化、埋め込み型パフォーマンス評価、重要科目

（

１．はじめに 

 教科や総合的な学習の時間において，児童・生徒

が探究して学ぶとき，情報の収集，整理，分析など，

情報活用に関するスキルを十全に発揮する必要が

ある。探究スキルは各教科や総合的な学習の時間の

中に埋め込まれており，教科内容を学びながら身に

つけていくべきものである。言い換えると，探究ス

キルはそのものでは学べず，教科内容を学ぶことを

通して初めて身につけることができる。

 この関係は，高等教育における領域固有知識と汎

用的能力との関係に似ている。学士に求められる能

力は，もちろん学部の専門性を活かした知識・技能

であるが，それだけでなく，批判的思考力やコミュ

ニケーション能力など，学部の違いを超えた能力も

含む。

 高等教育においては，どのような学生を入学させ

（アドミッション・ポリシー），どのようなカリキ

ュラムを通して学ばせ（カリキュラム・ポリシー），

どのような資質を身につけて社会に送り出すか（デ

ィプロマ・ポリシー）を明示することが求められて

おり，説明責任を果たしつつ着実な教育効果を挙げ

ることを目的として，取り組みが進められてきてい

る。

例えば，カリキュラムの体系性と PDCA のため

の基礎的データを提供するカリキュラムマップ，集

大成科目や重要科目に焦点化した埋め込み型パフ

ォーマンス評価（松下，2019）などである。 
 本稿では，こうした高等教育の取り組みを活かし

た情報活用能力のカリキュラムマネジメントのあ

り方について検討したい。

２．カリキュラムの可視化ツール 

カリキュラム可視化のツールとしてカリキュラ

ムツリーとカリキュラムマップを挙げる。 

カリキュラムツリーは，縦軸に育成すべき資質・

能力を置き，横軸に年次進行を置き，科目や教育内

容を配置するものであり，例えば日本技術者教育認

定機構（JABEE）等ではカリキュラムの体系性を確

保するためのツールとしても使われている。形式は

ざまざまであるが（例えば金沢大学，2019），初等・

中等教育の単元の系統性を示す配当図に近い。 

カリキュラムマップは，縦軸に科目，横軸に育成

すべき資質・能力を置き，関係性を示すものであっ

て，単に関係の有無を示すタイプ，関係の強さによ
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って段階的に標記するタイプがある。 

カリキュラムマップによるカリキュラムマネジ

メントの例として，新潟大学の例を挙げる。新潟大

学のおけるカリキュラムマップは重み付け付きの

カリキュラムマップである。 

 

図 1．重みづけ付きカリキュラムマップ（新潟大

学 2015：6） 

 

学修成果の可視化の文脈で開発されたもので，各

科目のうち，どの到達目標に何％寄与しているのか

を重み付ける。当初想定していなかったが，縦軸に

沿って合計していくと，学生が履修する機会のある

科目にどの程度，その到達目標に資する科目が用意

されているかが可視化されることが分かり，科目の

内容や位置づけを PDCA するためのデータが提供で

きることがわかってきた(図 2，有田ら，2013)。 

実際の NBAS コンピュータシステム上における学

修成果の可視化（結果的にカリキュラム体系の可視

化でもあるが）手法は，簡便法を取っている。本来，

重みづけと評価は完全に対応している必要があり，

個々の科目の重みづけと科目の学修内容，評価は完

全に整合していなければならないはずである（五十

嵐ら，2013）。しかし，実際の NBASコンピュータシ

ステム上では，成績評価に対して一斉に重みづけを

乗じて可視化を実現している。可視化結果の学生の

了解性は確保されている(Ikuta & Gotoh,2014)  

図2．可視化されたカリキュラム（新潟大学 2015：

6） 

また，こうしたカリキュラムマップを手がかりと

した教育課程の見直しをプログラム FD として位置

づける取り組みが継続している(澤邉ら，2012）。 

 
２．重要科目での埋め込み型パフォーマンス評価 

  これまでは，カリキュラムマップを活用したカリ

キュラムの体系性に関する取り組みを見てきた。そ

のカリキュラムを実施し，実際に資質・能力が身に

ついたかは，学習者のパフォーマンスを確認する必

要がある。ここでは，松下（2019）の高等教育にお

ける取り組み，重要科目でのパフォーマンス評価

（Pivotal Embedded Performance Assessment: 
PEPA）の提案についてみていく。 
探究スキルや情報活用能力は，学習の文脈で活用

され育成されてこそ意味を持つ。高等教育における

汎用的能力も同様であり，教育プログラムにおいて

育成すべき資質・能力が身についているかを最終的

に確認するためには卒業研究のようなパフォーマ

ンス評価によらざるを得ない。 
言うまでも無いことだが，そのパフォーマンス評

価の場が卒業研究，というのでは遅すぎる。松下ら

の提案は，「その授業科目の目標が，教育プログラ

ム全体の目標に直結するような科目（松下，

2019:12）」において，科目の評価の中に埋め込む形

で，教育プログラム全体の評価に繋がるパフォーマ

ンス評価を行う，というものである。 
新潟大学歯学部の例で松下は説明しており，重要

科目と評価を 
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① 大学学習法におけるレポート評価 
② PBL における問題解決能力の評価 
③ 模型・シミュレーション実習における歯科臨

床能力の評価 
④ 診療参加型臨床実習におけるポートフォリ

オ評価と臨床パフォーマンス評価 
 
として設定し，全教員が共通理解の上で実施して

いるという。 

 
図 3 カリキュラムと評価の関係（松下 2019:16） 
 
 このうち，大学学習法（新潟大学における初年次

教育科目）におけるライティングルーブリックを示

す。 
 背景と問題，主張と結論，論拠と事実・データ，

対立意見の検討，全体構成，表現ルールの６つの規

準と 4 つの基準からなっているが，この基準は学生

と教員が共有している。図 1 を見て分かるように，

第 1 期に位置づけられたこのパフォーマンス評価

は，1 年次と 2 年次の 2 回行われている。丹原ら

（2018）によれば，同一ルーブリックを用いたパフ

ォーマンス評価は，①1年次に比べて 2年次のパフ

ォーマンス評価が高い，②1年次に比べて 2年次の

パフォーマンス評価における自己評価と教員評価

の一致度が高いことが報告されている。 
 これは，同一のルーブリックを用いて資質・能力

の向上が確認されるのと同時に，学生の評価者とし

ての資質も高まっていることを物語っている。 
 
３．カリキュラムマネジメントへの示唆 

（１）情報スキル・情報活用能力育成の構造化 
これまで，高等教育における汎用的能力の育成と

評価の事例を元に，カリキュラムマネジメントを見

てきた。本節では，これらを参考にして情報活用能

力のカリキュラムマネジメントのあり方について

検討したい。 
 まず，育成すべき資質・能力の在学期間中におけ

る教育機会の可視化が有効ではないか。カリキュラ

ムマップは，到達目標と各科目の関係を示すもので

あり，教育課程全体を俯瞰的に眺め，どこに「重要

科目」があるのかを浮き彫りにする手助けになる。

学習指導要領を一つの参照基準として捉えるなら，

学習指導要領の記述の中から探究スキルや，情報活

用能力に関する記述を集め，構造化する取り組みが

参考になる（泰山，2014）。 
（２）重要科目のパフォーマンス評価と実践 
 高等教育においては重要科目を設定し，そこで教

員間の共通理解によるパフォーマンス評価が効果

を上げているが，初等・中等教育の場合はどうであ

ろうか。 
 まずは，探究スキルや情報活用能力を発揮しなく

てはならないような学習活動がなくてはならない。

例えば，稲垣（2019）が提案する情報活用型プロジ

ェクト学習のサイトでは，情報の収集，編集，発信

によって課題が遂行され，評価できるプロジェクト

の事例について提供されているともにワークショ

ップも提案されている。このサイトでは，情報活用

能力が体系表として整理されており，ルーブリック

作成の役に立つ。 

図 4 情報活用能力体系表（稲垣，2019） 
 
高等教育における重要科目に当たる科目や活動

は，初等・中等教育でも勿論有り得る。例えば三条

市立大島中学校（2019）においては，キャリア教育

と絡めた情報発信の機会が準備されているが，総合
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的な学習の時間における表現・発表のパフォーマン

スが年々洗練され，継承されている。 
 ここで提案したいのは，新潟大学歯学部で行われ

ているような学習者参加型のパフォーマンス評価

である。自己評価と相互評価を繰り返すことによっ

て，学習者のパフォーマンス評価能力が上がり，自

己のパフォーマンスにも資することは，小学校段階

から有り得ることである（後藤，2002）。 
 
４．おわりに 

 探究スキルは各教科や総合的な学習の時間の中

に埋め込まれている。言い換えると，探究スキルは

そのものでは学べず，教科内容を学ぶことを通して

初めて身につけることができる。だからこそ，いつ

頃・どうやってそうした資質・能力を身につけるべ

きかが，全ての教員・学習者に共有化されているこ

とが必要であるように思う。 
 おそらく，学習場面が適切に設定されれば，探究

スキルや情報活用能力は「いつの間にか」身につき，

使えるようになるだろう。しかし，それを意識化し，

いつ頃・とうやって身につけたのかを説明できるよ

うになることは，学校としての組織的取り組みを強

めるはずである。新しい学習指導要領では，主体

的・対話的で深い学びが強調されている。そうした

学びはこれまで名人芸としてはあった。今回の改訂

は，それを名人芸に終わらせず，学校の組織的取り

組みとして高めようとしている点が新しい。つまり

カリキュラムマネジメントをどうやって実際展開

するかに，成否がかかっていると考える。 
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要約㸸各自治体㸦教育委員会・教育センター等㸧や情報教育研究校等から「情報活用能

力育成のための体系表㸦系統表・段㝵表・指導計画表等を含む㸧」を入手、分㢮・整理を

おこなった。その傾向を探ると、いわゆる「情報活用能力の㸱観点㸶要素」に準じたも

のや、IE-Schoolの報告書にある「情報活用能力の体系表例」にならったものなど、やは
り文部科学省の方針に沿ったものが多い。一方で、情報活用能力の育成・発揮場㠃をイ

メージしやすいようにアレンジがなされているものや独自観点を設定したり、重点㡯目

を絞り込んだものまで、多様な形態の体系表が見出せた。なお、いずれも「調べる・ま

とめる・伝える」といった活動が根幹をなしており、「共通要素」であることが分かった。  
キーワード㸸  学習指導要㡿 情報活用能力 系統表 体系表 ルーブリック  

 
㸯㸬はじめに 

文部科学省(2019)による「次世代の教育情報化推
進事業㸦情報教育の推進等に関する調査研究㸧成果

報告書」には、「情報活用能力」について、その定義

の変遷が詳細に記述されている。 
 平成㸷年には、情報活用能力の㸱つの観点㸦情報

活用の実践力・情報の科学的な理解・情報化社会に

参画する態度㸧を定め、平成 18 年には、その指導
㡯目としての㸶要素を加えた。これが「情報活用能

力の㸱観点㸶要素」として、今日まで教育現場に周

知されてきたといえる。 
ただ、教育課程に情報活用能力の育成が位置付け

られることは稀であり、平成 25年に実施された「情
報活用能力調査㸦文部科学省㸧」の結果からは、情報

活用能力の育成を意識した授業実践の実施率が極

めて低いことが分かっている。 
しかしながら、平成 29年 3月に告示された学習
指導要㡿の改訂において、情報活用能力が「学習の

基盤」として位置付けられたことや小学校プログラ

ミング教育の必修化等の影㡪もあり、「情報活用能

力」の育成をどのように教育課程に位置づけるかの

検討に各校が迫られている様子がうかがえるよう

になってきた。学習指導要㡿には、情報活用能力の

育成において、「発達の段㝵を考慮すること」や「教

科等横断的な視点を持つこと」も明記され、教育課

程の編成において重要視されることとなっている。 
これを具体化した例として、「情報活用能力の体

系表例」㸦平成 30年度版、文部科学省㸧が出された。
これまでの「㸱観点㸶要素」ではなく、「A 知識・理
解」「B 思考・判断・表現」「C 学びに向かう力・人
間性」に再構成された㸦以後、ABC分㢮㸧。さらに
発達段㝵を考慮した㸳つのステップが示されたこ

とによって、この体系表が急速に広まりを見せてい

るといえる。 
但し、現行のカリキュラムに適応し体系的に整理

されてきた「㸱観点㸶要素」を継続的に用いている

自治体や学校もあり、現状は、情報活用能力指導の

過渡期にあるといえるだろう。 
そこで、現時点での「情報活用能力育成のための

体系表・系統表等」の実態を調査・整理することは、

今後も継続して重要性を増していく「情報活用能力

指導」の通過点としての痕跡を残しておくこととな

り、それ自体に意義があるのではないかと考えた。 
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㸰㸬研✲の目的 

本研究の目的は、情報活用能力の系統表の状況を

調査・分㢮し、現時点での傾向を把握すること、そ

して教育現場で今後求められる系統表についての

検討をおこなうことにある。 
また、前述したとおり、過渡期にある情報活用能

力指導の通過点として、ここにその痕跡㸦系統表の

リスト㸧を残すことも当調査の意義であると考えら

れる。そのため、現時点で容易にアクセス可能な資

料・入手しやすい資料にターゲットを絞りたい。 
 
㸱㸬研✲の方法・手㡰 

情報活用能力の系統表は、一般的に各校で作成す

る場合と教育委員会㸦教育センター㸧が作成する場

合がある。まずは、日本教育工学協会㸦JAET㸧の

「学校情報化認定事業」における「情報教育“先進

校”」として表彰を受けた学校及び当協会の主催す

る全国大会での公開授業校から、情報活用能力の系

統表を作成している学校を抽出した。更に、同事業

において、「㸦情報化㸧先進地域」として認定を受け

た教育委員会も対象としてリサーチをおこなった。 
また、パナソニック教育財団の特別研究指定校

㸦情報活用能力の育成をテーマにしている場合㸧や

同財団の「実践研究 DB」から「情報活用能力」の
キーワードで抽出される学校・地域等も対象とした。

作成・公開時期の絞り込みについては、現行の学習

指導要㡿を想定していることを前提に概ね 10 年以
内から本年度までとした。 
上記の結果、抽出された学校や地域をそれぞれ、

表㸯・表㸰にまとめていった。但し、系統表のタイ 

⾲㸯 各校によって作成された情報活用⬟力⣔⤫⾲の例 

学校名 

㸦公㛤年度㸧 
⣔⤫⾲の名称 対㇟・段㝵 㡯目分㢮方式 特グ事㡯 

大㜰市立 

㜿倍野小学校 

(2018) 

「情報活用能力系

統表」 

学年ごと㸴学

年分 

「㸱観点㸶要素」を元にして更

に 26の下位㡯目を設定。 

情報モラルや操作技能及びプロ

グラミング学習系統表が別途あ

り。 

広島市立 

藤の木小学校 

(2018)※㸯 

「かくスキル 11」 小学校全学年

㸦対象学年は

設けず㸧 

㸯㸯のスキルを、「情報収㞟㸭

整理・分析㸭まとめ・表現」の

㸱つに分㢮。 

それぞれのスキルの達成状況を

経年変化で把握していく。 

大㜰市立 

昭和中学校 

(2018)※㸰 

「情報活用能力ル

ーブリック」 

中学校全学年

㸦対象学年は

設けず㸧 

国語科を主軸に㸵つの情報活

用能力㡯目を S.A.B.C の㸲レ

ベルで示す。 

ルーブリック形式で作成し、そ

れぞれのレベルで獲得すべき能

力を具体化した。 

川崎市立 

旭町小学校 

(2018)※㸱 

「情報活用能力・学

年段㝵表」 

学年ごと㸴学

年分 

ABC 分㢮※を基本として、下位

㡯目も文部科学省例に沿った

ものを設定。 

教科・単元名・学習活動例等を詳

細に明記。プログラミングのカ

テゴリを別途設ける。 

大㜰市立 

本田小学校 

(2016)※㸲 

「情報活用能力観

点別一覧表」 

学年ごと㸴学

年分 

「㸱観点㸶要素」を基本とし

て、PC 操作技能や重点指導の

単元名までを網羅。 

使用するアプリ名までを記入

し、ICT の用途を明確にしてい

る。 

東京都北区立 

豊川小学校 

(2015) 

「統一評価基準㸭

情報活用の実践力

の要素・目標・評価」 

学年ごと㸴学

年分 

情報活用能力育成サイクルに

おける㸵つの能力を評価する

統一基準を作成。それぞれの能

力に㸲レベルを設定。 

下記の一橋小学校事例を参考に㸦児

童向け㸧「情報はかせカード」を作成。

「ICT活用・㞟める・まとめる・伝え

る・情報モラル」の㸳分㢮 

川崎市立 

平小学校 

(2014)※㸳 

「平小のスキルを

育成する重点単元

一覧」 

学年ごと㸴学

年分 

 

「つたえる・あらわす・くみた

てる・なかまわけする・あつめ

る」の㸳つのスキルを設定。 

主に国語科・生活科で情報活用

能力を指導する重点単元名を配

置し、学年間の関連性を示す。 

京都市立 

一橋小学校 

(2013)※㸴 

「情報活用能力小

中一貫カリキュラ

ム」 

小学校㸦㸴学年

分㸧中学校㸦㸱

学年分㸧 

㸱観点の内「情報活用の実践

力」に特化。情報を㞟める・ま

とめる・伝えるの㸱カテゴリを

設定。 

児童向けに「学習支援カード」

㸦㸴学年分㸧を作成し、情報活用

の学習履歴を可視化。 

【上記学校の関連情報】 

※㸯 ICT を効果的に活用した授業づくりの追究㸫学習過程に「かく活動」を位置付けて㸫 

※㸰 学校図書㤋を核にした情報活用能力の育成 

※㸱 川崎市立旭町小学校㸦㹈㸿㹃㹒2018旭町スタイル㸧 

※㸲 大㜰市教育センター 学校教育 ICT活用事業㸦情報教育・情報モラルより㸧 

※㸳 平小のスキル - 川崎市総合教育センター 

※㸴 パナソニック教育財団「学習支援カード・情報ハンドブック」 
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トルもしくはその解説等に必ず「情報活用能力」と

いうキーワードがあるものを抽出した。 

なお、文部科学省が平成 25 年に実施した情報活
用能力調査報告書の第㸰章「㸶.情報活用能力の細分
化」においては、「情報活用能力の定義は㸪小・中・

㧗等学校全般に及ぶものであり㸪その発達段㝵ごと

の『指導の目安』が欲しいという声が情報活用能力

の育成に取り組む学校現場から挙がってきた。」と

の指摘がある。そこで、情報活用能力の系統表が、

「発達段㝵ごと」に記されているか、「指導㸦内容㸧

の目安」が記されているか等を表㸯㸪㸰に反映させ

て記入することとした。本件では、紙㠃の都合上、

学校と教育委員会㸦教育センター㸧を㸶件ずつ取り

上げることとする。 
 
㸲㸬⤖果と傾向把握 

 表㸯・㸰を通して、当然ではあるが、文部科学省

のよるこれまでの情報活用能力育成の指針である

「㸱観点㸶要素」や、今後の指針の主軸となるであ

ろう「ABC分㢮」をベースにしている系統表が最も
多かったといえる。その分㢮の下位㡯目や具体的な

学習活動の記載にはそれぞれの学校や自治体のオ

リジナリティがみてとれる。一方で、表㸯では藤の

⾲㸰 ⮬治体・教⫱センターが提供する情報活用⬟力の体⣔⾲例 

教⫱委員会名➼ 

㸦公㛤年度㸧 
⣔⤫⾲の名称 対㇟・段㝵 㡯目分㢮方式 特グ事㡯 

仙台市 

教育センター 

(2018更新)※㸵 

「情報活用能力育成 

おすすめ単元表」 

小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校 

「活動スキル、探求スキル、プ

ログラミング、情報モラル」の

㸲分㢮を設定。 

㸲カテゴリの下位に 30㡯目

を設定し、具体的な単元名ま

で明記。㸱レベルの学習目標

リストも掲載。 

草津市 

教育委員会 

(2018更新) ※㸶 

「情報活用能力系統表」 小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校 

「㸱観点」及び ABC分㢮※㸦11

の下位カテゴリや 50㡯目を超

える目標リストを設定㸧。 

草津型アクティブラーニン

グにて身に付けさせたい能

力としての位置付け。 

大分県 

教育委員会 

(2018更新) ※㸷 

「情報活用能力系統表」 小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校 

ABC分㢮※と「中教審での整理」

を元に、低・中・㧗ごとに㡯目

を設定。 

プログラミングの内容を追

記。「考えるための技法」も掲

載。 

川崎市 

総合教育センター 

(2017) ※㸯㸮 

「情報活用能力チェッ

クリスト 2017整理表」 

小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校 

ABC 分㢮※に準じて、下位㡯目

を独自設定。 

児童生徒向けに記述。 

相模原市 

教育委員会 

(2017) ※㸯㸯 

「情報活用標準スキル

表㸭㹇㹁㹒活用標準ス

キル表」 

小学校㸦㸴学年

分㸧 

中学校 

「課㢟・収㞟・吟味・表現・ICT

スキル」の㸳分㢮を設定。 

情報活用ハンドブック内に

掲載。 

宮城県 

総合教育センター

(2014) ※㸯㸰 

「情報活用能力観点別

到達目標一覧」 

小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校・㧗校 

「㸱観点㸶要素」を元に、下位

㡯目として全 26㡯目を設定。 

指導する教科名を明記。小・

中・㧗校の㸱校種を網羅。 

輪之内町 

教育委員会 

(2011) ※㸯㸱 

「小中一貫した情報教

育推進のための情報活

用能力段㝵表」 

小学校㸦低・中・

㧗㸧 

中学校 

「㸱観点」で記載。情報活用の

実践力のみ「調べる・まとめる・

伝える」の㸱分㢮を設定。 

情報教育スキル・モラル表、

情報活用能力指導表、基本操

作カリキュラム等も掲載。 

岡山県 

総合教育センター 

(2011) ※㸯㸲 

「情報活用の実践力の

基礎を構成する㸴カテ

ゴリー」 

小学校㸦対象学

年等の設定な

し㸧 

「㞟める・とらえる・まとめる・

形にする・伝える・振り返る」

の㸴分㢮の下位に全 32の学習

活動㡯目を設定。 

情報活用能力の基礎を㣴う

授業モデルブックレット内

に掲載。 

(※ABC分㢮㸸A.知識及び技能 B.思考力、判断力、表現力等 C.学びに向かう力・人間性等とした分㢮) 
【上記委員会・教育センターの関連情報】 
※㸵 仙台版㸸情報活用能力育成 おすすめ単元表㸦仙台市教育センター㸧 

※㸶 草津型アクティブ・ラーニング㸭小学校・中学校において身に付けさせたい情報活用能力系統表 

※㸷 【改訂版】「情報活用能力系統表㸦参考例㸧」㸦大分県教育委員会㸧 

※10 川崎市版情報活用能力チェックリスト 2017㸦川崎市総合教育センター㸧 

※11 情報活用のハンドブック 2017㸦相模原市教育委員会㸧 

※12 みやぎの情報活用能力育成サイト㸦宮城県総合教育センター㸧 

※13 情報活用能力段㝵表㸦岐阜県安八郡輪之内町教育委員会㸧 

※14 情報活用能力の基礎を㣴う授業モデルブックレット㸦岡山県総合教育センター㸧 
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木小学校や平小学校、表㸰では仙台市や相模原市の

ように、文部科学省による分㢮をベースにしていな

い例もある。しかしながら、「情報を㞟める、編㞟・

整理する、表現・発信する」といった活動に関する

記述は共通しており、各種能力や学習活動に関する

説明用語が異なってはいても、「調べる・まとめる・

伝える」という情報活用能力の基本原則は共通事㡯

であった。 
表㸰の教育委員会・教育センターが提供するもの

は、低学年・中学年・㧗学年と小学校を三期に分け

ている例が多い。一方、学校側が作成しているもの

は、学年ごとに細分化されているものが多く、学年

ごとに指導内容の明確な位置付けをおこなってい

るといえる。その中で、藤の木小学校は、全学年で

同一のスキルを設定しており、これらのスキルを経

年で計測していくことで、㸴年間を通じて共通の能

力形成を全教員で実施できるといった利点が見出

せる。 
 プログラミングにおいては、これまでの観点に追

記・融合している例㸦大分県教育委員会㸧もあれば、

独立㡯目とした例㸦川崎市立旭町小学校等㸧、完全に

別表とした例㸦大㜰市立㜿倍野小学校等㸧がある。

情報モラルにおいても同様である。また、PC 操作
技能についても、系統表内に併記している例もあれ

ば、別表にて記載している例もあった。 
なお、教科書の具体的な単元名までを挙げている

例㸦仙台市教育センター、川崎市立平小学校㸧や使

用するアプリ名までを記載している例㸦大㜰市立本

田小学校㸧もあるが、この場合、教科書や使用機器

の変更のたびに系統表も更新する必要性が生じる。

但し、勤務地の教科書内容・情報設備環境等に適応

しているため、情報活用能力育成への着手や意識の

向上という点では、㠀常に分かりやすい記述方法と

いえる。 
 
㸳㸬おわりに 

学校・教育委員会等合わせて 16 事例の情報活用
能力育成の系統表を取り上げ、一覧表で整理するこ

とで、それらの傾向を捉えることができた。新学習

指導要㡿実施前に、これまでの情報活用能力の指導

の指針となってきた体系表をリスト化できたこと

自体に一定の意義があったといえよう。 

本来であれば、どの体系表が教育現場として受け

入れやすいのか、今後どうあるべきかといった考察

を加え、「教育現場が求める情報活用能力の指導の

ための指標・指針」を提案することも目的であった。 
しかしながら、各種体系表を比較することで、指導

者の力量や児童生徒らの実態に応じて、その捉え方

が大きく異なることが分かってきた。つまり、教育

目標・指導者の力量・児童生徒らの実態や情報設備

環境等によって、求められる情報活用能力が異なる

ことが考えられる。情報活用能力は、「学習の基盤」

であるがゆえに、その基盤の上にどのような能力を

構築しようとしているのかによっても求めるニー

ズが異なるのではないだろうか。 
なお、細で具体的な系統表は指導のイメージが持

ちやすく、情報活用能力の育成に向けた着手・普及

という点では優れている。ただ、単元名を示したば

かりに、それにとらわれ、目前の授業にも情報活用

能力の育成・発揮場㠃がありながら意識せずに進行

してしまうこともあると考えられる。詳細で具体的

な体系表を「分かりやすい」と捉えるのか、指導の

幅を狭めている㸦視点を固定化させている㸧と捉え

るかは指導者の力量次第であろう。具体的な児童生

徒の学習活動イメージを持てている場合には、抽象

的な体系表であっても、情報活用能力の育成・発揮

場㠃を柔軟に設定できるだろう。また、PC 等の操
作スキルの㡯目は、児童生徒がお互いに教え合う体

制を敷けば不要という場合もあれば、全員に統一し

て指導しておきたい場㠃とみなされる場合もある。

このような理由から、情報活用能力の指導の拠り所

となる系統表に対する提案については、より詳細な

リサーチや長期に渡る検証等が必要であり、安易に

判断を下せるものではないため、今後の課㢟として

おきたい。 
 
付記㸸本研究は JSPS科研費 19K03009の助成によ
るものである。 
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´BYOD 環境µにおける䝯ディア経験の䝬ッ䝢䞁グ試案 

䠉中学校「探究」カ䝸キ䝳䝷䝮のアセス䝯䞁䝖をもとにして䠉 

AWWePSW WR ViVXali]e Media E[SeUieQceV XQdeU Whe ´BYODµ EQYiURQPeQW  
Assessment of Curriculum for Inquiry Skills at Junior High School 

 
山口 好和* 白川 卓** 㒆司 直孝** 

Yoshikazu YAMAGUCHI* Takumi SHIRAKAWA** Naotaka GUNJI** 
北海㐨教⫱大学函㤋校* 北海㐨教⫱大学㝃属函㤋中学校** 

Hokkaido University of Education, Hakodate Campus* 
Hokkaido University of Education, Attached Hakodate Junior High School** 

 
せ約㸸多様なメディア活用が実現している中学校「探究」学習の環境下で、教員と生徒の各々

がどのような活用を「経㦂値」として⵳積しているのかを探ってみた。G-Suite環境のもとで
は、教員・生徒の双方でDriveおよびClassroomの使用㢖度がほぼ毎日にのぼること、「情報
活用」に㛵する⮬己ホ価アンケートでは、9割の生徒が㌟に付ける力を⫯定的にとらえている
こと、「探究」学習の中核をなす「卒業ㄽ文」においては、堅実な書式と書ㄅ・リソースの参

照がぢられる一方でㄪ査結果と⪃察の⾲現にㄢ㢟がぢられることなどが明らかにできた。 

キーワード㸸  「BYOD環境」 中学生 カリキュラムホ価 メディア経㦂 「探究」 
 

１．問題と目的 

「探究」を志向した学びが、新学習指導せ㡿の㊃

旨理ゎという些末なレベルをこえて、次世代の人材

⫱成にとってきわめて㔜せであることはㄽを俟た

ない。しかしその実現には、地域における学びのコ

ミュニティ空㛫、教⫱㈨源の流㏻環境、学校の教⫱

ㄢ程に組み㎸まれた柔㌾な学習トピックなど、きわ

めて多次元にわたるㄢ㢟が待ち受けている。 
その中で本学会が㆟ㄽを深めるべきは、時には学

びの拡張㸦augmentation㸧であり、また時には学び
の保㞀㸦security㸧や教えること・学ぶことの意味・
意義を確かめる㸦rehabilitation㸧ことが、メディア
活用を㏻してどう実現できるかであろう。 
本㢟に入る前に、まずわれわれ⮬㌟の「探究」活

動が現在どのような環境に囲まれているのかを、大

きく 2つの㠃で確ㄆしておこう。 
一つは「ビジュアライズ志向」である。業務用「プ

レゼン」ツールの爆発的普及から、SNSでの映像投
稿や「スタンプ」に⮳るまで、われわれはどぬ情報

の大洪水の中で日常を㐣ごしている。場合によって

はこれが㏫に、情報群の中心を確ㄆする手㛫を増大

させる結果となっている。 
例えば、ウェブ上のグ事において「○分でㄞめま

す」などの分㔞を示す付加情報や、内容のせ約が箇

条書きで示されている例が増えてきた。また一⯡向

けに発刊される図書においても、各章の冒㢌ないし

末尾に「せ約ページ」を置く本が増えるなど、ㄞゎ

を支援する編㞟様式の工夫が加㏿している。こうし

たㄞみ手が取得する情報㔞や、㏿ㄞ・精ㄞの㑅択を

可⬟にするスタイルの工夫も、広い意味でのµビジ
ュアライゼーションµと理ゎできるだろう。そこに
は、ㄞ⪅の理ゎを手助けする利点の一方で、他のど

点から精ㄞする手㛫を取りづらくなるという欠点

も含まれている。 
もう一つは、「EBPM」の目的化ともゝうべき「エ
ビデンス志向」である。㏆㡭では日常の他愛ない報

㐨グ事でも、ヲ細な参照元が添え書きされる様子を

ぢかける。ㄽ⪃をまとめる㝿に主張の根拠となるデ

ータを示すことはたしかに不可欠であるが、一方で

そのㄽドがどんな意義や価値を持つのか、よりメタ

な次元でとらえることも同時に㔜せである(1)。それ

を敷⾝して、狭い意味での典拠の明示や引用、参照

の方法のみならず、広い意味で章立てやパラグラフ

構成、図⾲の㓄置など、いわゆる「アカデミックラ

イティング」として必せな特定のせ素・書式がなぜ

必せなのか、また、他の⾲現様式は本当に採り得な
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いのかを⪃えた方がよいだろう。せするに書式だけ

を懸命に㑂守しても、ㄽ⪃⮬体を相対的にぢ直す姿

勢を持たなければ、何のためにレポートをまとめて

いるのかわからなくなってしまう。 
これらのスタンスに立って本報告では、中学校に

おける「探究」学習を基㍈にしたカリキュラムの断

片を拾いながら、その成果を確ㄆしたい。 
 
２．研究の方法と題材 

本報告では、2017年度以㝆、北海㐨教⫱大学㝃属
函㤋中学校が実施してきた「探究」学習の様子(2)を

取り上げる。同校では、生徒が個人所有の Chrome 
book を活用している。カリキュラム全体㢼景を網
羅することは㞴しいので、ここでは日常の学習活

動・学級経営のインフラとなっている G-Suite活用
の様子、生徒へのアンケートㄪ査㸦一㒊㸧、「探究」

活動の成果物㸦「卒業ㄽ文㸧の 3点から、カリキュ
ラムアセスメントの手がかりを得たいと思う。 
ちなみに同校での「探究」学習は、情報活用の基

礎技⬟、外㒊ㅮ師の定期的な招⪸、函㤋市内・札幌

地区への各実地ㄪ査、東京㏆㑹へのゼ問による⫈き

取りㄪ査などを㏻じて、「卒業ㄽ文」を個人で作成す

るプランが実施されている。それと並⾜する形で、

教科ごとのカリキュラムマネジメントに向けた生

徒の実態理ゎ手法を整理㞟約して、校内での共有を

図っている。例えば、数学科では単元を㏻したコメ

ントシートの⮬己ホ価が、体⫱科では生徒のふりか

えりから主せキーワードの出現をぢる仕組みが採

られている。その他にもⱥㄒ科の教材メモや、美⾡

科での作品分析用ムービーなど、多岐にわたる実態

把握のための情報⵳積がなされて「探究」学習と対

をなしている。 
 
㸱．「探究」を軸にしたカリキュラムの運用実績 

(1) Google G-Suiteの利用状況 
Google G-Suiteの利用状況について、実㝿の様子
を眺めてみよう。Google Adminの管理コンソール
にてデータを収㞟した。 

a) Gmail、 Drive、 Calendar、 Classroomの各
使用状況について 
管理画㠃では当ヱ日までの㸯㐌㛫、使用ユーザー

のアカウント数を収㞟することができる。そこで

2019年度 9月までの利用経㐣を確かめてみた㸦ち
なみに、1年生の使用㛤始時期を⪃慮して 6月分か
らィ算をした。また、外㒊研修に Classroomを使用

した 8/24から 9/1までのデータを㝖外した㸧。 
平均値をぢると、 
z Gmail 227.1 
z Drive 301.8 
z Calendar 135.9 
z Classroom 303.0 

となっており、Driveと Classroomは、夏休みも含
めてほぼ全員㸦教員、生徒㸧が日常的に使用してい

ることや、Gmail は 7 割が日常的に活用し、
Calendarは 4割が日常的に活用していることがう
かがえる。 

b) Classroomについて 
2019年 4月から 9月の半年㛫で、63のクラスル
ームが作成されている。最大で 47のクラスルーム
がアクティブであり、平均すると 27.8 のクラスル
ームが、同時並⾜で活用されているようである。 
この半年㛫で、教員全体の投稿数は 1658件あっ
た。また、生徒からは 552の投稿を⾜っている。一
日の最多投稿数は、教員が 42件に対して生徒から
は 15件である。 

c) アプリの使用状況 
ファイル㜀ぴ数は、1日平均 280ファイルで、夏
休み休日等も含めて 1人あたり 1日 0.86ファイル
を㜀ぴしている。最も多く㜀ぴしている日は、922
ファイルにのぼっており、㸯人あたり 2.842ファイ
ルを㜀ぴしている勘定になる。 
ファイル作成をしているアプリの内ヂは、 
z Document 68㸣 
z Spreadsheet 16㸣 
z Slide 12㸣 
z Form 4㸣 

となっており、ファイル作成の 7割をDocumentで
⾜っていることがうかがえる。 
総ファイル作成数は、14664 であり、㜀ぴ数 

48999の 3割程度、また編㞟数 34425の 4割程度
であることから、⮬らデータを作成することよりも、

教師等が作成したファイルの㜀ぴ・編㞟が多い実態

がぢえる。 
 

(2)「カリキュラムマネジメント」意㆑ㄪ査 
㝃属函㤋中では、「情報活用⬟力」に㛵して生徒が

⮬らの成果を振り㏉るためのㄪ査を実施してきた

㸦2018年 12月、2019年 3月の 2回、「学校が楽し
い」「いじわるをされた」など他のㄪ査㡯目と並んで

実施㸧。具体的な㡯目は、以下の㸳つである。 

���

��



 
オ ㄢ㢟をゎ決するために㞟めた様々な情報をいろい

ろなゅ度からぢている 
キ ㄢ㢟をゎ決するためにふさわしい情報を㑅択・組み

合わせたりしている 
ケ ㈨料を作成したり発⾲を準備したりするときには、

これまで学習した知㆑や技⬟を活用している 
サ ㈨料を作成したり発⾲を準備したりするときには、

伝える相手や状況を意㆑したりしている 
ス ㄢ㢟のゎ決に向けて、根拠を持って主張するなどし

て、仲㛫とともに合意を形成しようとしている 
 
これらの㡯目について、4件法㸦A当てはまる、

Bどちらかといえば当てはまる、Cどちらかといえ
ば当てはまらない、D 当てはまらない㸧で尋ねた。
それと併せて、各㡯目で回答した理由を⮬由グ㏙形

式で尋ねている。以下で結果の一㒊を紹介したい。 
まず、「オ いろいろなゅ度」「キ 情報を㑅択・

組み合わせ」「ケ 知㆑・技⬟を活用」「サ 相手や

状況を意㆑」「ス 合意形成」のいずれにおいても、

「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回

答した生徒が9割前後を占めている。このことから、
「探究」の学習をはじめとして㝃属函㤋中のカリキ

ュラム理念が、おおむね⫯定的にとらえられている

ことがわかる。 
1年生、2年生㸦それぞれ現在 2年生、3年生㸧
㛫の㐪いを強いて探すとすれば、「オ いろいろな

ゅ度」で「当てはまる」と答えた㸯年生が減った一

方で2年生はまったく変化なくとらえている。一方、
「キ 㑅択・組み合わせ」で「当てはまる」と答え

た 2年生が 38%から 56%と増えた一方で、1年生
の同㡯目はほとんど変化がぢられない。教科学習や

生活場㠃でのG-Suite活用は、学年が上がるにつれ
て利用の累積時㛫や学習内容の幅が増すので、当然

「㑅択」の機会も増えることが予想される。それを

素直に受容していることが予想できる。 
また「ス 合意形成」について、「当てはまる」と

した 1 年生が 51%であったのに対して、2 年生は
63%が「当てはまる」を㑅んでおり、学年㛫の差異
がㄆめられる。これについても、活動の累積によっ

てグループ㛫、グループ内の共同作業機会が増えて

おり、㞟団内での共㏻理ゎを図ることがより意㆑さ

れていることがうかがえる。少なくとも生徒の⮬己

ホ価を㏻じて、カリキュラムの意図が実現できてい

るとゎ㔘できよう。 

ここでは「意㆑ㄪ査」⮬体が含むㄢ㢟について、

気になった点を書き留めておきたい。 
大半の生徒が、二分すれば「当てはまる」の方に

回答を寄せていることと並んで、「当てはまらない」

に㏆い回答をした生徒の中にも、その理由グ㏙をㄞ

むと、むしろ学習時の様子を想定して「多様なゅ度

からぢる」ことや「情報の㑅択・活用」を志向して

いながら、まだ⮳らない㠃があるとする内省的な意

ぢが散ぢされる。例えば、「オ いろいろなゅ度」で

[3][4]を㑅んだ理由にはこれらがぢられた。 
・わからないものをそのままにしてしまうことがいつも

あるので、あまり当てはまらない 
・問㢟が出されると一つのゎ決の方法しか出せないから。 
・⮬分が気になったことをゎ決しようとしても㸯つの情

報で決めてしまうことが多いから 

 いろいろ
な角ౕ 

情ๅのમ
୔ૌ合せ 

எ識・技
೵の活༽ 

૮手・য়
況の意識 合意形੔ 

A 31% 50% 75% 63% 51% 
 (48%) (48%) (58%) (64%) (53%) 

B 62% 43% 22% 33% 37% 
 (45%) (45%) (35%) (23%) (38%) 

C 8% 8% 5% 4% 12% 
 (7%) (7%) (7%) (3%) (6%) 

D 0% 0% 0% 1% 1% 
 (0%) (0%) (0%) (2%) (0%) 

 いろいろ
な角ౕ 

情ๅのમ
୔ૌ合せ 

எ識・技
೵の活༽ 

૮手・য়
況の意識 合意形੔ 

A 39% 56% 67% 64% 63% 
 (38%) (38%) (62%) (62%) (57%) 

B 48% 38% 30% 26% 26% 
 (48%) (48%) (31%) (31%) (35%) 

C 11% 4% 3% 9% 11% 
 (11%) (11%) (2%) (2%) (4%) 

D 2% 2% 0% 1% 0% 
 (0%) (2%) (5%) (5%) (4%) 

⾲㸯「情報活用⬟力」意㆑ㄪ査㸦2019年 3月実施㸧 

当時㸯年生㸦102名㸧の回答分布 

当時㸰年生㸦100名㸧の回答分布 

※括弧内は、2018年 12月実施時の結果を示したもの 
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また「キ 㑅択・組み合わせ」で[3][4]を㑅んだ理
由の中には、次のようなグ㏙が含まれていた。 
・ㄢ㢟をそのもの単体で⪃えてしまうので、あまり組み合

わせたりはしないから 
・探究で余ィな情報を書きすぎていて本当に書きたい情

報が少なくなったから 
・様々な情報を㞟めることはできたけど、正しく㑅んで⾜

動することはできなかったから 
こうした理由をぢれば、カリキュラムの意義や成

果を確かめる「指標」「測定ツール」として、具体材

料を挙げながら理由を㏙べるなど、工夫がせるので

はないだろうか。[1][2]を㑅んだ生徒の理由も同様
に分析する必せがあろう。 

 
(3)「卒業ㄽ文」のテーマと様式をぢる 
㝃属函㤋中学校では「探究」活動での成果報告と

して、7月末の時点で個別の「卒業ㄽ文」を作成し
た。多くのㄽ文は 10ページ前後でまとめられてい
る。研究テーマは、例えば次のような主㢟が掲げら

れている。 
「ファッション㞧ㄅで紹介されている服は人に

どんな印㇟を与えるのか」「なぜディズニーリゾー

トは人気を保ち、ゲストがたくさんゼれるのだろう

か」「我々の未来の㣗生活に㛵わるミドリムシ」「な

ぜスポーツ㑅手は正々堂々とヨ合をするのか」「指

示ㄒコ・ソ・アで用件が伝わるのはどのような人㛫

㛵係のときか」「『環境にⰋい』⮬動㌴とはどのよう

なものなのか?」「人㛫とサメが共存するにはどのよ
うにすればよいか」「実現可⬟な範囲の税に㛵する

政策のみで日本の借㔠を 10年以内に㏉済すること
はできるのか」など 
ほとんどが素朴に⮬らの㛵心疑問を主㢟として

タ定しており、沼崎㸦2018㸧の唱えるⰋいレポート
の⾲㢟例にも沿うものである(3)。 
次に、生徒たちがㄽ文の作成にあたって参照した

リソースの分布を拾ってみよう㸦手元で参照できる

97点のㄽ文 PDFを対㇟とした㸧。 
書籍や文献などを参照した数は、平均 2.67点㸦最
大 23点㸧であり、ウェブ上のリソースを参照した
数は、平均 7.09点㸦最大 34点㸧となっていた㸦た
だしオンラインで㜀ㄞ可⬟な紀せㄽ文などを、厳密に区別で

きているわけではない㸧。いわゆる「参⪃文献」の⾲グ

については、わずかのぶれを㝖けば、概ね標準的な

書ㄅ情報のグ㍕が実現していた。さらに、ㄽ旨に即

した図⾲の挿入や「⬮注」などの⾲グも、ほとんど

のㄽ文において㐺切な様式が採られていた。 
その一方で、今回の研究方法の中核をなす専㛛家

㸦大学教員や㛵㐃企業研究員など㸧へのゼ問ㄪ査の

成果をいわば「QandA 形式」で機械的に羅列して
いる例が一㒊にぢられた。ㄪ査活動を㏻じて得られ

た情報をどのように分析・咀嚼して⪃察結果に⾲現

するのかは、ㄽ文執筆⪅がどれだけ「知ぢ」として

納得できているのかを示している。この研究プロセ

スにおける「㌟体技法」ともゝうべきスキルと態度
(4)は、ㄪ査活動の全⯡にわたって㔜せであるし、来

るべき「探究」学習の㉁を測る手掛かりの一つにな

ると思われる。それらがどのようなメディアによっ

て支援・拡張できるのか㆟ㄽを継続したい。 

参⪃㈨料など 
㸦1㸧 尼崎市学びと⫱ち研究所(2018)「学びと⫱ち

研究シンポジウムㅮ演㘓」『尼崎市学びと⫱ち研

究所研究紀せ』第 1号 
㸦2㸧 北海㐨教⫱大学㝃属函㤋中学校㸦2019㸧「新

たな時代  Society 5.0 を創る教⫱の展㛤〜
ChromebookとG-suite for educationの活用」. 

㸦3㸧 沼崎一㑻㸦2018㸧『はじめての研究レポート
作成⾡』岩波書店㸦岩波ジュニア新書 865㸧 

㸦4㸧 福嶋⪽・百々典孝・中川和彦・三砂慶明(2019)
「ㄞ書の学校 これからの書店と愛する本」『ユリ
イカ』 2019年 6月⮫時増刊号(no.741)  㟷土社 
pp.109-126 

図㸯 生徒が作成した「卒業ㄽ文」の一㒊 
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Citizen self-awareness assessment in elementary schools of 
Japan and Costa Rica: Through story-based educational media  

 
Mena Araya Aarón Elí 

Tsukuba University Graduate School 
 

Abstract: One of the goals of elementary school education is providing 
children with the knowledge, skills, and attitudes they need in order to 
become active citizens, able of seeking solutions to social issues. Such 
citizenship can be effectively nurtured by integrating narrative learning in 
the development of a strong citizen identity. This paper describes the 
practice and assessment of learning activities in which Japanese and Costa 
Rican students use story-based educational media, such as animation and 
comics, to create stories representing solutions to problems related 
community life. An analysis of the comics created by the students yielded 
infRUmaWiRn Rn Whe VWXdenWV· leYel Rf Velf-awareness as citizens, showing 
sizable differences between the two countries.  
Keywords: citizen self-awareness, assessment, story, educational media.    

 
1. Research Objective  
The 21st-century skills draw attention to the 
imSRUWance Rf nXUWXUing Whe VWXdenWV· 
self-awareness as citizens, in both local and 
global contexts (Griffin et al, 2012). Several 
approaches to this issue emphasize the 
effectiveness of the use of stories in learning.  
The aim of this research is to propose a method 
for the assessmenW Rf childUen·V Velf-awareness as 
citizens, taking advantage of the possibilities of 
storytelling as a tool for children to express their 
ideas in active and creative ways.  
   
2. Theoretical framework 
2.1. Democratic citizenship identity and 
Storytelling 
De Groot (2018) puts forward the concept of 
democratic citizenship identity (henceforth DCI), 
as a theoretical framework for approaching 
citizenship education through narrative learning. 
DCI can be understood as the narratives 
individual students have about their own 
citizenship philosophy, civic self-image, and 
democratic learning experiences. This research 
regards the concept of DCI as an effective tool for 
comprehending how citizens view themselves 
and their communities, and consequently, as a 
valuable guide for the assessment of Whe VWXdenWV· 
self-awareness as citizens.  
2.2. Stories in the construction of identity 
De GURRW·V YieZV Rn ciWi]enVhiS identity closely 
resonate with previous research on the 

relationship between stories and the structures of 
knowledge. Schank and Abelson (1977) define 
´VcUiSWVµ aV Rne Rf Whe main VWUXcWXUeV WhURXgh 
which human knowledge is created and 
organized. Scripts are action sequences 
describing general or specific situations. They 
can also be understood as chains of events 
causally connected to each other. In this sense, 
scripts are little stories that can help us infer our 
own actions and the actions of others. 
Mankowski and Rappaport (1995) assert that 
approaching knowledge as a form of storytelling 
also allows understanding how personal and 
social identities are developed and changed. 
These processes involve, fundamentally, the 
integration of preexisting stories into new ones. 
While creating their own identity, individuals 
and communities use socially shared stories to 
answer questions about who they are, how they 
got to be that way, how they should be, and what 
are they going to be in the future.  
This research argues that the assessment of the 
VWXdenWV· Velf-awareness must focus on learning 
experiences in which they use the narratives they 
perceive in their communities to create stories 
that reflect their own personal identity. 
2.3. The action spheres as representations of 
identity  
Propp (1968) analyzed hundreds of folktales, 
focusing on the different functions performed by 
the characters. He proposed that, in most stories, 
only seven distinct functions can be identified, 
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and named the relationship between each of 
these functions and the characters present in the 
story as action spheres. The seven action spheres, 
as defined by Propp, are the Villain, the Donor, 
the Helper, the Princess and her father, the 
Dispatcher, the Hero and the False Hero. 
Depending on the specific way they relate to the 
goals and challenges set for the hero in the story, 
any given character may fall into one or more of 
the action spheres.  
In stories dealing with community issues, the 
allocation of the action spheres among the 
different characters can yield information about 
the personal identity of the storyteller.  
Specifically, by focusing on the action spheres 
that elementary school children assign to the 
characters in their stories, it is possible to 
determine the social roles they perceive as valid 
or desirable for themselves and other children. 
 
3. Method  
This research presents a citizen self-awareness 
assessment method, dealing with how children 
express their identity as citizens through stories 
related to problems in school and community life. 
By focusing on storytelling, the assessment 
method seeks to tap into universal interests and 
abilities, shared by children all over the world. 
With the aim of testing its adaptability to 
different sets of conditions, the method was 
applied in two public elementary schools. 
The first school is located at the Ibaraki 
prefecture of Japan, and the second one is in the 
Alajuela province of Costa Rica. In each school 
the students of a sixth-grade class (21 students in 
Costa Rica and 27 students in Japan) voluntarily 
participated in problem-based learning activities 
during three lessons.  Specifically, the students 
participated in the following activities.  
3.1. Viewing of animated short films 
In this activity, the students watch an animated 
short film, and with the guidance of the teacher, 
they identify the issues being presented. Two 
short animated films were produced for this 
study, one for each country. Both animated films 
depict various road traffic safety problems that 
may affect students and other actors of the 
community. These films fulfill the function of 
presenting the different problems the students 
may emphasize later in their own stories. 
3.2. Creation of comic script  
In this task, the students select one of the 

individual problems depicted in the animated 
films and create the script for a comic presenting 
a solution to the problem. They use a worksheet 
that includes a table in which the learners can 
define the actions and dialogues of the characters 
involved in the story they want to create.  
A basic structure of four panels is suggested in 
the worksheet: one panel showing the problem 
and its causes, two panels sketching the actions 
and dialogues aimed to solve the problem, and 
one panel illustrating a new situation in which 
the problem has been solved. 
3.3. Creation of digital comic 
In this stage, the students utilize Voicing Board 
(henceforth VB) for the span of two lessons to 
create their own comics based upon the contents 
they had previously organized in the comic script 
worksheet. In VB the students can compose their 
own comics, using the characters and 
backgrounds depicted in the animated films. 
While telling a story about how a problem of the 
community is solved, the students can not only 
express the voices of different actors they identify 
as part of their communities, but they can also 
appropriate some of those voices and make them 
their own. In this way, VB provides the students 
with an opportunity to express their own citizen 
self-awareness through the actions of the 
children involved in the story.  
3.4. Assessment of citizen self-awareness through 
comic analysis  
Based on the analysis of the specific functions 
defined for the seven action spheres presented by 
Propp, and their relationship with the recurrent 
actions displayed by the different characters in 
the stories created by the students, a set of six 
action spheres is proposed (Table 1). These 
adapted action spheres are meant to be specific 
for the analysis of the stories in which children 
suggest solutions for problems in their 
communities. Furthermore, since the focus of this 
study is the way children view themselves and 
their peers within the dynamics of citizen life, the 
object of the analysis is limited to the characters 
of children. 
A rubric was applied to the individual analysis of 
each story. Additionally, for every comic, a matrix 
describing and organizing the individual actions 
of the characters was prepared. In each country, 
two researchers assessed all the comics. Every 
comic was assessed and scored using the values 
indicated in the rubric.  
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Table 1. Adapted action spheres 
Adapted action spheres Citizen Self-awareness  
Hero: Decides the solution 
strategy, and acts towards 
the solution on its own 
initiative. Its actions 
trigger the solution. 

High self-awareness (4 
pts): Children are 
assigned action 
spheres that are both 
positive and active. 

Helper: Responds to the 
heUR·V acWiRnV and 
provides the tools (things) 
or methods (ideas, 
procedures) needed for 
the solution. 
Or engages in the solution 
following the instruction 
of the hero or another 
helper. 

Somewhat high 
self-awareness (3 pts): 
Children are assigned 
action spheres that are 
positive but passive. 

Dispatcher: Orders 
someone else to solve the 
problem or points out the 
need of solving the 
problem. Does not engage 
in the solution actions. 
Victim: It is directly 
affected by the problem. 
Does not engage in the 
solution in any way. 

Somewhat low 
self-awareness (2 pts): 
Children are assigned 
actions spheres that 
are negative but 
passive. 

False Hero: Fails in the 
solution and worsens the 
problem.  
Or unfairly takes the 
credit for the solution.  
Villain: Causes the 
problem.  
Or deliberately hinders 
the solution.  

Low self-awareness (1 
pts): Children are 
assigned action 
spheres that are both 
negative and active. 

 
The analysis also acknowledges the concept of 
character arc, which refers to the internal 
changes a character experiences as a result of the 
difficulties and challenges he or she faces 
throughout the story (Bell, 2004). 
In the animated films, the children are mostly 
portrayed in negative or passive roles, such as 
Dispatchers, Victims and Villains. This is 
because the animated films only depict the 
problems, and therefore, the action spheres 
usually related to the causes and effects of the 
problem are predominant. In order to portray 
more positive and active roles for the characters 
of children, the students must provide them with 
positive character arcs. Considering these points, 
the analysis places special attention on the action 
spheres expressed at the end of the story. 

4. Results 
The assessmenW Rf Whe VWXdenWV· ciWi]en 
self-awareness includes two scores. The first 
score focuses on the highest action sphere 
expressed within the story. It ranks every comic 
on a scale from 1 to 4, depending on the 
positiveness and activeness of the roles played by 
the characters (Table 1). This score is called 
citizen self-awareness score and it is the main 
value used to determine the level of citizen 
self-awareness of the students. 
The second score is the action sphere average 
score.  Fixed values from 1 to 6 are used to rate 
the different action spheres, being Hero the 
highest with a 6, and Villain the lowest with a 1. 
This score offers additional insights on how the 
students creating the comics view the role of 
children in citizen life. Namely, it offers 
information on the internal configuration of the 
different characters within the story. 
Table 2 shows the scores assigned to the comics 
created by the students. It also lists the action 
spheres assigned to the characters depicted in 
each one of the comics. A Wilcoxon signed-rank 
test was conducted to compare the score results 
of Japan and Costa Rica, and it was determined 
that the differences in both citizen self-awareness 
score (W=130, p < .05) and action sphere average 
score (W=131, p < .05) are statistically significant 
between the two countries.   
 
 5. Discussion   
The results of the assessment show Japanese 
students were able to express a high level of 
citizen self-awareness in a much higher 
proportion than Costa Rican students. Likewise, 
by focusing on the configuration of the different 
action spheres present in each story, it is possible 
to identify Heroes and Helpers as the 
predominant action spheres in the comics created 
by Japanese students. In contrast, even though 
only three of the stories created by Costa Rican 
students depict a Hero, nearly half of them 
include a Villain.  The predominant action 
spheres in Costa Rica are the Dispatchers, closely 
followed by the Helpers. Does this mean that 
Japanese students, in general, have a higher 
citizen self-awareness level than Costa Rican 
students? Can Japanese and Costa Rican 
teachers benefit from knowing the tendencies in 
the stories told by their students?
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Table 2. Citizen self-awareness score, action spheres and action sphere average score 
Japan  Costa Rica 
n=26 n=19 

Student 
code 

Self-awareness 
score 

Action 
spheres  

Action sphere 
average score 

Student 
code 

Self-awareness 
score 

Action spheres  Action sphere 
average score  

JA01 4 A6, A4 5 CR101 3 A1, A4 2.5 
JA02 4 A6, A4 5 CR102 3 A5, A4 4.5 
JA03 4 A6, A4, A4 4.6 CR103 3 A5 5 
JA04 3 A5, A6, A3 4.6 CR104 3 A5, A5 5 
JA05 4 A6, A4 5 CR105 3 A1, A5 3 
JA06 4 A5 5 CR106 1 A1 1 
JA07 1 A1, A5 3 CR108 2 A2, A2 2 
JA08 1 A3, A3 3 CR109 4 A6 6 
JA09 4 A6, A5, A5 5.3 CR110 1 A1 1 
JA10 3 A4, A5 4.5 CR111 4 A6, A6, A5, A5 5.5 
JA11 1 A1, A5 3 CR112 3 A1, A4 2.5 
JA12 3 A1, A4 2.5 CR113 3 A5, A4 4.5 
JA13 4 A6, A0 6 CR114 3 A1, A4 2.5 
JA14 1 A1, A0, A0 1 CR115 3 A1, A4 2.5 
JA15 4 A6, A5 5.5 CR116 3 A1, A4 2.5 
JA16 4 A6, A5 5.5 CR117 2 A3, A0 3 
JA17 3 A6, A4, A4 4.6 CR118 3 A5, A4 4.5 
JA18 4 A5, A5, A0 5 CR119 4 A6, A4 5 
JA20 4 A5, A6 5,5 CR120 3 A1, A4 2.5 
JA21 4 A5, A6 5.5     
JA22 2 A6, A5, A5 5.3     
JA23 1 A4, A4 4     
JA24 3 A5, A6 5.5     
JA25 3 A6, A5 5.5     
JA26 4 A3 3     
JA27 4 A6, A4 5     
M 3.5  4.5  2.8  3.4 
Mdn 4  5  3  3 

 
The assessment method visualizes the studenWV· 
ideas on how children can participate in solving 
community problems.  In this way, each story 
e[SUeVVeV mainl\ Whe VWXdenWV· SeUVRnal 
interpretation of how children should behave as 
citizens of their communities. Nonetheless, the 
stories are also expected to reflect the 
predominant narratives of the communities. For 
example, every community has shared narratives 
about the roles the government, civic 
organizations and individual citizens play in 
society, and these narratives are very likely to 
differ among communities. For this reason, when 
assessing the stories of children from different 
countries, or even from different communities of 
the same country, the citizen self-awareness 
results are also expected to show variations.  
By providing information on what issues of the 
childUen·V citizenship identity should be 
addressed, the assessment method allows 
teachers to engage in the planning of 

problem-based learning activities suited to 
address these issues. Furthermore, by reapplying 
the assessment method it is possible to grasp how 
Whe VWXdenWV· Velf-awareness level may change 
through time, as the result of specific forms of 
instruction or developmental changes.  
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英語䝥䝺ゼ䞁䝔䞊シ䝵䞁動画視聴時の 

日本人英語学習者の注視点解析 

Eye-tracking analysis of Japanese EFL learners while watching English presentations  
 

冬㔝  ⨾晴*、㰺⸨  剛史**、山下 友子***、横森 大㍜* 
Miharu FUYUNO*、Takeshi SAITOH**、Yuko YAMASHITA***、Daisuke YOKOMORI* 

九州大学*、九州工業大学**、Ⱚ浦工業大学*** 
Kyushu University*、Kyushu Institute of Technology**、 

Shibaura Institute of Technology*** 
 

せ⣙㸸ⱥㄒ教⫱におけるパブリックスピーキング指導の㝿のアイコンタクトの㔜せ性に

╔┠し、アイコンタクト㔞の␗なるヰ⪅のプレゼンテーションとオーディエンス㸦日本

人ⱥㄒ学⩦⪅㸧の注ど点の㛵㐃性についてど⥺ゎ析実㦂を⾜い分析した。さまざまな先

⾜◊✲でアイコンタクトの㔜せ性が指摘されているが、ヰ⪅のアイコンタクト㔞とオー

ディエンスの実㝿の⾜動を客ほⓗに分析した◊✲は希少である。そこで、㸰名のヰ⪅の

ⱥㄒプレゼンテーション動⏬とアイトラッカーを用いて、ⱥㄒプレゼンテーション動⏬

ど⫈時のオーディエンスの注ど点ゎ析を⾜い、アイコンタクト㔞が多いヰ⪅の動⏬では

オーディエンスがヰ⪅を注どする割合が㧗いことを明らかにした。 

キーワード㸸  ⱥㄒ教⫱、プレゼンテーション、アイコンタクト、アイトラッキング 
 

㸯㸬はじめに 

 スピーチやプレゼンテーションなどのパブリッ

クスピーキングを⾜う㝿、Ⓨヰの内容に加え、ヰ㏿、

㡢声ポーズ、アイコンタクトなどの㠀ゝㄒせ⣲がパ

フォーマンスの㉁に与える影㡪が指摘されている

㸦Griffin, 2011㸧。テキストなどの教材においても、
㠀ゝㄒせ⣲についてグ㏙されている場合が多い。 
グローバル化に伴い、日本の学校ⱥㄒ教⫱におい

てスピーチやプレゼンテーションが以前よりも㔜

どされるようになり、また国㝿ⓗなビジネス現場な

ど、ⱥㄒが実㝿に㐠用される場㠃でもパブリックス

ピーキングの㔜せ性が指摘されている㸦冬㔝, 2015㸧。
このような状況の中、日本人ⱥㄒ学⩦⪅が日本ㄒは

もとよりⱥㄒでのパブリックスピーキングを実㊶

する機会は増えていくと⪃えられる。 
しかし、ⱥㄒパブリックスピーキング教⫱におい

て、ヰ⪅のデリバリーとオーディエンスの主ほホ価

の┦㛵をㄪ査した◊✲は数多いものの、オーディエ

ンスの⾜動を客ほⓗに分析した◊✲は未だ希少で

ある。アイコンタクトの㔜せ性を指導する㝿、オー

ディエンスが実㝿にどの⛬度ヰ⪅をぢているのか、

またアイコンタクト㔞によってオーディエンスの

⾜動にどのような変化が㉳こるのかに㛵する情報

があれば、より具体ⓗな指導が可⬟になると⪃えら

れる。そこで本◊✲では、プレゼンテーション大会

で㘓⏬された、アイコンタクト㔞の␗なる㸰名のヰ

⪅のⱥㄒプレゼンテーション動⏬とアイトラッカ

ーを用いて、プレゼンテーションど⫈時のオーディ

エンス㸦日本人ⱥㄒ学⩦⪅㸧の注ど点ゎ析を⾜った。 
 
㸰㸬◊✲の┠的 

本◊✲の┠ⓗは、㸯⠇で㏙べた⫼景に基づき、以

下の二点を検ドすることである。 
RQ1) オーディエンスはヰ⪅のアイコンタクト

㔞が多いとよりヰ⪅をぢるか 
RQ2) プレゼンテーションの前半と後半でオー

ディエンスの注ど率に変化があるか 
 
㸱㸬◊✲の方法 

㸦㸯㸧⿕㦂⪅と動⏬データ 
⿕㦂⪅はⱥㄒを専㛛としない日本人大学生 16 名
である。実㦂に使用したプレゼンテーション動⏬は、
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日本の大学で公式に㛤催された外国ㄒプレゼンテ

ーション・コンテストで撮影された。撮影時、カメ

ラは三⬮上に固定され、全てのプレゼンテーション

が同一の位⨨・アングル・ゎ像度により撮影された。

本実㦂では2名のヰ⪅によるプレゼンテーション動
⏬を用いるため、以㝆それぞれ動⏬A、動⏬Bと呼
ぶ。動⏬A・Bは後㏙の㏻りアイコンタクト㔞に差
があることから採用された。実㦂ではそれぞれプレ

ゼンテーション㛤始から冒㢌 3分㛫を用いた。 
コンテストにおいて全てのプレゼンテーション

が 3名の審査員により採点された。ホ価㡯┠は「内
容」「構成」「ⱥㄒ」「デリバリー」の㸲㡯┠である。

本実㦂で用いるプレゼンテーション動⏬は、アイコ

ンタクトを含む「デリバリー」㡯┠で、動⏬ A が
100点換⟬中平均 57.7点、動⏬Bが平均 85.5点の
ホ価を受けている。ヰ⪅のアイコンタクト㔞は動⏬

Aが㢖度 8.5回/分、合ィ時㛫㛗 15.0⛊/分、平均時
㛫㛗 1.7⛊/回であり、動⏬Bが㢖度 13.5回/分、合
ィ時㛫㛗 31.9⛊/分、平均時㛫㛗 2.3⛊/回であった。 
動⏬ A・B ともに、ヰ⪅はスライド㈨料を用い、
スライド内容を映すスクリーンが備えられた会場

でⱥㄒプレゼンテーションを⾜っている。動⏬A・
Bのフレーム内の位⨨㛵係は図㸯の㏻りである。 

 
 
 

 
図 1 動⏬フレーム内の位⨨㛵係 

 
㸦㸰㸧実㦂機材 
実㦂では動⏬ A・Bを 23インチのフラットモニ
ターで再生し、Tobii Eye Tracker 4Cを用いて、ど
⫈中の⿕㦂⪅の注ど点をグ㘓した。実㦂⤖果から注

ど点座標を基にヒートマップを作成した。 
 

䠐䠊 結果 

まず RQ1 について、⿕㦂⪅ごとのヰ⪅注ど率を
⟬出すると、16人中 15人の⿕㦂⪅で動⏬Bのほう
が動⏬ A よりもヰ⪅注ど率が㧗かった㸦動⏬ A 平
均 32.14%、動⏬B平均 56.6%㸧。図㸰は 16人全員
の注ど点を㔜ねたヒートマップである。動⏬Aでは
スクリーンとヰ⪅がどちらも注どされているが、動

⏬ B ではスクリーンよりもヰ⪅のほうが注どされ
ており、アイコンタクト㔞の差によってヰ⪅注ど率

に差が出ることが♧唆されている。 

 
 
 
 
図 2 注ど点ヒートマップ㸦左㸸動⏬A、右:動⏬B㸧 

 
次に RQ2 について、冒㢌⣙ 50 ⛊㛫の注ど点 X
㍈座標をそれぞれ抽出すると図㸱の⤖果となり、動

⏬ A㸦左㸧では⣙ 30⛊が⤒㐣した後、ヰ⪅がぢら
れなくなっていた。一方、動⏬B㸦右㸧では⥅⥆し
てヰ⪅がぢられていた。アイコンタクト㔞が少ない

動⏬Aでは、オーディエンスは後半になるにつれヰ
⪅をぢなくなることが分かった。 
 
 
 
 
 
 
 
図 3  冒㢌 50⛊㛫の⿕㦂⪅ 16名の注ど点X座標 
  
䠑䠊おわりに 

 本◊✲では、アイコンタクト㔞の␗なるヰ⪅ 2名
によるⱥㄒプレゼンテーション動⏬ど⫈実㦂を⾜

い、オーディエンスの注ど点を分析した。その⤖果、

アイコンタクト㔞が多いヰ⪅のプレゼンテーショ

ンではスクリーンよりヰ⪅が注どされる割合が㧗

く、アイコンタクト㔞が少ないヰ⪅は㛤始⣙ 30 ⛊
⤒㐣後に注どされなくなることがわかった。 
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䝣ィ䝸䝢䞁農村部の学習困難児のための㻌ICT㻌活用状況

ICT Use for Students with Learning Difficulties in the Philippines’ Rural Area 

⸨岡  ⠜司
Atsushi Fujioka 
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Nihon Fukushi University 

せ⣙㸸フィリピンの教⫱が⾜き届いていない地域で小学ᰯの一ゅに≉別支援学⣭を建タ

し、学⩦困㞴児向けの授ᴗをすることとした。しかし⌧᫬Ⅼでは政府からの援助はない

ため学⩦㞀害などの学⩦困㞴児に対して、専㛛の▱㆑をもっていない教員しかおらず、

児❺にどのように授ᴗを⾜うかが定まっていない≧態である。そこで、専㛛の▱㆑がな

い教員でも実᪋可⬟と思われる、教⫱アプリやテレビモニタを使った指導᪉ἲを⤂介し、

ヨ⾜ⓗに実㊶してもらうこととした。ᮏ◊✲では、そのᵝ子をほ察し、効ᯝとㄢ㢟を᫂

らかにすることを┠ⓗとする。これまでの実㊶により、⌧地の学⩦⎔境、ネットワーク

⎔境に応じた⡆␎な᪉␎による指導が⾜われるᵝ子がほ察されている。 

キーワード㸸 小学ᰯ、学⩦困㞴児、ICT�ά⏝

㸯．はじめに 

 フィリピンのミンダナオ島のᮾダバオ州、サンロ

ケ小学ᰯには、教員⊂᩿の判᩿によるが、学ᰯ内に

は勉強についていくことができていない 15 名㸦1
㹼6年⏕㸧の学⩦困㞴児がいる。しかし、それら児
❺のために何もできていない≧ἣであった。そもそ

も同小学ᰯのある地域では教⫱が十分に⾜き届い

ておらず、小学ᰯを卒ᴗできるのはᮧの 60㹼70㸣
である。また、あきらかに㞀害がある児❺でも、㏆

くに大きな⑓㝔がないため、医師のデ᩿᭩、㞀害ド

᫂᭩を必ずしも持っているわけではない。ᮧには公

共交㏻ᶵ㛵やスーパーがないため、㞀害⪅割引を㐺

⏝するᶵ会もなく㞀害⪅とㄆ定されたところで⚟

♴のサービスを受けることもできない。一᪉、フィ

リピンの教⫱制度上、学ᰯでは勉強ができていなけ

れば␃年することも多く、これは学⩦が困㞴な児❺

にとっては大きな壁であり、学ᰯを㎡めてしまうケ

ースも少なくない。このような児❺が大人になった

とき、文字が᭩けないため⚟♴の᭩㢮➼が᭩けず、

㈇のループになってしまっている。 
  そこで➹⪅は、ᰯ㛗と┦ㄯの上、2018年 7᭶に
サンロケ小学ᰯの一ゅに≉別支援学⣭を建タし、学

⩦困㞴児の指導をすることとした。しかし⌧᫬Ⅼで

は政府からの援助はないため学⩦㞀害などの学⩦

困㞴児に対して、専㛛の▱㆑をもっていない教員し

かおらず、児❺にどのように授ᴗを⾜うかが定まっ

ていない≧態である。そこで、専㛛の▱㆑がない教

員でも実᪋可⬟と思われる、教⫱アプリやテレビモ

ニタを使った指導᪉ἲを➹⪅らが⤂介し、⌧地教員

にヨ⾜ⓗに実㊶してもらうこととした。ᮏ◊✲では、

そのᵝ子をほ察し、効ᯝとㄢ㢟を᫂らかにすること

を┠ⓗとする。 

㸰㸬⌧地学⩦⎔境 
学ᰯ全体では常᫬㸰人ほどの教員が、⮬⏤な᫬㛫

が取れる勤務形態になっている。≉別支援学⣭は政

府からのㄆ可を得ていないため、教員がὴ㐵されて

おらず、ẖ᪥午前中の⮬⏤な᫬㛫にあたっている教

員が交代で≉別支援学⣭を担当している。また、ネ

ット⎔境は携帯ネットワークの㟁Ἴが弱く、ネット

上の動⏬は上手く再⏕できないほどである。Wi-Fi
など、パソコンをインターネットに接⥆可⬟な⎔境

もない。パソコンは㸰台あるが、⮬㌟のパソコンを

持っている教員は少なく、所᭷する教員も学ᰯまで

持ち㐠ぶことはほぼない。プロジェクタは㸰台ある

が、利⏝可⬟なものは実㉁1台である。タブレット、
iPod Touch が㸯台ずつあり、ᬑẁの授ᴗでは⣬や
㯮ᯈ、プロジェクタを≧ἣに合わせて利⏝している。

テレビモニタは≉別支援学⣭と ICT教室にあるが、
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他の教室にはない。テレビモニタでは、USB を挿
入して、USB 内の動⏬ファイルを再⏕することが
できる。 
 

㸱．研究の方法 

政府が建てた≉別支援学⣭ではないため、≉別支

援専㛛の㈨᱁を持った教員のὴ㐵はされない。▱㆑

のない教員がどのような㞀害を持っているのかわ

からない児❺に対して授ᴗを⾜うというᴟめて困

㞴な≧ἣであるといえる。2018年 7᭶から始まっ
た≉別支援学⣭の授ᴗも学ᰯ側のカリキュラムに

定╔し、当初からのㄢ㢟であった▱㆑のない教員の

授ᴗ᪉ἲとして、同ᰯ㛗先⏕との協㆟により、2019
年 2᭶より教室にテレビモニタをタ⨨し、教ᮦとし
て教⫱アプリの入ったタブレットやパソコンを⏝

いて、学⩦困㞴児の⯆味を惹くことを≺いとした⎔

境を整えた。β 々な形態での ICTά⏝が⪃えられる
が㸦文㒊⛉学┬ 2014㸧、⌧地⎔境と教員の⌧≧を⪃
慮の上、まずは、一斉授ᴗにおけるά⏝をヨ⾜する

こととした。 
テレビモニタは➹⪅が⏝意し、いくつかの↓料の

教⫱アプリをインストールしたタブレットを提供

した。教⫱アプリがさらに必せな場合、⮬宅でイン

ストールして教⫱⌧場で使ってもらうよう事前に

ㄝ᫂し、教員㛫の情報共᭷も᫂☜に⾜った。授ᴗ᫬

㛫は平᪥の午前中の 45 分を使って学⩦困㞴児を≉
別支援学⣭に㞟め、その᪥の担当教員が≧ἣに合わ

せてテレビモニタを使った授ᴗを⾜う。2018 年度
は 15人、2019年度は 18人の児❺を対㇟とし、テ
レビモニタと教⫱アプリを⏝いた授ᴗを⾜った。実

㊶≧ἣの把握は 2019年 2᭶からフィリピンの年度
⤊わりである 2019年 4᭶までの㸰か᭶㛫、㐌に㸯
回⛬度、授ᴗのᵝ子を写┿、動⏬を撮り、全体のᵝ

子をグ㘓する。また、᪂年度の2019年7᭶から2019
年 9᭶までの㛫も同ᵝに㐌に㸯回⛬度、授ᴗのᵝ子
を写┿、動⏬を撮り、全体のᵝ子をグ㘓することと

した。 
 

㸲．実践状況 

 当初はタブレットのアプリを媒介に授ᴗを⾜え

ば、ὶれに従ってスムーズにできると⪃えた。実㝿

に当初、教員は、㯮ᯈよりもタブレットの教⫱アプ

リを㢖⦾に利⏝した。しかし᭶᪥が⤒つにつれ、タ

ブレットを使うᶵ会が少なくなり、代わりに USB
メモリを⏝いた授ᴗスタイルに変化していった。イ

ンタビューをすると、フィリピンのネット⎔境のプ

ランによっては、アプリをダウンロードするときの

データ㏻信にはお㔠がかかるが、YouTubeの㜀ぴは
↓料であることを⌮⏤にあげる教員がいた。↓料で

あってもダウンロードにお㔠がかかるアプリより

も、㏻信料↓しで入手可⬟なᫎ像、教員⮬らパソコ

ンで教ᮦを制作したものを㞟めて USBメモリに入
れ、┤接テレビモニタに⧅げることで授ᴗを⾜うよ

うになっていった。USB メモリの中に入っていた
のは写┿や動⏬が多くを占めていた。フィリピンと

いう場所の児❺に合わせた内容の教ᮦが㑅定され

ていた。2019 年度になると、幼⛶園学⣭の▱⫱⋵
具などの教ᮦを持ち㎸み、パソコン、USB メモリ
と併⏝しながら教員⮬ら⪃え授ᴗを⾜っていた。≉

別支援学⣭の授ᴗが始まってから⣙ 9か᭶、テレビ
モニタを⏝いた授ᴗを始めて⣙ 2か᭶後の 2019年
4᭶のサンロケ小学ᰯ卒ᴗ式にて、㸴年⏕だった学
⩦困㞴児が↓事に卒ᴗすることができた。ᰯ㛗、お

よび教員のインタビューでは、≉別支援学⣭がなけ

れば卒ᴗすることができなかったかもしれないと

いう意ぢが⪺かれた。 
 

㸳．考察 

テレビモニタを導入した当初は、教⫱アプリによ

る授ᴗ᪉ἲを想定していたが、教員が⮬㌟でᶍ⣴し、

フィリピンのサンロケ小学ᰯのある地域に合わせ

た USBメモリを⏝いて授ᴗをするという教⫱᪉ἲ
に変化していった。ダウンロードのデータ㏻信料が

かかるという意ぢはあったが、᪤にインストールし

てあるアプリも使わなくなってきていることを⪃

えれば、教員が USBメモリを⏝いて動⏬をぢせて
授ᴗをすることの᪉が、児❺の≧ἣに合わせたタイ

ムリーな情報を取り扱える、教員にとっても↓⌮な

くά⏝できるなど、サンロケ小学ᰯのある地域には

合っているという可⬟性も⪃えられる。今後も⌧地

に㐺した教授ἲ・支援を㏣ồするとともに、≉別支

援学⣭の担当不在問㢟への対応を⪃えていきたい。 
 
参⪃文⊩ 
㸦㸯㸧 文㒊⛉学┬㸦2014㸧学びのイノベーション

事ᴗ実ド◊✲報告᭩ 
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Practice on the Sixth Industrialization and Food Education Using ICT 
ƠCase of Takashi Elementary School in Kamiita,Itano,Tokushima pref.Ơ 
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情報系ヨ㦂䛾合格䜢指向䛩䜛文系大学生䛾学習意欲䛾変化 

Change of the learning will of a faculty of liberal arts university student pointing to the 
pass of the qualification about information technology 

 
中島 ⚞志*   栗⏣ るみ子* 

Tadashi NAKAJIMA*  Rumiko KURITA*   
城す大学* 

Josai University* 
 

せ⣙㸸本◊✲では、文⣔の学㒊において2年⏕以上を履修推奨年次として㛤ㅮされた情報処⌮
㛵㐃⛉┠で⾜った、ITパスポートヨ㦂の㈨格対⟇の⤖果と学⏕の学⩦意欲の㛵㐃について分析し
た。方法は、ㅮ⩏の㛤始時及び⤊了時にアンケートをとり、⮬⏤グ㏙についてテキストマイニング

を⏝いた。 

キーワード㸸テキストマイニング 学⩦意欲 情報⣔㈨格ヨ㦂 
 

㸯㸬はじめに 

大学の役割のひとつとして、大学タ⨨基‽➨ 42 条
の 2 でつ定されているように学⏕の⮬❧支援がある。
一方で、大学に入学してくる学⏕の履修歴の多様化が

㐍んでおり、「⮬ら学び、⮬ら⪃える力の⫱成」が十分

にされていない学⏕もぢ受けられる。さまざまな学⏕

が「⮬ら学び、⮬ら⪃える力」を⫱成しさらに、「ㄢ㢟

探求⬟力の⫱成」をどう⾜っていくかは大学教⫱のㄢ

㢟のひとつとゝえる。 
 
㸰㸬研✲の目的 

城す大学⤒営学㒊は、学位授与の条件のひとつに、

「幅広い教㣴とマネジメントについての専㛛ⓗ▱㆑」

の修得がある。これを学⏕が‶たしているかを☜ㄆす

る手段に、ㄢ㢟やテストがある。さらに、㈨格の取得

を推奨し、日ごろの学修活動が「㇟∳の塔」の中だけ

のものではないことを♧し、学⏕の⮬❧を促している。 
そこで、本◊✲では、ITパスポートヨ㦂㸦以下「iパ
ス」という㸧の合格を┠指すㅮ⩏の受ㅮを㏻して、学

⏕⮬㌟の㈨格取得の意欲を分析し、「⮬ら学び、⮬ら⪃

える力」が⫱成され、「ㄢ㢟探求⬟力」が⫱成できてい

るかを分析する。 
多くの情報⣔㈨格ヨ㦂の中で≉に i パスを㑅んだ⌮
⏤は、⾲ 1の①および②が城す大学⤒営学㒊のカリキ
ュラムに⤌み㎸まれているからである。文⣔学⏕であ

るが、他の⛉┠で学んだ内容が IT ⣔の技⾡⏝ㄒと㛵
㐃し出㢟されることで、学⩦の取り⤌みにおいて学⏕

にとってなじみやすいと思われる。 
⾲ 1  iパス出㢟⠊囲 
① ストラテジ⣔㸦⤒営全⯡㸧 㸸 35問⛬度 
② マネジメント⣔㸦IT⟶⌮㸧 㸸 20問⛬度 
③ テクノロジ⣔㸦IT技⾡㸧 㸸 45問⛬度 

 
㸱㸬研✲の方法 

㸦㸯㸧ㄪ査対㇟ 
城す大学⤒営学㒊学⏕のうち「情報エキスパート

I」㸦以下、「本ㅮ⩏」という㸧を履修し、本ㅮ⩏㛤始
時および⤊了時のアンケートに回⟅した学⏕ 33 名
㸦3年⏕ 3名、2年⏕ 8名、1年⏕ 21名㸧とした。 
㸦㸰㸧ㄪ査概せ 
㉁問の概せは以下の㏻り。 

z 㛤始時 
受ㅮ⌮⏤、IT㛵㐃全⯡に㛵する基♏▱㆑、在学
中に取得したい㈨格、希望⫋✀、パソコンとス

マートフォンの㑅好など 14 問に i パスで出㢟
される⏝ㄒの▱㆑の⮬己ホ価を 50問⾜った。 

z ⤊了時 
㛤始時と同じ在学中に取得したい㈨格、希望⫋

✀および業✀、パソコンとスマホの㑅好など

14 問と㛤始時と同じ i パスで出㢟される⏝ㄒ
の⮬己ホ価 50問に加え、ㅮ⩏の受ㅮを㏻して、
学⏕⮬㌟の成㛗に㛵するグ㏙などを 3 問⾜った。 

その回⟅を㞟ィし、グ㏙回⟅を元にテキストマイニ

ングソフト KH Coder [1、2] によるㄒの共㉳から
分析した。 

���

��



㸲㸬⤖果と⪃察 

㸦㸯㸧受ㅮした学⏕像 
本ㅮ⩏を受ㅮした学⏕は、IT技⾡については大き
な㛵心を持っているわけではないが、スマートフォ

ンを主として IT 機器の利⏝は✚極ⓗに⾜っている
ようである。在学中に IT⣔の㈨格㸦iパスおよび日
商 PC 検定ヨ㦂などへの合格㸧、ㄒ学⣔の㈨格
㸦TOEIC㸧、⡙グの㈨格の取得を┠指している。志
望⫋✀は主に「公務員」「営業⫋」「事務⫋」「技⾡⫋」

「教員」を⪃えていて、志望業✀は、㛤始時は「㏻

信」「小売」が多かったが、⤊了時はこれらに加えて

「㔠⼥・保㝤業」「旅⾜業」なども候⿵に挙がった。 
㸦㸰㸧学⏕がㅮ⩏によって得られたとしたもの 
共㉳ネットワーク図 2 によると、IT ⣔に㛵する
ㄒ以外に「力」や「⌮ゎ」にその中心性がある。「力」

に⣣づくㄒは「⮬分」や「ㄪべる」であり、「⌮ゎ」

に⣣づくのは「ヲしい」である。これをグ㏙内容と

↷らしてみると、⮬分で⪃え、⌮ゎするという態度

が伸びたと⪃えているようである。 

㸦㸱㸧成⦼による㐪い 
本ㅮ⩏の成⦼ホ価は、期末テストによって⾜った。

アンケート回⟅⪅の平均Ⅼは、48.5Ⅼ、標‽偏差は
15.8Ⅼであった。期末テストの得Ⅼによって、次の
3グループに分けた。 
A⩌ 56Ⅼ以上  12名 
B⩌ 44Ⅼ以上 55Ⅼ以下 11名 
C⩌ 43Ⅼ以下  10名 
このグループごとの共㉳ネットワークは図 1 に

なる。各⩌とも IT に㛵する⏝ㄒの▱㆑が増えたと
⪃えている。一方で、A⩌では「ㄢ㢟」「増える」「ヨ
㦂」「意欲」というㄒが挙がっている。これをグ㏙内

容と↷らしてみると⏝ㄒに㛵する▱㆑が増え、i パ
スへの⯆味が湧いてㄢ㢟に取り⤌む力が伸びたと

⪃えているようである。それに対し、C⩌では、「㞴
しい」「たくさん」「パソコン」といったゝⴥが多く

挙がった。これもグ㏙内容と↷らしてみると、パソ

コンを中心とした IT 㛵㐃の⏝ㄒが多いことや㞴し
さを実感したことが伺える。 

㸦㸱㸧⪃察 
本◊✲では、城す大学⤒営学㒊の学⏕に対し、ㅮ

⩏を㏻して㈨格取得の意欲がどのように変わるか

分析した。ㅮ⩏によって、㈨格の㞴しさを実感する

学⏕がいる一方で、㈨格取得に向けてより意欲を掻

き❧てられた学⏕もいるようである。それぞれの学

⏕に対する対応は␗なってくるが、どちらの学⏕も

実㝿の㈨格取得に⤖びつけることのできる指導方

法を検ウする必せがあるだろう。 
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ⓗ分析:― 2 つのアプローチの峻別と⤫合
―、 ⌮ㄽと方法 19 (1)、 101-115. 

㸦2㸧 樋口 ⪔一、 使い方を▱るためのチュート
リアル㸦2019年 8月 15日参↷㸧 
https://khcoder.net/tutorial.html 

図 2 「本ㅮ⩏の受ㅮを㏻して、⮬分のどのようなと
ころが伸びましたか。学力に㝈らず⟅えてくださ

い。」についての全体の共㉳ネットワーク 

図 1 「本ㅮ⩏の受ㅮを㏻して、⮬分のどのようなと
ころが伸びましたか。学力に㝈らず⟅えてくださ

い。」についての成⦼別の共㉳ネットワーク 
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Development of core curriculum to improve information utilization ability6 
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小学校䛻䛚䛡䜛䝥䝻䜾䝷䝭䞁䜾教育推進䛾実態䛻䛴䛔䛶䛾考察 
CRQVLGHUaWLRQ aERXW WKH aFWXaO FRQGLWLRQ RI WKH SURJUaPPLQJ HGXFaWLRQ SURPRWLRQ LQ WKH 

HOHPHQWaU\ VFKRRO 
 

㇂本 康         中村 武弘 
YaVXVKL TANIMOTO    TaNHKLUR NAKAMURA 

 
亀山市❧昼生小学校             奈Ⰻ教⫱大学 

HLUXR EOHPHQWaU\ SFKRRO     NaUa UQLYHUVLW\ RI EGXFaWLRQ 
 

【せ旨】 
2020 年度からの学⩦指導せ㡿に伴いプログラミング教⫱が実施される。学⩦指導せ㡿ゎㄝ

はもとより、小学校プログラミング教⫱の手引(以後㸸手引き㸧も出され実施に向けた対応が㐍

められている。しかし、本市を始め情報が入ってくる学校の様子からプログラミング教⫱の実

施に十分な準備が整ってきているとは感じられない。そこで、今までの実㊶を元に、プログラ

ミング教⫱をどの様に推㐍されているか、その実態をㄪ査した。 
 
【キーワード】 
プログラミング教⫱ プログラミングⓗ思⪃ 新学⩦指導せ㡿  

 
㻝. 䛿䛨䜑䛻 

2020 年度からの学⩦指導せ㡿に伴いプ

ログラミング教⫱が実施される。 
本市においても、昨年度からプログラミ

ング教⫱の取り⤌みが㐍められている。 
◊修は⾜っているが十分に理ゎを深める

とまでは⮳っていない感がある。 
 

㻞. 目的 
校内におけるプログラミング教⫱の実㊶

に向けた◊修と⫋員の意㆑・実㊶状況のㄪ

査を⾜う。 
 
㻟. 対象 
亀山市内の 3 小学校㸦K 小学校 㸶名、N
小学校 10 名、H 小学校 9 名㸧 

何れの学校も市の情報◊修㸦プログラミ

ング教⫱㸧の◊✲協力員を受けている。K
小と N 小は、一昨年度から 2 年㛫、三㔜┴

教⫱委員会のプログラミングメンター⫱成

事業に教員が参加して◊修を㐍めてきた。 
 

㻠. 研修内容 
 プログラミング◊修は、以下のよう 1 か

ら 6 を㸯サイクルとする。ただし、1 導入

◊修については、最初の 1 回のみとする。 
1 導入◊修 

2 授業実㊶㸦アンプラグド㸧・反┬会ワー

クショップ型式㸦以後㸸WS㸧 
3 実㊶◊修Ⅰ 
4 授業実㊶・反┬会㸦WS㸧 
5 実㊶◊修Ⅱ 
6 授業実㊶・反┬会㸦WS㸧 
を実施する。 
 
㻡. 調査方法 

各校ㄪ査期㛫内におけるプログラミング

授業実㊶の回数と◊修担当⪅からのインタ

ビューを⾜った。インタビュー内容は、プ

ログラミング実㊶の推㐍状況を中心に回⟅

を求めた。 
 
㻢. 結果 
㸺K 小学校㸼 

プログラミング教⫱に取⤌始めて㸲年┠

となり、取⤌は多岐にわたっている。校内

◊修のテーマがㄽ理ⓗな思⪃を含んでいる

ためにプログラミング教⫱と合⮴し◊修サ

イクルが機⬟している。プログラミング教

⫱㛤始当初は、プログラミングⓗ思⪃を意

㆑したアンプラグドの授業を低学年で⾜い、

ビジュアルプログラミングから、フィジカ

ルコンピューティングも取り入れた実㊶活

動が増えてきた。 
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㸺N 小学校㸼 
 プログラミング教⫱に取⤌始めて㸱年┠

となり、情報担当が中心となり㡢楽⛉と⥲

合ⓗな学⩦の時㛫で、実㊶が⾜われてきた。

㡢楽⛉の実㊶では担任と㡢楽専⛉が協力し

授業づくりに取り⤌んだ。この取⤌により、

㡢楽専⛉が㡢楽⛉の中にプログラミングを

取り入れた実㊶できる単元を⢭査し、全学

年での取⤌が㐍んでいる。 
㸺H 小学校㸼 
 プログラミング教⫱に取⤌始めて 2 年┠

となり、VFUaWFK を用いての実㊶を昨年度

から⾜っていた。取⤌内容は、導入期のス

キル獲得であり、指導できる担任が時㛫を

ぢつけ指導していた。市の◊✲協力員の実

㊶においては、PLFUR:ELW を用いた実㊶を

⾜った。 
 教⛉においては、手引き A 㡿域にグされ

ている➨㸳学年⟬数⛉「正多ゅ形」が㸱校

全てで、➨㸴学年理⛉「㟁気の性㉁や働き」

はうち㸰校で実㊶が⾜われていた。⥲合ⓗ

な学⩦の時㛫での実㊶は、昨年までのカリ

キュラムとのㄪ整中で、投げ入れⓗな扱で

うち㸰校が実㊶を⾜っている。 
各校の実㊶学年と実㊶回数を⾲ 1 に♧す。 

⾲ 1 各校の実㊶学年と実㊶回数一ぴ 

プログラミングの✀㢮と回数について⾲

2 に♧す。 
⾲ 2 プログラミングの✀㢮と実㊶回数一ぴ 

フィジカルコンピューティングの実㊶は、

EV㸱・コード A ピラー・PLFUR:ELW を用い

た実㊶がぢられた。 
 
㻣. 考察 

㸱校全てで◊修主㢟の中に「ㄽ理ⓗな思

⪃」を含む内容となっている。◊修㡿域は

異なるものの、プログラミングⓗ思⪃との

㐃携が図りやすい状況であると⪃えられる。 
 しかし、校内の㐃携体制として提案され

たアイデアが次年度のカリキュラムや新学

年の学びにつながっていない状況が存在す

る。 
もう一点、これは㸱校に共㏻して、プロ

グラミングや ICT 活用にⱞ手意㆑を持った

教員は、プログラミングⓗ思⪃を意㆑した

授業づくりでは協ㄪしつつも、プログラミ

ング体㦂を授業に⤌み㎸むことへの抵抗が

大きい。加えてアンプラグドの実㊶におい

ても導入・⥅⥆させていく取⤌ができてい

ない。 
また、この㸱校で実㊶していた 17 名の

教員の内㸴名が人事異動によって他の市内

の学校に⛣動している。しかし、⛣動後の

学校において、全員がプログラミングの授

業を実㊶していなかった。このことから、

同一校の教員だけでなく学校㛫においても

温度差がある実態が明らかになった。 
 
㻤. 課題 
 㸱校全て、教⛉におけるㄽ理ⓗ思⪃とプ

ログラミングⓗ思⪃を㋃まえ、授業実㊶

㸦アンプラグドを含む㸧を一層㐍める必せ

がある。この取⤌が、まだ一度も実㊶をし

ていない教員を実㊶につなげていくことに

なる。 
手引 C 㡿域での実㊶を増やし、プログラ

ム体㦂をさせる内容の吟味を㐍める。その

㝿には、教員の⮬己満㊊に㝗らないよう、

体㦂の㞴易度と教⛉・㡿域のねらいとの両

❧を意㆑させた授業づくりとなるようカリ

キュラム構成を作成することが大切である。 
児❺が TLQNaULQJ できる時㛫を☜保する

ことが、今後の学びの深さと㛵㐃づく㠃が

ある。そのための、児❺のプログラミング

スキル⫱成の時㛫を☜保するカリキュラム

マネージメントが必せである。 
 
㻥. 参考文献 

小学校プログラミング教⫱の手引㸦➨一

版・➨二版㸧 - 文㒊⛉学┬ 
日本教⫱工学会ㄽ文ㄅ 39(3)㸪127-138㸪

2015 教員㣴成・現⫋◊修への教⫱工学ⓗア

プローチの成果とㄢ㢟 
 
 

ఁ学೧ ஦学೧ ߶学೧ 計߻
Kঘ学ߏ 13 4 10 27
Nঘ学ߏ 5 6 10 21
Hঘ学ߏ 0 3 3 6

アンプラグド
コンピュー
ティング

ビジュアル
プログラミン
グ

フィジカル
コンピュー
ティング

計߻

Kঘ学ߏ 22 3 2 27
Nঘ学ߏ 3 15 4 22
Hঘ学ߏ 0 4 2 6
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チェックリストを活用した教材企画書の相互評価力を 

診断するシステムの開発 

Development of Peer Assessment Skill Check System Using Checklist 
 

市川 尚*1、㧗橋 暁子*2、➉岡 ⠜永*3、根本 淳子*4、㕥木 克明*5 
Hisashi ICHIKAWA*1 Akiko TAKAHASHI*2 Atsue TAKEOKA*3 Junko NEMOTO*4 

Katsuaki SUZUKI*5 
*1岩手┴❧大学、*2徳島大学、*3明▼工業㧗➼専㛛学校、*4明治学㝔大学、*5熊本大学 

*1Iwate Prefectural University  *2Tokushima University 
*3National Institute of Technology, Akashi College *4Meiji Gakuin University 

*5Kumamoto University 
 

せ⣙㸸教材作成を㏻してインストラクショナルデザインの基♏を学ぶ⛉┠で実施される

教材企⏬書の┦互ホ価について、学⩦⪅の┦互ホ価力を㧗めるためにデ断や⦎⩦を提供

するためのシステムを㛤Ⓨした。教材企⏬書のチェックリストをもとに、内容に不備を

埋め㎸んだ教材企⏬書を㏻じて実力をデ断するシステムとなっている。 

キーワード㸸  教材タィ、┦互ホ価、チェックリスト、インストラクショナルデザイン  
 

㸯㸬教ᮦ企⏬᭩の┦互ホ価 

授業における成果物の㉁の判断や㉁の向上、理ゎ

を深めることを意図して、学⩦⪅に┦互ホ価を⾜わ

せる場合がある。┦互ホ価の実施は学⩦⪅に委ねら

れるため㸪㐺切な実施のためには学⩦環境を整える

必せがある。➹⪅らは、インストラクショナルデザ

イン㸦ID㸧の基♏を学ぶ⛉┠において㸪教材企⏬書
の作成と┦互ホ価を⾜うㄢ㢟を提♧している。  
教材企⏬書の構成とチェックリストの㡯┠の例

を⾲㸯に♧す。全 45 㡯┠で構成される。学⩦⪅は
チェックリストを⏝いて┦互ホ価を⾜うが、┦互ホ

価後にも教材企⏬書に不備が残り、教員が再提出を

せ求する場合が多いことがㄢ㢟となっている㸦㧗橋

ほか 2013㸧。そのせ因の㸯つとして、チェックリス
トを活⏝する┦互ホ価力の低さが⪃えられる。 
➹⪅らは、┦互ホ価力をデ断して㧗めていくため

のツールのヨ作を㐍めてきた㸦㧗橋ほか 2015)。本
✏では、システムのタィと実⿦について報告する。 
 

㸰㸬システムタィ・㛤Ⓨ 

 本システムの概せと仕⤌みについて㏙べる。 
2.1. システムᴫせ 

本システムは㸪チェックリストを活⏝した教材企

⏬書の┦互ホ価力をデ断し⦎⩦を提供する Web ア
プリケーションとして㛤Ⓨした。図㸯は、教材企⏬

書の┦互ホ価力をデ断する⏬㠃である。教材企⏬書

の内容が左側に⾲♧され、右側のチェック㡯┠を㸯

つずつ㑅び OK・NG・N/A を㑅択して、NG の場
合は、その理⏤を入力する。すべてのチェックが⤊

了して㏦信をすると、⤖果⏬㠃が⾲♧される。 
2.2. チェックリストにἢったダウングレード 

チェックをさせるために不備が含まれる教材企

⏬書を⮬動で生成して提♧する必せがある。そこで、

チェックリストに╔┠し、すべてのチェック㡯┠を

 
図㸯 システム⏬㠃 
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満たす正ゎの企⏬書事例をベースに、各チェック㡯

┠の条件を満たさないようにダウングレード(DG)
することで、不正ゎの事例を生成する仕⤌みとした。

システムにⓏ㘓する教材企⏬書データの例を⾲㸰

に♧す。あるテーマについて、まず企⏬書㡯┠㸦⾲

㸯左㸧に沿って正ゎ例を⏝意し、さらに全 45 㡯┠
あるチェック㡯┠の㸯つずつについて、必せに応じ

てDGした内容とフィードバックを⏝意する。⾲㸰
は、企⏬書㡯┠「学⩦┠標」について、チェック㡯

┠[4-2]のほ点で DGされた例である㸦太字㒊分㸧。
㸯つの㡯┠に」数のDGを⏝意することもできる。 
不備を埋め㎸んだ教材企⏬書を生成・提♧する㝿

には、各企⏬書㡯┠について、一定の割合でDGを
⾜うようにしている。また、㛵㐃し合う企⏬書㡯┠

については、▩┪が生じないように制御をかける。 
2.3. ⦎⩦の提供 

 チェック㡯┠数が多いので、企⏬書㡯┠のそれぞ

れについて、正ゎやDGの内容を提♧し、対応する
チェック㡯┠で☜ㄆさせる⦎⩦を⏝意している。 

㸱㸬今後のㄢ㢟 

本システムは、㛤Ⓨがほぼ完了したところである。

今後は、企⏬書事例のⓏ㘓数を増やし、システムの

使いやすさや効果を検ドするために、形成ⓗホ価を

⾜っていく予定である。 
 
ㅰ㎡㸸本◊✲は、文⛉┬⛉◊㈝㸦基┙◊✲B㸸ㄢ㢟
␒号 16H03081㸧の⿵助を受けている。 
 
参⪃文⊩ 

㸦1㸧 㧗橋暁子・根本淳子・㕥木克明(2013)教材タ
ィ基♏⛉┠における『教材企⏬書チェックリ

スト』に基づいた受ㅮ⪅┦互ホ価の分析㸬日

本教⫱工学会◊✲報告㞟㸦JSET13-3)㸸53-60 
㸦2㸧 㧗橋暁子ほか㸦2015㸧ID 基♏力㣴成に向け

た┦互ホ価力チェックツールのヨ作㸬日本教

⫱工学会➨ 31 回全国大会Ⓨ⾲ㄽ文㞟㸪
pp.893-894 

表䠎 ダウングレードの例（敬語を学ぶ教材の場合䠅 

正ゎ例 ダウングレード 
㸲㸬学⩦┠標㸪[4-2]それぞれの学⩦┠標は、学⩦⪅の⾜動で┠標を⾲しているか㸦┠標⾜動㸧 
㸯㸬ビジネス上よく⏝いるゝⴥ㸦ゝう、⪺く、ぢる、

⾜く、㹼する➼㸧の尊敬ㄒ・ㅬㆡㄒを、何もぢないで、

正しく書くことができる。5 ㄒ出㢟して全問正ゎで合
格とする。㸦ゝㄒ情報㸸尊敬ㄒ・ㅬㆡㄒを「ぬえる」こ

とを┠指すため㸧 
㸰。新入♫員が㐼㐝する㟁ヰ応対シーンにおいて、何

もぢないで、㟁ヰの基本マナーに沿った㐺切なセリフ

を㑅択できるようになる。㸱つのシーンのうち、理⏤

も含めて㸰つ以上正ゎで合格とする。㸦▱ⓗ技⬟㸸学⩦

┠標㸯でぬえたゝⴥと、㟁ヰのマナーに基づいて、様々

な場㠃に「応⏝する」ことを┠指すため㸧 

㸯㸬ビジネス上よく⏝いるゝⴥ㸦ゝう、⪺く、ぢる、⾜く、

㹼する➼㸧の尊敬ㄒ・ㅬㆡㄒについて理ゎを深める。5 ㄒ出
㢟して全問正ゎで合格とする。㸦ゝㄒ情報㸸尊敬ㄒ・ㅬㆡㄒを

「ぬえる」ことを┠指すため㸧 
㸰。 新入♫員が㐼㐝する㟁ヰ応対シーンにおいて、何もぢな
いで、㟁ヰの基本マナーに沿った㐺切なセリフを㑅択できる

ようになる。㸱つのシーンのうち、理⏤も含めて㸰つ以上正

ゎで合格とする。㸦▱ⓗ技⬟㸸学⩦┠標㸯でぬえたゝⴥと、㟁

ヰのマナーに基づいて、様々な場㠃に「応⏝する」ことを┠

指すため㸧 
㸡フィードバック: 学⩦┠標㸯が㐺切な⾜動┠標ではない 

 

表䠍 教材企画書チェックリスト（抜粋䠅 

企⏬書㡯┠ チェック㡯┠例 

1.教材タイトルと内容(2) 
2.対㇟⪅の⠊囲(2) 
3.内容㑅択の理⏤(8) 
4.学⩦┠標(7) 
5.事前テスト(10) 
6.事後テスト(9) 
7.前提条件(5) 
8.作成⪅と点検⪅(2) 

[1-1]タイトルをㄞめば何を学ぶことができる教材なのかがわかるか 
[2-2]対㇟⪅の⠊囲は妥当か㸦特定の個人など狭すぎず….㸦␎㸧㸧 
[3-2]条件㸯を満たしていると思う根拠をㄝ明しているか 
[4-5]それぞれの学⩦┠標に、学⩦ㄢ㢟の✀㢮を書いているか 
[5-5]各タ問について、どの学⩦┠標と対応しているかㄝ明しているか 
[6-3]各タ問について、どの学⩦┠標と対応しているかㄝ明しているか 
[7-2]前提テストを⾜わない場合、妥当な理⏤をㄝ明しているか 
[8-1]報告書の氏名がグされているか 

※チェックリストは㧗橋ほか㸦2013㸧から一㒊修正している。企⏬書㡯┠右➃の数字はチェック㡯┠数。 
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㐣疎地域䛾行政䛻䛚䛡䜛大学生䛾教育活動䛾受䛡入䜜せ因䛾検ウ 

Administrative factors in depopulated areas examining factors for accepting university 
students' educational activities in administrative areas 

 
中川 恭㍜*、山口 ⨾⥴㔛*、㯮上 晴夫* 

Kyosuke NAKAGAWA*、Miori YAMAGUCHI*、 Haruo KUROKAMI* 
㛵す大学* 

Kansai University* 
 

せ⣙㸸本◊✲では、㐣␯地域における大学⏕の教⫱ά動の受け入れせ因を明らかにする. 
      ことを┠ⓗとした. K 大学大学㝔の学⏕のボランティアά動を事例に分析した⤖ᯝ ,

カテゴリとして《⏫内の子供たちへの思い》と《⏫内の教⫱における ICT に㛵す
るㄢ㢟》が⏕成された . 

 
キーワード㸸  地域ά性化、大学⏕  

 
1.はじめに 

㧗度⤒῭成㛗以㝆㸪地方おける㐣␯の㐍⾜は♫会問㢟

化しており,地域のά性化が急務とされている. 

このような⫼景の中,教⫱分㔝では,大学におけるボラ

ンティアの受け入れがάⓎになっている.時任ほか

㸦2015㸧は,㐣␯地域のおける地域住Ẹの大学⏕のサー

ビス・ラーニングの受け入れについて,住Ẹの地域愛╔

とフィールドワーク受け入れ意㆑に対する影㡪は,フ

ィールドワークを受け入れることによって住Ẹの地域

の地域愛╔に効ᯝがある可⬟性を♧しており,大学⏕

のά動が地域ά性の一因になっている可⬟性を♧して

いる.さらに,ぢ⯓ら㸦2016㸧は「なかまフットパス」

というほ光᱌内を㢟材に大学⏕の取り⤌みから⏕じた

地域ά性化に対するせ因の抽出を⾜い,持⥆ⓗなά動

を土台に大学⏕⊂⮬の␗㉁さやⱝさ,未⇍さが地元住

Ẹの学び┤しの契ᶵにつながるプロセスのモデル化を

⾜なっている. 

このように,地域のά性化を┠ⓗとした,大学⏕のボ

ランティアをά⏝することの効ᯝに㛵する▱ぢはこれ

までに⵳✚されてきた.しかし,大学⏕の地域のά性化

を┠ⓗとしたボランティアのような教⫱ά動には,⾜

政のサポートが必せとなり,その受け入れ方に㛵して

は十分に᳨ウされていない.⾜政の受け入れ方を明ら

かにすることで今後,より一層、大学⏕による地域のά

性化ά動を推㐍することが可⬟であると⪃える.よっ

て本◊✲では,㐣␯地域に╔┠し、⾜政の大学⏕による

地域のά性化を┠ⓗとした教⫱ά動に対する⾜政の受

け入れせ因を明らかにする. 

 

２.研究対象とする事例 

 本◊✲で対㇟とする事例は, 2017 年度から K 大学に

て,K 大学大学㝔の学⏕による岩手┴ⴱ巻⏫の教⫱ㄢ

㢟を ICT をά⏝した教⫱支援について᳨ウし,ⴱ巻⏫

教⫱委員会と㐃携して小学⏕から㧗ᰯ⏕を対㇟とした

ά動を⾜うことで地域のά性化に㈉⊩することを┠ⓗ

としたボランティア団体である. 

⌧在,岩手┴ⴱ巻⏫では、人口ῶ少や少子㧗㱋化など

ᵝ々な♫会情勢が変化する中、地元⏘ᴗのά性化に力

を入れ,␆⏘㛤Ⓨやクリーンエネルギー事ᴗなどᵝ々

な㛤Ⓨを⾜っている.教⫱分㔝においては、山村␃学⏕

や大学⏕のフィールドワーク,スポーツ合宿のなどの

受け入れに✚ᴟⓗである.しかし、⏫Ẹの学⩦ニーズに

対する対応は十分とはゝえず,新たな学⩦の場や学⩦

ᶵ会の充実がồめられている㸦岩手┴ⴱ巻⏫ 2016㸧.

そのため、ⴱ巻⏫教⫱委員会では、大人から子供まで

幅広い年㱋層を対㇟としたスポーツ教室や幼児・㟷少

年を対㇟としたバイオリン教室➼の⏕ᾭ学⩦教室など

の新たな取り⤌みが実施され始めている. 

 

 

���

��



 

 

3.研究方法 

 本◊✲では、教⫱委員会の⫋員 Aに⣙ 60分㛫の半ᵓ

㐀化インタビューを実施した.A には教⫱委員会に勤

めるまでの⫼景を☜ㄆした後,インタビューを実施し

た.インタビューデータは㘓㡢し,①インタビューデー

タを書き㉳こす②書き㉳こしたデータへのオープンコ

ーディング③オープンコーディングによって抽出され

たラベルのカテゴリ化の手㡰でおこなった.なお,分析

の手㡰は佐⸨(2008)を参⪃にした. 

. 

4. 結果・考ࡱ 
本◊✲では,カテゴリは《 》,コードは,〈 〉, Ⓨゝ
の引⏝は「」を⏝いてグ㏙する. 
 分析の⤖ᯝ,受け入れせ因のカテゴリとして, 《⏫
内の子供たちへの思い》と《⏫内の教⫱における

ICTに㛵するㄢ㢟》が⏕成された. 
インタビューの中で,Aは,〈子供たちのキャリア形
成に㈉⊩することを期待している〉と㏙べていた. 
このことから,A が大学⏕が⏫内の子供たちと㛵わ
ることで新しい人㛫㛵係が形成されることを期待

している可⬟性が♧唆された. 
A は,インタビューの中で,〈♫会教⫱主事として㟷
少年教⫱を担当した⤒㦂〉について㏙べており,この
⤒㦂から A は⏫外の人々との交ὶが地域のά性化
おける㔜せ性を学んでおり,これが K 大学の学⏕の
受け入れにつながっている可⬟性が⪃えられる. 
また,Aは,⏫内の学ᰯ教⫱における ICTのά⏝に㛵
して,〈学ᰯ⌧場では ICT の⎔境が整っているが使
い方がわからない⌧≧〉を㏙べている.このような⫼
景のもと,Yは「⚾たちが普ẁできないようなところ
を㸦K大学の学⏕が㸧いろいろ支援していただいた
り.そういった意味で㠀常にやっぱり、ありがたいな
って」と㏙べている.また,「ま,ちょっといろいろ勉
強しながら,あの,㸦学ᰯの先⏕に㸧教えて㡬いたり.
勉強できればありがたいなと思いました」と㏙べて

いる.これらのことから,Aは,K大学の学⏕を受け入
れることでそれまで,⏫内になかった▱㆑を取り入
れることを期待している可⬟性が♧唆された. 
 
5 ⥲合⪃察 
 A のインタンビューの⤖ᯝから,⾜政における大
学⏕の教⫱ά動の受け入れせ因のカテゴリとして

受け入れせ因として《⏫内の子供たちへの思い》と

《⏫内の教⫱における ICTに㛵するㄢ㢟》が⏕成さ
れた. 

 ⌧在,ⴱ巻⏫内には大学は存在せず,⏫内の子供た
ちには,大学⏕と㛵わることで大学について▱るᶵ
会はほとんどない.そのため,AはK大学の学⏕を受
け入れることで,大学⏕との㛵わりが子供たちのキ
ャリア形成につながることを期待したと⪃えられ

る. 
また,K 大学のボランティア団体のά動における対
㇟は小学⏕から㧗ᰯ⏕であったが,分析⤖ᯝから,A
は⏫内の学ᰯの先⏕に対する▱㆑の㑏元すること

を┠ⓗに受け入れた可⬟性が⪃えられる. 
 
参⪃文⊩ 
㸦1㸧 岩手┴ⴱ巻⏫(2016) ⴱ巻⏫⥲合ィ⏬ ひ

と・まち・しごとの⣳ぎ一Ṍ先を⾜く山村く

ずまき  
㸦2㸧 ぢ⯓好㝯㸪廣川♸司㸪村Ụ史年㸪内⏣晃㸦2016)

大学⏕が地域♫会を変㠉する「地方創⏕モ

デル」の㛤Ⓨ ―地方㒔市におけるフット

パス導入による地域ά性化の事例を⏝いて

-京㒔大学㧗➼教⫱◊✲ (22), 11-19 
㸦3㸧 佐⸨㑳哉㸦2008)㉁ⓗデータ分析ἲ.新曜♫ 

㸦4㸧 時任㞙平㸪ᶫ∎孝夫㸪小⏣㝯἞㸪杉原┿晃
㸦2015㸧㐣␯地域のサービス・ラーニング

における受け入れに㛵する◊✲ ―日本教

⫱工学会ㄽ文ㄅ 39(2),83-95,2015 
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海外支援活動䛻䛚䛡䜛三大学㐃携䛾䛯䜑䛾全天球映像活用 

360-degree Video Use for Three Universities’ Collaboration in an Oversea Support Project 
 

㜿㒊 ㄃大*、佐⸨ 慎一* 
Takahiro ABE*、Shinichi SATO* 

日本⚟♴大学* 
Nihon Fukushi University* 

 
せ⣙㸸本◊✲では、三大学協働㸦東京・明星大学、大㜰・㛵す大学、愛▱・日本⚟♴大

学㸧で⾜っているカンボジアの教員㣴成校におけるⱥㄒ教員㣴成支援プロジェクトにて

▷期㛫の⁫在で成果をあげることのできるά動になるように、事前ά動・協働での‽備

ά動、および、⌧地ά動のリフレクションに╔┠することとした。具体ⓗには、360度
カメラを⏝いた没入感のある全天⌫動⏬をYouTubeなどにアップロードし、VRヘッドセ
ットでど⫈することによって、事前‽備段㝵からά動へのリアリティを㧗めること、ま

た、ά動に対しての῝いリフレクションを⾜うこと、さらに、後㍮たちへ㐺切な引き⥅

ぎを┠指す。 
キーワード㸸  全天⌫映像、バーチャルリアリティ、体㦂学⩦、㧗➼教⫱ 

 
㸯㸬はじめに 

➹⪅らは、カンボジアの教員㣴成校の支援を三大

学協働で⾜っている。⌧地でのά動時㛫は㝈られる

ため、事前の‽備の㔜せ性は㧗い。三大学は地⌮ⓗ

に㞳れているため、打ち合わせなど、オンラインで

のά動が不可欠であり、実㝿、➹⪅らは定期ⓗにテ

レビ会㆟による打ち合わせを⾜っている。しかし、

本プロジェクトは大学⏕または大学㝔⏕で構成さ

れているため、卒業などの⌮⏤でプロジェクトから

㞳れることがある。┦手先のあるプロジェクトにお

いて、こうした㝿には、ά動の㉁をⴠとさないよう、

῝いリフレクションを⿬付けとした㐺切な引き⥅

ぎ⾜う必せがある。本◊✲は、これらの取り⤌みを

効果ⓗに実施することを┠指して取り⤌むもので

ある。 
 
㸰㸬◊✲の┠ⓗ 

三大学協働でのά動の‽備・実㊶を効果ⓗなもの

とするため、探求の共同体㸦Garrison 2011㸧のフ
レームワークを参⪃とする。探求の共同体は、効果

ⓗな協働学⩦のためには、3つの存在感㸦プレゼン
ス㸧、すなわち、ㄆ▱ⓗ存在感、♫会ⓗ存在感、教

授ⓗ存在感が㔜せであるとする、効果ⓗなオンライ

ンでの協働学⩦を実⌧するためのフレームワーク

であるが、三大学㐃携での本取り⤌みにも㐺⏝可⬟

と⪃えた。本ά動は EduPort プロジェクトの一⎔
で取り⤌むものであり、ά動の全ㇺは㛵係する教員

および◊✲⪅などにより⾜われている。つまり、ㄆ

▱ⓗ存在感、教授ⓗ存在感に㛵しては、㐺切にデザ

インされた≧態にあると⪃える。そこで、本◊✲で

は、♫会ⓗ存在感に╔┠し、向上させていくことを

┠ⓗとする。メンバーの入れ替わりが伴う本ά動の

≉㉁を㋃まえ、新つ参入⪅へのプロジェクトに対す

る帰属意㆑を⌧地ά動前から㔊成することも、♫会

ⓗ存在感向上の取り⤌みの 1つと位⨨づける。 
一方、本ά動を学⏕⮬㌟におる⤒㦂学⩦と捉え、

リフレクションの῝化にも取り⤌む。Kolb㸦1984㸧
の⤒㦂学⩦モデルを含め、多くの先⾜◊✲でリフレ

クションの㔜せ性は指摘されている。しかし、⌧地

ではά動に㏣われ、㝈られた時㛫で冷㟼にリフレク

ションを⾜うことは㞴しい上に、日本に帰国すると

⌧地にいた時の⇕は冷めてしまいがちであり、その

実施方ἲはㄢ㢟といえる。 
 
㸱㸬◊✲の方法 

 ♫会ⓗ存在感の向上、リフレクションの῝化のた

め、Bailenson㸦2018㸧などを参⪃に、以下の 2つ
の仮ㄝをタ定し、Ώ⯟前の段㝵で、これまでの実㊶

���

��



において撮影した全天⌫映像をVRヘッドセットに
より㜀ぴする実㦂を⾜う。 
 
・ VR をά⏝することによって地⌮ⓗに㞳れてい
てもプロジェクトに対する帰属意㆑を保つこと

ができる。 
・ カンボジアの教員㣴成校におけるά動を VRで
☜ㄆすることによって効果ⓗなリフレクション

になる 
 
⿕㦂⪅およびά⏝する機材を以下にグ㏙する。 

 
㸦㸯㸧⿕㦂⪅ 
プロジェクトを実㊶する㛵す大学学㒊⏕・大学㝔

⏕、明星大学学㒊⏕、日本⚟♴大学学㒊⏕、ィ 10
名⛬度とする。それぞれの専㛛分㔝は⥲合情報学㒊、

教⫱学㒊、国㝿⚟♴㛤Ⓨ学㒊と␗なる。 
 
㸦㸰㸧実㦂機材 

2019年 2月の初Ώ⯟において、⌧地でのニーズ
ㄪ査や今後のά動のぢ㏻しについて明らかにした

上で、2019年 8月Ώ⯟において、上グの問㢟ㄆ㆑
も㋃まえ、全天⌫カメラにより、ά動の様子、⌧地

の㢼景などを撮影した。全天⌫カメラとしては、

Ricoh Theta Vをά⏝した。全天⌫カメラによる映
像を㜀ぴするためには、固定Ⅼからのぢ回し動作が

できれば十分であるため、VRヘッドセットとして
は、当ヱ⎔境を⡆易に実⌧可⬟なOculus Goをά⏝
することとする。 
 
㸲㸬実施状況と今後の予定 

㸦㸯㸧実施≧況 
➹⪅はこれまでに 2回⌧地をゼれ、今後も年に 2
回のペースで⌧地へゼ問する予定である。 
初回のゼ問は 2019年 2月に⾜い、そこでは⌧地
でのニーズㄪ査や今後◊✲フィールドとなるカン

ボジアの教員㣴成校㸦Provincial Teacher Training 
College㸸以下 PTTC㸧に対するㄆ㆑を῝めた。 

2回┠のΏ⯟を⾜い効果ⓗなリフレクションを⾜
うために必せな全天⌫動⏬の撮影を⾜った。撮影し

た動⏬は、トゥクトゥクで⛣動している様子などカ

ンボジアでの日常⏕άや、ゼ問した日本ㄒ学校での

授業の様子、⌧地でのプロジェクトά動、さらに、

これらά動に⮳るまでの⦎⩦の様子や打ち合わせ

の様子などがある。対㇟となるプロジェクトの構成

員らに効果ⓗに㜀ぴしてもらえるよう、これらの動

⏬を 5分⛬度に⦅㞟している。「VR㓉い」に␃意し、
意図したような効果をやられるように努める。 
➹⪅が、8月に撮影したコンテンツを帰国後、予
備ⓗに☜ㄆしたところ、カンボジアで⁫在した⌧地

ゲストハウスの≧況やトゥクトゥクなどでの揺れ

や⏫並みの様子など、⣽㒊の感ぬまでが⸽る印㇟を

受けた。また、プロジェクトのメインであるワーク

ショップに⮳るまでにどのような‽備をし、何を┠

ⓗとしプロジェクトに⮫んだのか、さらに、その⤖

果などを㏣体㦂することができ、二次元の映像に比

べより㩭明に⌧地の様子を⌮ゎすることが期待で

きるものであった。 
 

㸦㸰㸧今後の予定 

㐣去の実施≧況から得た情報や反┬を元に今後

はΏ⯟メンバーをΏ⯟前に☜定させ 11 月にά動案
を⪃える合宿を⾜う。その合宿にて、8月のΏ⯟で
撮影した全天⌫映像をVRヘッドセットに㌿㏦して
持ち㎸む。また、その映像は YouTube にもアップ
ロードしておき、常にプロジェクトメンバーがアク

セスできるような⎔境を構⠏する。その上で、㜀ぴ

した印㇟についてのアンケートㄪ査や意ぢ交換を

⾜い、メンバーの♫会ⓗ存在感、プロジェクトへの

帰属意㆑やリフレクションの≧況を分析・⪃察して

いく。こうしたά動を年に 2 回のペースで実施し、
プロジェクトを改善し、⌧地ά動の㉁を㧗めていく

とともに、ά動モデルとして整備していきたい。 
 
 
参⪃文⊩ 
㸦1㸧 Bailenson, J. (2018). Experience on 

demand: What virtual reality is, how it 
works, and what it can do. WW Norton & 
Company.  

㸦2㸧 Garrison, D. R. (2011). E-learning in the 
21st century: A framework for research 
and practice. Routledge. 

㸦3㸧 Kolb, D. (1984) Experiential Learning as 
the Source of Learning and Development, 
Prentice Hall, Englewood Cliffs. 
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Practice of collaborative learning and inclusive assessment 
in high school health classes 
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Effects of writing KWL charts on problem solving plans 
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䝅䞁䜻䞁䜾䝒䞊䝹の組み合わせ䝟䝍䞊䞁の開発

〜䝅䞁䜻䞁䜾䝒䞊䝹䜢用いた授業䝕䝄䜲䞁の分析〜 

Development of combination patterns for Thinking Tools 
-Analysis of lesson design using Thinking Tools-

㇂口  生歩
、㯮上  晴夫
 
Kiho TANIGUCHI
、Haruo KUROKAMI
 

㛵西大学
 
Kansai University
 

要約㸸本研究の目的は、シンキングツールの組み合わせパターンを㛤発することである。

教師がシンキングツールを用いて作成した授業デザインを分析の対㇟に、授業デザインか

らシンキングツールの組み合わせを抽出し、そのパターンを整理した。分析の結果、「イメ�

ージマップ→フィッシュボーン」、「イメージマップ→X,Y,W�チャート」、「イメージマップ

→ベン図」、「イメージマップ→ステップ・チャート」などの組み合わせが 10 回以上確認さ

れた。 

キーワード㸸  シンキングツール、思考ツール、思考スキル、授業デザイン

㸯㸬はじめに 

新学習指導要㡿において、思考力の育成は㔜要な

課㢟の一つである。子どもの思考力の育成をサポー

トするものにシンキングツールが挙げられる。㯮上

晴夫ら㸦2012㸧は、シンキングツールはアイデアや

問㢟を可視化することや、考えや情報を整理するの

に役立つものとしている。また、思考の結果を導く

ための具体的な手㡰についての知㆑とその㐠用技

法を思考スキルと定義している。また、㯮上(2017)

では思考スキルとシンキングツールを対応させる

ことによってその手㡰が可視化できると定義され

ている。 

 思考スキルの概念は学習指導要㡿においては「考

えるための技法」として説明されている。小学習指

導要㡿解説の総合的な学習の時㛫では「㡰序付け

る」などの具体的な思考スキルが 10 個示されてい

ることから、学習を㏻して思考スキルを習得し活用

することが求められているといえる。 

これまでシンキングツール・思考スキルの研究に

おいては、㸦泰山 2014㸧においてどの学年段㝵でど

の思考スキルを指導するか、学年を経るにつれて㔜

点をどう変えるかを示唆する思考スキルの構㐀が

明らかにされている。また、㛵西大学初等㒊(2013)

によると、思考スキルの習得目標は学年別に立てら

れおり、㸲・㸳年生では組み合わせてシンキングツ

ールを活用する指導する取り組みが行われている。

このことから、シンキングツール・思考スキルは体

系立てて指導したり、組み合わせて指導することが

㔜要である。 

また、シンキングツール、思考スキルの効果の研

究においては、三宅(2018)ではシンキングツールは

授業実㊶において論理的な文章作成を促すツール

になり得ることや、木村ら(2018)では思考ルーチン

を活用することで児童が学習内容を深める手立て

になったことが明らかになっている。これまで、児

童がシンキングツールを活用した効果に焦点を当

てた研究はされてきているが、シンキングツールを

活用した授業デザインに焦点を当てた研究はあま

りされていない。 

㸰㸬研✲の目的 

本研究の目的は、教師がシンキングツールを用い

て作成した授業デザインから、シンキングツール組

み合わせを整理し、シンキングツールの組み合わせ
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パターンを㛤発することである。また、整理したパ

ターンを元に、どのように活用できるのか、組みわ

せの傾向などについて考察する。 
 
㸱㸬研✲の方法と対㇟ 

分析の対㇟は、シンキングツールについてのワー

クショップを受けた小学校、中学校、㧗等学校の教

員が作成した授業デザインの内、シンキングツール

を組み合わせて使っている㸰㸳㸷名分の授業デザ

インである。授業デザインは「教科の授業でシンキ

ンクグツールを使う場㠃を考えて、その概要とシン

キンクグツールのシミュレーションを作成してく

ださい。」という設問をもとに作成されており、ど

のような教科や内容で授業デザインを作成するか

や、単元や授業の時㛫数などは教師の自由なアイデ

アの元で作成されている。 

分析の方法は、授業デザインで使われているシン

キングツールの組み合わせを抽出し、組み合わせご

とにカウントし、多く使われているシンキングツー

ルの組み合わせ㡰に整理した。また、㸰つ以上のシ

ンキングツールが使われている組み合わせにおい

ては、㸯番目と㸰番目の組み合わせで一つ、㸰番目

と㸱番目の組み合わせで一つのパターンとして分

㢮し、整理した。 

 
㸲㸬研✲の⤖果 

分析の結果を以下の表㸯に示す。表㸯は、授業デ

ザインから確認された組み合わせ数が多い㡰番に、

シンキングツールの組み合わせと、確認できた回数

を示している。10回以上挙げられた組み合わせは㸲

パターン確認できた。また、10回以下で 5回以上の

組み合わせは、14パターン確認できた。 

 
表㸯 授業デザインから抽出したシンキングツ

ールの組み合わせ 
回数 シンキングツールの組み合わせ 
14回 イメージマップ→フィッシュボーン 

13回 イメージマップ→X,Y,Wチャート 

11回 イメージマップ→ベン図 

イメージマップ→ステップ・チャート 

9回 X,Y,Wチャート→マトリクス 

8回 バタフライ・チャート→ステップ・チ

ャート 

7回 イメージマップ→くま手チャート 

イメージマップ→クラゲ・チャート 

X,Y,Wチャート→ベン図 

マトリクス→ステップ・チャート 

フィッシュボーン→ステップ・チャー

ト 

6回 ベン図→マトリクス 

5回 イメージマップ→マトリクス 

イメージマップ→ KWL 

ベン図→ステップ・チャート 

ベン図→コンセプトマップ 

X,Y,Wチャート→フィッシュボーン 

フィッシュボーン→ マトリクス 

 
㸳㸬⪃察 

授業デザインから抽出した組み合わせの内、10

回以上確認できた㸲つのパターン組み合わせは、す

べて「イメージマップ」をはじめに使う組み合わせ

であった。また、10回以下の組み合わせにおいても

「イメージマップ」をはじめに使うパターンが多く

みられた。このことから、教師にとって単元や授業

の導入などに「イメージマップ」は使いシンキング

ツールであり、教科の内容に㝈らず汎用的なツール

なのではなかと考えられる。 

 
㸴㸬研✲のㄢ㢟と展望 

本研究では、教師がシンキングツールを用いて作

成した授業デザインから、シンキングツールの組み

合わせを整理した結果、いくつかのシンキングツー

ルの組み合わせパターンを確認できた。しかし、整

理したパターンがどのように活用できるか、授業デ

ザインの㝿の手立てになり得るかなどは明らかで

はない。したがって、㛤発したパターンの活用方法

を提示できるよう、理論的枠組みに当てはめ、組み

合わせパターンを一般化することが必要である。 

 
参考文献 
㸦1㸧 㯮上晴夫・小島亜華㔛・泰山裕㸦2012㸧『シ

ンキングツール㹼考えることを教えたい

㹼』 NPO法人 学習創作フォーラム 
㸦2㸧 㯮上晴夫(2017)初等中等教育におけるシン

キングツールの活用 情報の科学と技術㸴
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ICT䜢活用䛧䛯単元学習䛾実㊶䛸ホ価 

 Implementation and estimation of unit learning using ICT 
植田 恭子

 Kyoko  UEDA
  都留文科大学   

  Tsuru University 

要約㸸本研究では、中学校国語科における㜵災・減災に㛵する単元学習において、㟈災に㛵する情報を当 

事者意識をもって読み解くうえで㹇㹁㹒を活用することの有用性について、帯単元のまとめの新聞をもと 

に考察を行った。テレビ会議システムを活用したリアルタイムの交流は、情報を「自分事」としてとらえ 

ることにつながっていくことを確認した。 

キーワード㸸 中学校、国語科、単元学習、㹇㹁㹒活用 

はじめに 

本研究に取り組んだ大㜰市立昭和中学校では、平成

25 年度から大㜰市教育委員会「学校教育㹇㹁㹒活用
事業」モデル校の指定を受け、実証研究を進めている。    
タブレット端末生徒一人㸯台体制のもと、国語科に

おいては「生きてはたらく国語の力」とともに「情報

活用能力」の育成を目指し、㹇㹁㹒活用を活用、情報

と主体的に向き合うための帯単元を設定し、継続的な

学習に取り組んできた。 

１．研究の目的 

本研究では、タブレット端末生徒一人 1台環境のも

とでの国語科での単元学習に焦点をあて、「実感をも

って情報を読む」ことに、タブレット端末をはじめと

した㹇㹁㹒の活用がどういった影㡪を与えているの

かについて検討する。 

２．研究の方法 

中学㸰年 3学期㸦平成24年度㸧から 3年 3学期㸦平

成 25年度㸧まで「㜵災・減災について考える」帯単

元に取り組んだ。各自がまとめた㜵災・減災に㛵する

新聞の記述と帯単元の振り返りをもとに、㹇㹁㹒活用

の効果について考察する。 

３．帯単元「防災・減災を考える」の実際 

⑴ 帯単元の概要

①対象 大㜰市立昭和中学校 㸱年㸰クラス 

②目標 

○東日本大㟈災に㛵する情報と主体的に向き合い、他

人事」でなく「自分事」として情報をとらえ、他者・ 

自己・社会との「対話」を重ね、思考を深める。 

○「他者」と言葉を介して出会い、自己を相対化し、

自分の考えを創りあげていく。 

○「今」の情報を読み説き、物事の本質をとらえ、社 

会に参画する意識を㧗めるとともに、自らの生き方に

生かしていこうとする態度を育てる。 

③ 情報活用能力との㛵連

〇「㟁子書籍作成ツール」㸦iBooks Author㸧により

学びの足跡をたどる。 

〇テレビ会議システム㸦Skype㸧を活用し、リアルタ

イムで共同取材をする。 

〇動画により、当事者意識をもって情報と向き合い、

双方向の交流をする。 

〇縦書きカメラを活用し、情報を発信する。 

④ 帯単元の評価規準

㛵心・意欲・態度

・目的や場㠃に応じ、立場や考えの違いを踏まえて話

したり、考えを比べながら聞いたり、相手の立場を尊

重しようと話し合ったりしている。 

話す・聞く能力 

・場の状況や相手の様子に応じて、資料や機器などを

効果的に活用して話すとともに、自分のものの見方や

考え方を深めている。 

書く力 

・社会生活から課㢟を決め、情報を活用しながら、自

分の考えを深めようとしている。 

読む力 

・文章を読み、人㛫、社会、自然などについて考え、

自分の意見をもとうとしている。 

言語についての知識・理解・技能 
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・目的や場㠃に応じ、話し言葉と書き言葉との違い、

共通語と方言の果たす役割、敬語の働きなどについて

注意している。 

⑤ 帯単元の指導計画 

平成 24年度 㸰年㸱学期 …自分事としてとらえる 

○東日本大㟈災に㛵する情報を読み取り、自分とは異 

なる見方、感じ方、考え方について、慮り、伝え合い 

考える。 

○㜵災・減災について、多様な情報を収㞟・活用し、

根拠を示しながら、それぞれの考えを伝え合う。 

・「ママの帰り 待ってる」㸦2011年㸱月 31日付読売

新聞㸧愛海ちゃんの情報を自分にひきよせて読む。「ま

まへ。いきているといいね おげんきですか。」 

・途上国の少年の写真を読み、プレゼントは何がいい

かをみんなで考える。㸦『たんじょうび』レイフ・クリ

スチャン・岩崎書店㸧 

・愛海ちゃんの思いを想像する。 

・愛海ちゃんへのプレゼントは㸽何が喜ばれるか。 

小学校へ入学する愛海ちゃんへのお祝いの言葉を考

える。 

・「東日本大㟈災から 2年」2013年 3月 11日の新聞

記事を読む。 

 

平成 25年度 㸱年㸯学期 …それぞれの持ち場で 

○東日本大㟈災発生後、直後、次の日、一週㛫後、一 

カ月後、㝣・海ではどのようなことが起こっていたの 

か。それぞれの持ち場で、どのような思いで、どのよ 

うな行動をとっていたのか。 

・メディアは3月11日をどのように伝えているのか。 

タブレット端末を活用し、調べる。 

・畠山重篤さんに㛵する記事を読み比べる。 

・「それでも海しかない」畠山重篤さんに㛵する記事

を比べて読む。 

・読売新聞社・川西勝 編㞟委員から、お話をうかが 

い、㜵災・減災について自分の考えをもつ。災害報道、 

送り手の思い、報道に携わる人㛫としての葛藤について

聞き取る。 
・内航船「硯海丸」に㛵する情報をタブレット端末で 

検索し、調べる。 

・内航船「硯海丸」がロシア船を救助した出来事をニ 

ュース原稿にまとめる。 

・内航船についての「問い」をもつ。㸦総合的な学習 

の時㛫 TV会議システム Skype交信の事前・事後学習㸧 

 

平成 25年度 㸱年㸰学期 …検証「釜石の奇跡」  

○「釜石の奇跡」について、検証する。   

・㹌㹆㹉シンサイミライ学校 いのちを守る特別授業 

「私たちがふるさとを守る㹼釜石の奇跡㹼」を視聴す 

る。 

・心に残ったこと、新たに知ったこと、「いのち」 

を守るとはどういうことか、「釜石の奇跡」とは何か。 

自分の言葉で説明する。どうして「釜石の奇跡」が起 

きたのかを考察する。 

・東京五輪と東日本大㟈災の復興など、現在の被災地 

の情報を読む。㸦朝日新聞デジタル for school㸧  

北村記者への共同取材  

・釜石と長い㛫㛵わってこられた産経新聞社、北村理 

編㞟委員に共同取材をする。 

・北村記者への「問い」を考える。「問い」を共有化

する。 

・聞き取りメモをとりながら聞く。 

・さらなる「問い」をなげかける。 

それぞれがもった「問い」を共有化し、しぼりこむ。 

北村記者への問い 

① 㟈災後、はじめて釜石を訪れた時、どのようなこ 

とを感じましたか。 

② 被災地の取材で最も苦労したことはどのような 

ことですか。 

③ 地㟈に㛵する記事で何を伝えたいと考えていま 

したか。 

④ 㜵災」に㛵わろうとしたきっかけは何ですか。 

⑤ 「釜石の奇跡」を起こした釜石東中学校とほかの 

中学生との大きな違いはどこにありますか。 

⑥ 「釜石の奇跡」の取材を通して、「地㟈」や「津 

波」についての考え方が変わりましたか。 

⑦ 被災地の復興が進んでいないように思いますが、 
実情はどうなのでしょう。 

⑧ 東京五輪㛤催によって㟈災復興が遅れるような 

ことはないのですか。 

⑨ 南海トラフをはじめ地㟈に対して私たちはどの 

ような準備をしたらいいのですか。 

⑩ なぜ、地㟈の予知は㞴しいのですか。 

北村記者へ「問い」と答え 

「釜石の奇跡」を起こした釜石東中学校とほかの中学

生との大きな違いはどこにありますか。⑤の問いにつ

いての答え⇒㜵災教育を行うことで、学力向上。いじ

めがなくなる。運命共同体。いじめなどしている場合

ではない。 

北村記者へのさらなる「問い」 

「釜石の奇跡」を起こした子どもたちのその後は㸽」 
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⇒現実には㧗㱋者の方を救えなかった。㧗㱋者対策に

ついて考える。今回の経㦂をいかす。今後に生かせる

ように考えている。 

・共同取材を受けて、釜石東中学校の生徒の作文をタ

ブレット端末で読む。 

・「釜石の奇跡」について検証する。 

 

平成 25年度 3年 3学期 わたしたちの㜵災・減災 

活用したICT 

㟁子書籍作成ツール(iBooks Author) 

タブレット端末 㟁子㯮板 Apple TV TV会議シス

テム(Skype) 

第㸯時 

・東日本大㟈災 3.11から3年㸭㜰神淡路大㟈災に㛵 

連した情報を読む。 

・絵本『ハナミズキのみち』㸦浅沼ミキ子㸭文・㯮井 

健絵・金の星社㸧を読み聞かせする。( 生徒一人一 

冊の㞟団読書のスタイル ) 

・絵本『ハナミズキのみち』に㛵する Web情報を読む。 

・絵を描いた㯮井健さんへのインタビュー記事(「学 

校図書㤋速報」2013年10月㸯日こどもの本)を読む。 

・作者浅沼ミキ子さんへのメッセージを書く。 

・絵本『ハナミズキのみち』を読んで、感じたこと、 

思ったこと、考えたことを伝え合う。 

第㸰時 

・学びのあとをどのような形で残すかを考える。 

(⇒新聞の形式でまとめる。 

3月 11日の出来事・ひと欄・提言・短歌・学びの振

り返りなどの紙㠃構成) 

・朝日新聞デジタルで「天声人語」を読む。天声人語 

の短歌を受け、3.11を五・七・五・七・七で詠む。 

・被災地・岩手県釜石市の岩崎昭子さんに㛵する情報 

を Web上から収㞟し、読む。 

・それぞれに岩崎さんへの「問い」をもつ。 

・岩崎さんへの「問い」をグループでしぼり込む。 

・共同取材の仕方について確認する。 

第㸱時 

・「釜石あの日あの時甚句」㸦釜石東中学校・㬼住居小

学校編、いのり編あなた㸧を読む。 

・心に㡪いた言葉を書き出し、どうして心に㡪いたの

かを考える。 

・「甚句」について調べる。 

・「釜石あの日の時甚句」を読んで、3.11について改

めて、思ったこと、感じたこと、考えたことを書く。 

・「甚句」に対して、五・七・五・七・七の返歌を創 

作する。 

・どのような思いを詠んだのかを書く。 

第㸲時【本時】 

・岩崎昭子さんとTV会議システム( Skype )で交信し、 

共同取材をする。 

・岩崎さんらからの答えを受けとめ、創作した短歌を

推敲し、岩崎さんらへ送る。 

第㸳時 

・リアルタイムの共同取材について検証する。伝える

ことの㞴しさ、人と人とのコミュニケーションのあり

方についても考える。 

・直接情報と向き合うことの意味について考える。 

・地域の㜵災、減災、自分たちに何ができるかを考え、

伝え合う。・㜵災、減災についての提言をまとめる。 

・岩崎さんの「ひと欄」を書く。 

第㸴時 

・㜵災・減災についての学びを新聞形式でまとめる。 

⇒「卒業論文レジュメ」とあわせて「卒業論文㞟」と

いう形で情報発信をする。 

 

４．考察 

 新聞形式のまとめの一部を以下に紹介する。 

・明日について考えるということが大切なのではない

だろうか。明日をつくるということは未来をつくる。

考えることは不可欠だと思う。 

・私たちにできることは少ないが、東日本大㟈災で大

きな被害を受けた人がたくさんいて、その人たちは今

も苦しんでいることを決して忘れてはいけないと思

う。それはだれにでもできる、とても大切なことであ

ると私は思う。    

 㜵災・減災についての新聞形式のまとめの傾向とし

て、リアルタイムでの共同取材同取材のやりとりを詳

述しているもの、「自分たちに何ができるか」という

自らへの問いかけ、もし地㟈が起きたらなどの㜵災や

減災に㛵する記述が多くみられた。自分が情報を収㞟

し、知り得た情報は、自分の言葉に置き換え表現して

いるものが目立った。 

 単元の振り返りでは、タブレット端末で最新の情報

を読むことが出来たこと、同じ中学生の姿に刺激を受

けたこと、被災された方との Skypeでの交信で、遠い

世界のことが近くなったなどのコメントがあった。

「たくさんの人の協力でここまでこれたと思う。その

ことをこれからいかしていきたい。」という感謝の言

葉もいくつか見られた。 
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第㸲時の学習 

(1) 目標 

○「対話」「交流」を通して、情報から「情」を読み取り、自らの思いを発信する。                                   

(2) 展㛤 

 主な学習活動 㹇㹁㹒活用のポイント 評価の観点 

導 

入 

○㸰年㸱学期からの帯単元

の学習活動について、振り

返りをする。 

〇帯単元のめあて、本単元で

取り組むべきことを確認

する。 

〇本時のめあてを確認する。 

・「㟁子書籍作成ツール」㸦iBooks 

Author㸧を活用して、帯単元の学びの

足跡を俯瞰的にとらえるようにする。 

・時系列での振り返りを通して、本時

のめあてと学習活動を明確にする。 

 

【㛵心・意欲・態度】 

目的や場㠃に応じ、立場や

考えの違いを踏まえて話した

り、考えを比べながら聞いた

り、相手の立場を尊重して話

し合ったりしようとしてい

る。 

展 

 

㛤 

○取材のポイントをおさえ 

る。 

○被災地・岩手県釜石市で復 

興に取り組む「宝来㤋」の岩 

崎昭子さんに共同取材をす 

る。㸦各グループの問いを共 

有化する。㸧 

 

○各グループから質問をす

る。 

 

〇岩崎さんからの答えを「聞 

き取りメモ」をとりながら聞 

く。 

 

○岩崎さんの答えに対して 

「次なる問い」をもつ。 

○それぞれが考えた「問い」 

をグループで知恵を出し合 

い、ひとつにしぼり込む。 

○岩崎さんへ次なる質問を 

重ねる。 

○岩崎さんからの答えを聞 

く。 

○前時に創作した短歌を再 

構成する。 

 

○短歌で思いを送る。 

・Apple TVでポイントを提示する。 

・Skypeでのリアルタイムの交信によ

り、直接情報㸦第一次情報㸧を得るこ

とが出来、情報と主体的に向き合うこ

とが可能になる。 

 

・相手の反応も感じとることができ、

相手意識をもっての交流ができる。 

・1対㸯の使用を前提としているテレ

ビ会議システムを、多人数で活用する

ため 

共同取材というスタイルで、連続性の

ある言語活動㸦問い㹼答え㸧を展㛤す

る。 

 

・㝈られた時㛫、リアルタイムでの交

流が、直接情報のもつ意味、コミュニ

ケーションのあり方を考えることにつ

ながる。 

・文字情報だけでなく、映像・動画に

よって、身振り、手振りも含めたトー

タルな情報による双方向が可能にな

る。 

 

・遠㝸地とつながっていること、あわ

せて不特定多数でなく、自分たちのた

めに向けられた情報であることを、実

感でき、最新の情報の交換は学びへの

意識を㧗める。 

 

 

 

 

 

 

【話す・聞く能力】 

場の状況や相手の様子に応

じて、資料や機器などを効果

的に活用して話している。 

 

 

 

 

 

【言語についての知識・理

解・技能】 

目的や場㠃に応じ、話し言

葉と書き言葉との違い、共通

語と方言の果たす役割、敬語

の働きなどについて注意して

いる。 

ま

と

め 

○取材活動の振り返りをす

る。 
○次時の予告。 

  
 

 
 

���

��



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ೖຌگ育メディア学会 ೧࣏୉会 2019 
 
主催： ૈ ౾教育メディア学会 
協賛： NHKエデュケーショナル 
後援： ઍ੕県教育委員会 

 
 
 
 
 


